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「おい翔しよう、いつまでここにいるんだ。早く行けよ」

　草くさ葉ばの陰かげでうずくまる僕ぼくに、友人の笹ささ錦にしき耕こう一いちは言った。

「で、でも、大だい丈じよう夫ぶかな？　迷めい惑わくじゃないかな？」

「大だい丈じよう夫ぶだろ。むしろ今行かずしていつ行くんだって話だ」

　言われて僕ぼくは顔を上げる。視線の先には、校内掲けい示じ板ばんを眺ながめるセーラー服を着たポニーテールの女の子が一人。

　女子の中でもとびきり小こ柄がらで、いつも柔やわらかな笑えみをたたえている。

　名は春日井かすがい夢ゆめ路じ。ここ金かね成なり学がく園えん高等部の一年生で、僕ぼくとは隣となりのクラスの女子生徒。そして僕ぼくの初はつ恋こいの相手でもある。

「確かにそうなんだけど、ウザがられたり、キモがられたりしないかな？」

「ええい、芋いもってんじゃねえ！　お前が言い出した事だろうが！」

「芋いもってるわけじゃない。ただ、その、武む者しや震ぶるいが止まらなくてね……」

「はぁ……とんだチキン野や郎ろうだなお前は」

　耕こう一いちは学ランをめくり、腰こしのポシェットから財さい布ふを出した。

「俺おれがお前の成功を願ってやる。だからとっとと行って、男を見せて来い」

　彼かれが手にしたのは、一枚の一〇〇ホープ硬こう貨か。それが光を放つ細かな粒りゆう子しとなり、霧む散さんしてゆく。

　耕こう一いちが今使用したのは、ここ金かね成なり学がく園えんにおける学園内通貨である。

　ホープにはその金額に相当する願いを叶かなえる力があり、学園内において様々な事業に利用されるものだ。

　一〇〇ホープといえば、パンやジュースが一つ買える金額である。僕ぼくら貧びん乏ぼう学生にとっては大金だ。それを他人のために使うなんてそうそうできる事じゃない。そこまで耕こう一いちは僕ぼくの事を応おう援えんしてくれているというのか。

　僕ぼくは親友を背に、前だけを向いて立ち上がった。

「……わかった。僕ぼく行くよ。男を見せてくるよ」

　そして破は裂れつしそうなほど暴れる心臓を押おさえ、彼かの女じよの前まで歩いてゆく。

「春日井かすがい夢ゆめ路じさん！」

「はい？」

　振ふり向むいた時にポニーテールが揺ゆれ、シャンプーの香かおりが鼻び腔こうをかすめた。キラキラ輝かがやく大きな瞳ひとみが僕ぼくを見上げてくる。

「大おお倉くら翔しよう君？　どうしたの？」

「ずっと前から好きでした！　これから毎日僕ぼくのためにみそ汁しるを作ってください！」

　腹の底から声を絞しぼり、全力で頭を下げる。

　時間にして数秒ほどだったろう。でもその間の沈ちん黙もくは鉛なまりのように重く、無限の責め苦にも感じられる。

　やがて夢ゆめ路じさんはクスッと可愛かわいらしく笑い、

「うん、いいよ」
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　直後、僕ぼくは万ばん感かんの思いでガッツポーズを取っていた。

　五月下げ旬じゆんの暖かい日差しに包まれた放課後。

　彼かの女じよいない歴一六年という闇やみの歴史に終しゆう止し符ふが打たれた瞬しゆん間かんだった──
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　──はずなんだけどなぁ。

「……耕こう一いち、おかしくない？」

　僕ぼくはみそ汁しるを一口飲んだ。芳ほう醇じゆんなダシの香かおりが鼻を抜ぬけていく。

「言いたい事はわからんでもない」

　奴やつも白飯の盛られた茶ちや碗わんを手に答える。

　ここは春日井かすがい食堂という金かね成なり学がく園えん内にある施し設せつである。

　味は絶品なのだが、メニューは和食一いつ辺ぺん倒とうで値段が高い。普ふ段だん厨ちゆう房ぼうにいるのも愛あい想その悪いしわくちゃの婆ばあさんとあって生徒達たちからはあまり人気がなく、今日も周囲は空席ばかり。夕食時だというのに食事をしているのは僕ぼくらだけだ。

「僕ぼく、さっき告白したよね？　なんでみそ汁しる飲む事になったんだろう？」

「お前が作れって言ったからだろ」

「いやいや！　あれは言葉のあやというか、お決まりのセリフじゃないか！」

「んな事俺おれに言われても困る。遠回しな表現をしたお前が悪い」

　そんなに遠回しだったかなぁ。あれを曲解する方が難しいと思うんだけどなぁ。

「というか今いま更さらだが、あの子のどの辺を好きになったんだ？」

「全部さ！」

　僕ぼくは即そく答とうした。

　耕こう一いちは呆あきれたように嘆たん息そくして、

「だから全部好きになった理由を聞いてるんだ。何かきっかけでもあるのか？」

「もちろんあるよ。中等部三年の頃ころに、全財産の入った財さい布ふを失なくしてしまってね。一ヶ月無一文で、その日食べる物も買えなくて困っていたら、僕ぼくのためにわざわざ春日井かすがい食堂でみそ汁しる定食を作ってくれたんだ。それ以来僕ぼくはここの常連だよ」

「それだったら俺おれも昼飯代忘れた時に食わせてもらったぞ？」

「うんうん、夢ゆめ路じさんは優やさしいからね。きっとあの子は天使にちがいない」

「春日井かすがいさんの事になると頭の中お花畑になるんだなお前は……」

　などと話していると、

「おみそ汁しるの味はどうかな、翔しよう君？」

　横から顔を突つき出だしてきたのは、セーラー服の上に白い割かつ烹ぽう着ぎを着た春日井かすがい夢ゆめ路じさんである。

「すごくおいしいよ！」

「そっか、良かったぁ」

　ニコニコと明るく微笑ほほえむ夢ゆめ路じさん。それを目にしてほっこりする僕ぼく。

　すると耕こう一いちがテーブルの下から足をつついてきた。

「おい、さっきの件ちゃんと伝えておけよ」

「おっとそうだった」

　ほわほわした笑え顔がおに見とれるのもいいけど、あいにく僕ぼくにはやらなければならない事がまだ残っている。

「あの、夢ゆめ路じさん。さっきの話なんだけど」

「ん？　おみそ汁しる定食の定期購こう買ばいの話？」

　いつの間にそんな話になったんだろう。

「いやあの、まぁそれについてなんだけど」

「もしかしておいしくなかった？」

「すっごいおいしかったよ！　夢ゆめ路じさんのみそ汁しる大好きだし！」

「そっか、良かったぁ」

　ニコニコと明るく微笑ほほえむ夢ゆめ路じさん。それを目にしてほっこりする僕ぼく。

　彼かの女じよは自分の作る特製みそ汁しるに絶対の自信があるらしく、褒ほめられるといつもこんな風に喜ぶ。

　事実、夢ゆめ路じさんのみそ汁しるは一口飲めば病やみつきになるうまさだ。具だくさんで栄養も考えられているみたいだし、三つ星レストランのスープにだって勝まさると僕ぼくは思っている。

「いつもうちで食べてくれてありがとね」

「お礼なんてとんでもない！　卒業まで毎食ここに食べに来てもいいよ！」

　まぁすでに三食全部ここなんだけど。

　と、夢ゆめ路じさんの笑え顔がおに突とつ如じよ影かげが差した。

「ごめんね翔しよう君。卒業までは難しいかもしれない」

「え？　どうして？」

「最近他のお客さんがぜんぜん来なくてね」

　言われて僕ぼくは周りを見る。いつも見慣れた空席の目立つ食堂の風景がそこにあった。

　そういえば今年の四月に入ってから、お客さんがいるところをほとんど見ていない。というか一人も見てないかもしれない。よく考えたら僕ぼくと耕こう一いち以外の客なんていないんじゃないだろうか。

　とてつもなく嫌いやな予感がした。

「……まさか、お店を畳たたむとか？」

「うん。儲もうかってないからね」

「そんな！」

　僕ぼくは椅い子すを蹴け倒たおす勢いで立ち上がった。

「おかしいよ！　こんなうまいみそ汁しるを作れるのに！」

「ありがと。でもお金がないと続けられないから」

「ぼ、僕ぼくが毎日食べに来るよ！　一日六食とか食べるよ！」

「それだと翔しよう君が太っちゃうだけだよ」

　うん、まぁそうだな。僕ぼく一人が食べまくったところで経営が持ち直すわけがない。

「でも、たぶん半年くらいは大だい丈じよう夫ぶだよ。それまではわたしも学校にいるから」

「え……それって半年後は学校にいないって事？」

　夢ゆめ路じさんは悲しそうに笑った。

「どうせ、このお店がなくなったら学費が払はらえなくなるしね」

「そ、そんな……」

　僕ぼくはショックのあまりよろよろと二、三歩後退し、崩くずれ落おちる。

　中等部三年生の時に初めて春日井かすがい食堂へ訪おとずれて以来、僕ぼくは夢ゆめ路じさんと色んな話をした。

　幼よう稚ち園えんの頃ころから料理を習い、日々研究に研究を重ね、腕うでを磨みがいてきたそうだ。半分くらいは何を言ってるのかよくわからなかったけど、話をしているだけで楽しかった。特にみそ汁しるに込こめられた熱い思いは本物だと、料理ができない僕ぼくにもわかった。

　春日井かすがい食堂がなくなったら、夢ゆめ路じさんは今後学園でみそ汁しるを提供できなくなるじゃないか。

　夢ゆめ路じさんの作る国宝級にうまいみそ汁しるが飲めなくなるなんて、世界にとって損失だ。そんな事が許されていいのだろうか？

「なぁ、翔しよう」

　不意に耕こう一いちが神しん妙みような顔で声をかけてきた。ほっぺたに米こめ粒つぶを付けていてちょっと間ま抜ぬけに見える。

「……なんだよ？」

「なんかおかしいと思わないか？」

「何もかもおかしいさ……世の中全部間ま違ちがってるんだよ……」

「そうじゃねえって。この春日井かすがい食堂はたしかに立地が悪い。学園の隅すみっこで、近くに学生寮りようもない。値段も他の食堂より割高だ。だがそれにしたって二ヶ月もの間、他の客が一人も来ないのは変じゃないか？」

「何が言いたいんだよ？」

「誰だれかがホープを使ったんじゃないかって事だ」

　頰ほおに付いた米こめ粒つぶをペロリとなめとり、耕こう一いちは夢ゆめ路じさんへ目を向ける。

　金かね成なり学がく園えんは、小等部から大学部までを一体化したマンモス学校で、生徒と職員を合わせて二〇万人もの人間が生活している。その敷しき地ちは中央区画を中心に東西南北九つにブロック分けされ、もはやちょっとした町くらいの広さがある。その中に、株式制度を導入して部費を自前で稼かせぎ出だす株式クラブや工場施し設せつがひしめいているのだ。

　ホープはそんな学園の中で流通する通貨であり、金額に相当する願いを叶かなえる力がある。

　なんでも、拝金主義をこじらせちゃった学園長が、金を神と崇あがめるうちに天てん啓けいを授さずかり生み出されたものだそうだ。なぜそんな不思議パワーが生まれたのかは知らないけど、世間では資本主義の悪あく魔まが与あたえた力だの、お金に八や百お万よろずの神が宿っただのと言われている。

　学園へ一割の手数料を支し払はらわないといけないため、金額未満の願いしか叶かなえられないが、大金を積めば春日井かすがい食堂への営業妨ぼう害がいくらいはできるかもしれない。

「……でも、もしそうならどうするのさ？」

「ホープを使えば確かく認にんできるはずだ」

　耕こう一いちの言葉で、僕ぼくはハッと思い出した。

　ホープは願いを叶かなえるために消費すると、学園の会計課で記録される仕組みである。

　願いの内容について学園側は、学園規則さえ逸いつ脱だつしなければ基本的に何もしない。そして手数料の一〇〇ホープを支し払はらえば、その内容の開示義務があったはずだ。

「なるほど、調べれば事実関係がわかるのか」

「そういう事だ」

　ホープを使った願いは、ホープを使って打ち消せる。

　ホープによる願いはかけられたのか。もしそうなら、誰だれが、どんな願いをかけ、いくら投資したのか。可能性があるなら確かく認にんすべきだろう。

「……よし」

　僕ぼくは立ち上がった。

　そして尻しりポケットから財さい布ふを出し、一〇〇ホープ硬こう貨かを握にぎり締しめ、願う。

「春日井かすがい食堂にかけられた願いの詳しよう細さいを教えてくれ！」

　その瞬しゆん間かん、手の中の硬こう貨かが光の粒りゆう子しとなって消えていった。代わりに機械的な声となって頭の中へ情報が入ってくる。




・願い主

　高等部三年九組、花はな上がみ兼かね光みつ

・願いの内容

　春日井かすがい食堂の閉店、および春日井かすがい夢ゆめ路じが一六歳さいになる誕生日に、春日井かすがい夢ゆめ路じと結けつ婚こんしたい。

・投資した金額

　一億ホープ




　それきり頭の中に響ひびく声は途と絶だえ、夢ゆめ路じさんが食器を洗う音だけが聞こえる。

「一億ホープ……だと……!?」

　僕ぼくの顔から血の気が引いたかと思えば、一いつ瞬しゆんにして頭へ上る。

「なんて野や郎ろうだ、こんな事許されるわけがないッ！」

　僕ぼくは怒いかりのあまりテーブルをドンと叩たたいた。

「何かわかったのか？」

「ああ……。どうやら夢ゆめ路じさんと結けつ婚こんを企くわだてる不届きな輩やからがいるらしい」

「それお前じゃねえ？」

　あれ、おかしいな？　自己紹しよう介かいをしたつもりはなかったんだけど。

「って、そうじゃない！　僕ぼくが一億ホープなんて持ってるわけないだろ、犯人は花はな上がみ兼かね光みつとかいう奴やつだ！」

　僕ぼくが持っているお金なんて、冬に支し払はらう予定の学費一〇〇万ホープと、日々の生活費として親の仕送りが月に二万ホープだけだ。一億ホープなんて雲の上の数字じゃないか。

「なんだ、一億ホープでそんなおかしな願いがかけられてたのか」

「うん。春日井かすがい食堂の閉店と、夢ゆめ路じさんとの結けつ婚こんだ。期日は夢ゆめ路じさんが一六歳さいになる誕生日らしい」

「ずいぶん個人的な願いだな……」

「まったくだよ！」

「しかし花はな上がみ兼かね光みつっつったら、花はな上がみグループのトップじゃないか」

「耕こう一いち知ってるの？」

「そりゃ知ってる。花はな上がみグループといや、学園御ご三さん家けの一つだぞ」

「御ご三さん家け……？」

「花はな上がみグループ、スターマート、東とう郷ごう生徒会の三つだ」

　耕こう一いちいわく、次の通りだそうだ。




・花はな上がみグループ

　二年前に突とつ如じよ現れ、飲食業界のシェアをさらった新進気き鋭えいの商業グループ。

・スターマート

　ここ数年で敵対店てん舗ぽをほぼ駆く逐ちくし、学園を網もう羅らするコンビニエンスストア。

・東とう郷ごう生徒会

　学園創立から存在し、不動産業や金きん融ゆう機関を運営、学園長の血けつ縁えんで固められた巨きよ大だい財ざい閥ばつ。




　金かね成なり学がく園えんでの成功者は、大学部の卒業が決まった段階で各企き業ぎようから引ひき抜ぬかれるという。だが花はな上がみは高等部三年生ですでに大手企き業ぎようの経けい営えい陣じんの席が決まっているそうだ。

　花はな上がみ兼かね光みつはそんな殿てん上じよう人びとともいえる存在らしい。

「その成なり金きん野や郎ろうが閉店を願ったせいで、客が来ないのか！」

「いや、客が来ない事は願いと関係ないと思うぞ」

「なんでだよ？」

「ホープで願った結果客が来ないんなら、俺おれ達たちが来てる事がおかしいだろ」

　それはまぁ、そうかもしれない。

　耕こう一いちは難しい顔で腕うで組ぐみをしながら、

「……翔しよう、最近お前の寮りようにチラシとか来てないか？」

「来てるけど、それが何だよ？」

「いっぱい来てないかって事だ。あちこちから」

　言われて思い出す。

　ここしばらく、ファミレスやパン屋、宅配ピザなどの近きん隣りんのお店からクーポン付きのチラシが毎日山のように送られていた。

　僕ぼくは夢ゆめ路じさんとみそ汁しる目当てで春日井かすがい食堂へ通っているけど、それが無ければお得な他の店へ足を向けていたに違ちがいない。

「……つまり、春日井かすがい食堂に経済的圧力をかけている？」

「たぶんな」

　その肯こう定ていに、僕ぼくは拳こぶしを固く握にぎり締しめる。

　ホープに関わる学園規則は、主に三つある。

　ひとつ。ホープで不当に他者を傷付ける願いを行使してはならない。

　ふたつ。期日までに学費を支し払はらう能力がない生徒、一定期間仕事を失った職員は、学園に在ざい籍せきする資格、およびホープの使用権を失う。

　みっつ。ホープによる願いは、金かね成なり学がく園えん内においてのみ効力を発揮する。

　敵は、これらを意図的に踏ふみにじる願いを行使しているように思える。夢ゆめ路じさんの心を傷付け、職を奪うばい、学園外──結けつ婚こんという人生に影えい響きようを及およぼす願いを叶かなえようとする。

　ならばやるべき事は一つ。僕ぼくは耕こう一いちに背を向け、歩き出す。

「おい翔しよう、どこ行くんだ？」

「三年九組の教室へ行く。まだ花はな上がみとかいうのがいるかもしれない」

「多分そこにはいないと思うぞ」

「なんで？」

「俺おれ達たち貧びん乏ぼう学生は普ふ通つうに授業を受けてるが、大たい抵ていの金持ち連中は授業を買ってるんだ。ホープで願えば勉強しなくても頭に入ってくるし、教室に行く必要がないから時間を有意義に過ごせるだろ。大体授業一つで一万くらいらしいぜ」

　金で何でも解決か……ブルジョワどもめ。

「なら、花はな上がみがいる場所を教えてくれ」

「居場所なんか知らんよ」

「いそうな場所でいい」

「そりゃあ、中央区画にある花はな上がみマーケットのビルだと思うが……」

　春日井かすがい食堂は南東区画の端はしっこにある。中央区画まではそれなりの距きよ離りがあるから、バスを使って行った方がよさそうだ。

「そうか、ありがとう」

「どうするつもりだ？」

「抗こう議ぎしに行く」

「やめとけって、相手は大金持ちだぞ？　軽くあしらわれるのがオチだ」

「だからなんだ！　花はな上がみだかチリ紙だか知らないけど、夢ゆめ路じさんを泣かせる奴やつは許さない！」

「おい待て!?」

　そんな制止も聞かず、僕ぼくは春日井かすがい食堂を飛び出した。







　肩かたを怒いからせてやって来たのは、天を衝つく巨きよ大だいなミラービルの前だった。

　一五階建てで周りにはおしゃれな庭園があり、噴ふん水すいが水のドームを形作っている。敷しき地ちの塀へいにはでかでかと『株式クラブ花はな上がみマーケット』と刻まれたご立派な看板が見える。

　もはや同じ学園内とは思えない。一体どんな悪い事をすれば、こんなものが建てられるんだろうか。

「たのもーっ！」

　道場破りよろしく声を張り上げ、僕ぼくはだだっ広いエントランスに踏ふみ込こんだ。驚おどろく受付の女の子へ向けて歩を進める。

「あの、どちら様でしょう？」

「僕ぼくは高等部一年の大おお倉くら翔しようだ。花はな上がみ兼かね光みつって奴やつに会いたい」

「部長の花はな上がみにご用ですね。失礼ですが、アポイントメントは──」

「取ってない。だけど用事がある。何階にいる？」

　受付の女の子が不ふ審しんの眼まな差ざしでこっちを見てくる。僕ぼくのただならぬ様子に危機感を抱いだいたのかもしれない。

「申し訳ありませんが、アポなしではちょっと……」

「いいから会わせてくれ。花はな上がみの悪事をバラされてもいいのかって伝えろ！」

　強い口調で言うと、受付の女の子は訝いぶかしげに眉まゆを寄せつつも内線の受話器を取る。その後、二言三言やりとりを交かわし、彼かの女じよは僕ぼくの方へ向き直った。

「お会いするとの事です」

「そうか。じゃあどこにいるか教えてくれ」

「かしこまりました。ご案内しますね」

　そうして連れられた先はビル最上階、赤い絨じゆう毯たんに黒こく檀たんの机と棚たなが置かれた広い部屋。

　その中央に学ラン姿の人物が二人いた。

　片や小太りで七三分けの、いかにも小悪党といった男。

　もう片方は、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけたオールバックで中肉中背。高そうな椅い子すに座すわっていて見るからに偉えらそうな奴やつだ。切れ長の目はナイフのように鋭するどい。例えるならマフィアのボスみたいな風ふう貌ぼうである。

「あんたが花はな上がみ兼かね光みつか？」

「キミ！　花はな上がみ部長を呼び捨てとは失礼じゃないかね!?」

　小太りの男が激高するが、しかし黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの男が笑え顔がおでそれを制する。

「牛うし丸まる君、落ち着きたまえ」

「はっ……申し訳ございません」

「すまないね、ええと……名前はなんと言ったかな？」

「大おお倉くら翔しようだ」

「そうか。大おお倉くら君、我わが花はな上がみマーケットのビルへようこそ」

　金持ち特有の余よ裕ゆうっぷりで僕ぼくを迎むかえる花はな上がみ。無む駄だにイケメンなのが腹立たしい。

「それで、ボクの悪事がどうのという話だそうだけど、一体何の事だい？」

「しらばっくれても無む駄だだ！　夢ゆめ路じさんにかけた願いの事はもう知ってるんだぞ！」

　ピクリ、と花はな上がみの眉まゆが動いたように見えた。

「……牛うし丸まる君、少し席を外してくれないか」

「は……？　わたくしがですか？」

「そうだ。すまないが外してくれ」

　小太りの男──牛うし丸まるは、僕ぼくの顔をチラチラと見やる。

「し、しかし……」

「何度も言わせるな。席を外せ。次はないぞ」

「し、失礼しました！」

　全力でペコペコと頭を下げ、牛うし丸まるは腹の肉を揺ゆらしながらそそくさと出て行った。

　彼かれが出て行ったのを見計らい、花はな上がみはゆっくりと口を開く。

「……なるほどね。あれに気が付いたのか。もしかして君も、春日井かすがいさんに好意を持っているクチかな？」

「そんな事はどうだっていいだろ！　さぁ、今すぐ願いを取り下げろ！」

「どうして？」

「どうしてもこうしてもない！　あんたの願いは学園規則に反した悪い事だからだ！」

「本気でそう思っているのかい？」

　花はな上がみは仄ほの暗ぐらい笑えみを浮うかべた。

「ボクは別に学園規則に反した願いなどかけてはいない。風評被ひ害がいも甚はなはだしいね」

「反してるじゃないか！　『ホープで不当に他者を傷付ける願いを行使してはならない』って生徒手帳にも書いてあるぞ！」

「ボクが一体誰だれを傷付けたんだい？」

「夢ゆめ路じさんをだよ！」

　僕ぼくの反論に、花はな上がみは悪びれる様子もなく答える。

「彼かの女じよがいつ傷付いたというんだ？」

「傷付いてるじゃないか！　春日井かすがい食堂の閉店とか、夢ゆめ路じさんの意志を無視した結けつ婚こんとか、不当な願いのせいで！」

「ボクが言っているのは、それで彼かの女じよが物理的に傷付いているのかという点だよ」

「そんなの屁へ理り屈くつだろ！　夢ゆめ路じさんは現に心が傷付いてるんだ！」

「だが、学園側はボクを取とり締しまろうとしていない。当然だ。心の傷なんてあやふやなものを規制すれば、経済活動は成り立たない。競争に破れた者が心の傷を負ったからとて、勝者を責めるのはお門かど違ちがいというものだろう」

「じゃあ結けつ婚こんの願いはどうだ！　婚こん姻いん届けの提出は学園じゃできないぞ！　学園外にまで影えい響きようを及およぼす不当な願いだろ！」

「その規則は学園外の存在に対してホープは使えないと言っているだけだ。春日井かすがいさんは学園内にいるのだから、何も問題はないよ」

「だからそんなのは屁へ理り屈くつで──」

「話の通じない奴やつは嫌きらいだ。ボクは忙いそがしい、もう出て行きたまえ」

　花はな上がみはゴミを見るような目を僕ぼくに向けた。だけどこちらも怒いかりの視線で返す。

「いいや、お前が願いを取り下げない限り僕ぼくは帰らない！」
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「出て行け、とボクは言ったんだ」

　その瞬しゆん間かん、僕ぼくの体に見えない圧力がかかった。突とつ風ぷうに吹ふかれたように廊ろう下かまで飛ばされ、目を回す。

「な、なんだ……!?」

「ふん……一〇万ホープ程度では部屋から追い出すだけか。面めん倒どうな奴やつだ」

　見れば、花はな上がみの手元に光の粒りゆう子しが舞まっていた。

　……なるほど、ホープで僕ぼくが帰る事を願ったのか。それが廊ろう下か止まりなのは、僕ぼくが『一〇万ホープをあげるから帰れ』と言われても部屋の前にかじりついて抗こう議ぎを続けるからだろう。

「ならこうしよう」

　花はな上がみは引き出しを開け、小切手を一枚取り出した。そこに万年筆を走らせる。

　書き記されたのは一〇〇万だった。金額を上げて僕ぼくの心が揺ゆさぶれると思っているなら舐なめられたもんだ。

「バカめ、どんな金額を提示されたって僕ぼくは帰らないぞ！」

「バカはそちらだ。君のような貧びん乏ぼう人にんに一〇〇万ホープが使われる事を感謝しろ。ボディガードを雇やとい入いれる！」

　叫さけんだ直後、小切手は粒りゆう子しとなって消え、奴やつの前に光の人形が現れた。まるで軍人のようにガタイのいいシルエットだ。

　大金を使えばこんな事までできるのか……!?

　驚おどろく僕ぼくを見下し、花はな上がみは手を前に突つき出だす。

「ボディガードよ、そいつを屋外につまみ出せ！」

「うわっ!?」

　命令一つで、光の人形が動き出した。まるで米俵のように僕ぼくを担かついで階段を全力疾しつ走そう、あれよという間にビル一階の外へ放り出される。

　光の人形はそれきり何もしてこないけど、ビルに入ろうとすると前に立ちふさがってくる。金額分の契けい約やくが切れるまでは消えないという事だろう。

「くそ、こんなのありかよ！」

　憎にく々にくしげにビルを見上げながら、僕ぼくは敗北感を胸に刻むのだった。







「だから言ったろ、こうなるって」

「ぐぬぬぬ……」

　花はな上がみに手て酷ひどく追おい払はらわれた後、僕ぼくは再び春日井かすがい食堂へ戻もどっていた。

「一〇〇万ホープでボディガード召しよう喚かんとか何なの？　あんなのずるいだろ！」

「金に物を言わせりゃ大たい抵ていの事はできるからな」

「くそう、でも良いい事を知ったぞ。金さえあれば僕ぼくにだってできるんだから」

「いやいや、無理だろ。相手は一億ホープをポンと出せるんだぞ？」

「なら僕ぼくも同じくらい金を持てばいい」

「それこそ無理だ。よしんば一億を手にしたところで、相手はそれ以上の金を持ってる。貧びん乏ぼう人にんの俺おれらが勝てる相手じゃないぞ」

　耕こう一いちの奴やつめ、やる前からそんな事言うな。

「可能性はゼロじゃない！」

「限りなくゼロに近いと思うがな……」

「それでも、僕ぼくはやる！」

　僕ぼくは固く拳こぶしを握にぎり締しめる。

　その時、ふと僕ぼくの頭に疑問が浮うかんだ。

「なんで一億なんだろう？　一億あれば夢ゆめ路じさんと結けつ婚こんできるのか？」

　耕こう一いちは頭を雑に搔かきながら、

「必ずしもそういうわけじゃないだろうが、この場合は充じゆう分ぶんな金額なんだろうな」

「なんで？」

「まぁ……なんだ。お前が花はな上がみとやり合ってる間、ちょっと聞いてきたんだがな。春日井かすがいさんは一億近くの借金があるらしい」

「借金……？」

「春日井かすがいさんの爺じいさんが生前、この学園で給食センターを経営していたらしいんだが、そこが破は綻たんしちまったみたいでな。その時の借金が大体一億ホープだそうだ。今はいくらか返済したが、それでも数千万はある」

　様々な情報が頭の中を駆かけ巡めぐる。もはや嫌いやな予感しかしない。

「つまり爺じいさんの借金を返済する代わりに、夢ゆめ路じさんと結けつ婚こんできるよう願った……？」

「そういう事だろうな」

「いや、でもおかしくない？　爺じいさんが遺のこした借金を孫が返さなきゃいけないなんて」

「額が額だからな。それに彼かの女じよのお婆ばあさんは学園の栄養教きよう諭ゆとして在ざい籍せきしているんだ。給食センターではもう働けないし、この上食堂がなくなったら、借金を抱かかえたまま職を失う事になる。春日井かすがいさんは祖母だけに負の遺産を押おしつけるほど冷たい子じゃなさそうだし、追おい詰つめられりゃ結けつ婚こんくらいするんじゃないかね」

「……そこに好意が無くても、か？」

「無くても紙切れ一枚出せば結けつ婚こんはできるだろう」

　嫌いやな事を言いやがる。

　僕ぼくがしかめっ面つらを向けると、耕こう一いちは肩かたをすくめた。

「何にせよ、ホープが消費された以上はどういう形であれ願いは叶かなう。昔、一〇〇ホープでビルを建てたいと願った奴やつがいたが、手のひらサイズのペーパークラフト製ビルが建ったって話だぜ」

　その話なら僕ぼくも聞いた事がある。

　一〇〇ホープで『ビルを建てたい』と願ったらホープは消費されたが、同額で『鉄筋コンクリート製で高さ一五メートルの五階建てビルを建てたい』と願ったらホープは消費されなかったというものだ。

　願いをあいまいにしておけば叶かなえられる範はん囲いが広くなり、投資額を上げれば叶かなえられる質が上がるという、有志による検証である。

　花はな上がみの願いでホープが消費された以上、対処しなければ夢ゆめ路じさんは強制的に結けつ婚こんさせられてしまう。そんな事を認めるわけにはいかない！

「これは夢ゆめ路じさんにも知っておいてもらった方がいいんだろうけど……でも結けつ婚こんうんぬんは言わない方がいいかもしれないな。うん、言うべきじゃない。言わないでおこう」

「お前が言いたくないだけじゃないのか？」

「ちがう！　僕ぼくは夢ゆめ路じさんに心配させまいとしてだなぁ！」

「一億も出せる奴やつとなら結けつ婚こんしてもいいか、なんて事にならないようにじゃねーの？」

「ゆ、夢ゆめ路じさんはそんな子じゃない！　一億の金より、春日井かすがい食堂を取るはずだ！」

「本当かねえ……」

　疑ぎ惑わくの目を向ける耕こう一いちは放っておき、僕ぼくは夢ゆめ路じさんをテーブルまで招いた。もちろん結けつ婚こんについては伏ふせておく。

「──というわけなんだ」

　一通り言い終えると、夢ゆめ路じさんは放心したようにお盆ぼんを取り落とした。あまりの内容にショックを隠かくしきれないようだ。

「誕生日に……閉店？　うちの食堂が？」

「そうらしい」

「一億ホープも使ってそんな願いを……？」

「うん、花はな上がみ兼かね光みつって奴やつがね」

「そんなぁ……」

　目に涙なみだを溜ためる夢ゆめ路じさん。彼かの女じよは泣いても笑っても可愛かわいいが、こんな子を泣かせるなど許せない！

「ちなみに夢ゆめ路じさん、誕生日はいつ？」

　僕ぼくは胸ポケットから生徒手帳とペンを取り出した。

「一一月三〇日だけど」

「なるほど……約半年後か」

　夢ゆめ路じさんの言っていた話とピタリ一いつ致ちする。その日がリミットだと思って間ま違ちがいないだろう。僕ぼくは生徒手帳にペンを走らせる。

「じゃあ好きな食べ物は？」

「おみそ汁しるだよ」

「ふむふむ。では好みの男性のタイプは？」

「おみそ汁しるが好きな人かな」

「ほうほう。なら一億ホープと春日井かすがい食堂はどっちが大切？」

「えっと……？」

「おい翔しよう、くだらない質問に時間使ってる場合か？」

　耕こう一いちが嘆たん息そくして言う。

　そうだった。今はまさに一大事。花はな上がみみたいな馬の骨に、夢ゆめ路じさんを取られるわけにはいかない！

　心を改め、僕ぼくは質問を続ける。

「花はな上がみにこんな願いをされるような覚えは？」

　夢ゆめ路じさんはハンカチで目元を拭ふきながら、

「……わかんない」

「じゃあ花はな上がみ兼かね光みつとはどんな関係だった？」

「うちの常連さんだったよ」

「それだけ？　プライベートでは赤の他人？」

「うん」

「なら夢ゆめ路じさんにセクハラしたり、言い寄って来たりは？」

「ないよ」

「何かひどい事されるような心当たりもなし？」

「うん……。だって兼かね光みつ君、わたしのおみそ汁しる定食の定期購こう買ばいがしたいって何度も言ってきたくらいだし」

「定期購こう買ばい……？」

　なんか思い当たる節があるのは気のせいかな。

　耕こう一いちも何か気付いたようだ。怪け訝げんな眼まな差ざしで夢ゆめ路じさんに問いかける。

「ちなみに春日井かすがいさん、定期購こう買ばいの話をされた時、なんて言われたか覚えてるか？」

「翔しよう君と同じだよ。毎日おみそ汁しる作って欲ほしいって」

　うん、それ、確実に告白だわ。

　要するに、花はな上がみは何回もプロポーズしたけど夢ゆめ路じさんにまったく伝わらず、強きよう攻こう策に出たわけか。ざまあみろ、と言いたいところだけど、なんか自分でも悲しくなってくるな……。

　まぁでも事情は大体わかった。いずれにしてもやるべき事に変わりはないのだ。

　僕ぼくはこの上なく真しん剣けんな眼まな差ざしで言った。

「夢ゆめ路じさん、安心してくれ。僕ぼくが何とかするから」

「ありがとう……そう言ってくれるだけでも嬉うれしいよ」

「言うだけじゃない。僕ぼくは本気だ」

　目を潤うるませてこちらを見る夢ゆめ路じさん。背がちっちゃいので自然と上うわ目め遣づかいになっている。

「でも一億だよ？　何をどうするの……？」

「それを今から考えるのさ」

　こんな可愛かわいい子が泣くほど困っているんだ。ここで助けない奴やつは男じゃない。

「ホープを使ってかけられた願いは、同じ額のホープで打ち消せる。半年以内に僕ぼくが一億ホープ稼かせいで、夢ゆめ路じさんにかけられた下げ劣れつな願いを無効にしてやる！」

　握にぎり拳こぶしで胸を叩たたき、僕ぼくは背筋を伸のばす。

　めいっぱい格好かつこつけたおかげだろう、夢ゆめ路じさんは羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けてくる。きっと頼たよりになる僕ぼくに惚ほれてしまったに違ちがいない。

「そんなにまでわたしのおみそ汁しるの事を思ってくれてたなんて……翔しよう君ありがとう」

　おかしいな……みそ汁しるの話なんてしてなかった気がするんだけど。

　というわけで僕ぼくら三人は雁がん首くびそろえて話し合う事になった。

　しかし大おお見み得えを切って言ったものの、先行きは暗い。なんせ僕ぼくらは明日の生活費さえ憂うれえる貧びん乏ぼう学生なのだ。

「ビラを配ったらどうだ？」

　耕こう一いちが言った。

「要は客足が戻もどれば稼かせげるわけだろう。なら割引セールでも何でもして、ビラで周りにアピールすればいいんじゃないか？」

「うーん、どうだろう」

　お店のやり方としては妥だ当とうかもしれないけど、その場合どれほど繁はん盛じようすれば春日井かすがい食堂で一億ホープ稼かせげるのかが問題になる。

　金かね成なり学がく園えんで生活している生徒や職員の一食当たりの平均額を三〇〇ホープとした場合、一日三食で九〇〇ホープ。約二〇万人いるので一日一億八〇〇〇万ホープ規模の市場がこの学園にはある事になる。

　もし春日井かすがい食堂の立地が人通りの多い大通りや、大きなビジネス街のある中央区画なら売り上げは見み込こめたかもしれないけど、あいにくこの辺は南東区画でも隅すみっこのそのまた隅すみっこ。はっきり言って田舎いなかだ。周りに畑があるくらいだし。

「ちなみに夢ゆめ路じさん、みそ汁しる定食一食当たりの原価はいくら？」

　んー、と夢ゆめ路じさんは柔やわらかそうな唇くちびるに指を当てて、

「おみそ汁しる定食は一食三〇〇ホープで、原価はたしか……一五〇ホープくらいだよ」

「ご飯とみそ汁しると漬つけ物もののセットなのに、ずいぶん高いな」

　耕こう一いちが失礼な事を言いやがった。

「耕こう一いちは何もわかってないな……。この鰹かつお節ぶしのダシがきいた特製みそ汁しるの事を」

「鰹かつお節ぶし入れてないよ？　鯛たいの煮に干ぼしだよ？」

「そう、鯛たいの煮に干ぼしのダシがきいた……」

「お前もわかってねーだろうが」

「うるさいな！　今そんな話はしてないんだよ！」

　僕ぼくは生徒手帳に数字を書かき込こんでいく。

「仮にみそ汁しる定食を一日一〇〇〇食販はん売ばいしたとしよう。一食当たりの粗あら利り益えきは約一五〇ホープだから、一日一五万ホープだ。これを半年間休みなく続けたとすると、いくらになる？」

　耕こう一いちがポシェットから電でん卓たくを出し、ボタンを叩たたく。すると二人の顔が渋しぶいものに変わった。

「……二七〇〇万ホープ」

「そう。一億には届かないんだ。つまりビラ作戦はあまり有効とは考えられない」

「でもよ。一日一〇〇〇食ってのはどっから出てきた数字だ？　もし一日四〇〇〇食売ったら一億に届くと思うんだが」

「時間を考えるんだ」

「時間？」

「仮に一食作るのに一〇秒かかるとしよう。一〇〇〇食なら一万秒……大体二時間半超ちようだ。これが四〇〇〇食だと四倍……一一時間くらいかかる。休きゆう憩けい時間もなく、ずっと一食一〇秒のペースで、一日一一時間を半年続けるんだよ。夢ゆめ路じさんと婆ばあさんだけじゃまず無理だろう。バイトを雇やとえば人件費が発生して利益は減るから、必要な販はん売ばい数は更さらに膨ふくらむ」

「……たしかに」

「あと、割引セールとかやるなら、売価を下げなきゃいけないよね。するとやっぱり利益が減るから、もっとたくさん売らないといけない」

「……そうなるな」

「更さらに言うと、宣伝ってのは徐じよ々じよに効果が出るものだ。前半の客数が少ない事は確実なんだから、後半の負担は肥大するよ。最終的に一日数万食売らないと間に合わない、なんて事態になるかもしれない」

「……」

　夢ゆめ路じさんと耕こう一いちは黙だまってしまった。

　あまりにも現実を見せすぎてしまっただろうか。でもこういった状じよう況きようを知らないと先の展開は考えられないのだ。

　この上で、半年の間に一億ホープをどうやって稼かせぐのか？　ぶっちゃけ無理くさい。

　ギャンブルで大勝ちでも狙ねらうかなぁ……？

　そんな益やく体たいもない事を考えながら、話し合うこと十数分。

　僕ぼくは立ち上がった。

「ちょっとジュースでも買ってくる」

「俺おれはコーラでいい」

　耕こう一いちが一〇〇ホープ硬こう貨かを放ってくる。親友をパシリにするとはなんて奴やつだ。

「お茶ならあるよ？」

「いただきます！」

　夢ゆめ路じさんの心こころ遣づかいに脊せき髄ずい反射で答え、僕ぼくは再び席に座すわる。が、耕こう一いちがジロリと睨にらんできやがった。

「コーラ」

「夢ゆめ路じさんがお茶を出してくれるらしいよ」

「俺おれはコーラが飲みたいんだ」

「そうか。じゃあ買いに行くといい」

　僕ぼくは預かった一〇〇ホープ硬こう貨かを耕こう一いちの前に置いた。

「お前ジュース買いに行くんだろ？　ついでに買って来てくれよ」

「夢ゆめ路じさんが淹いれてくれたお茶の方がうまいに決まってるだろう！」

「頭を使う時は糖分を取るべきだ」

「ぐぬぬぬ……」

「あ、じゃあわたしも一いつ緒しよに買いに行こっか？」

「よし、行こうか！」

　夢ゆめ路じさんの提案に即そく答とうし、僕ぼくは意い気き揚よう々ようと席を立った。

「ちょいと夢ゆめ路じ、暇ひまなら明日の仕し込こみを手伝っとくれ！」

　食堂の奥おくから婆ばあさんの声がかかり、夢ゆめ路じさんは僕ぼくへ苦笑いを向ける。

　おのれ意地悪婆ばあさんめ、よけいな事を……。

「ごめんね、ちょっとお婆ばあちゃんのお手伝いしてこなきゃ」

「そ、そうか……それは、仕方ないね……」

　炊すい事じ場ばに吸すい込こまれていく夢ゆめ路じさんの背を前にうなだれる。

　そんな僕ぼくを見てか、耕こう一いちは「やれやれ」とこれみよがしにため息を吐ついた。

「わかったわかった、俺おれも行ってやるよ」

「夢ゆめ路じさんとがいい……」

「贅ぜい沢たく言うな。ほら行くぞ」

　襟えり首くびをつかまれ、渋しぶ々しぶ僕ぼくはジュースを買いに行く事にした。

　だが春日井かすがい食堂の近辺はあまり発展しておらず、自じ販はん機きは一台も見当たらない。仕方なく少し離はなれた学生寮りようの付近まで歩き、自じ販はん機きを前に財さい布ふを取り出す。

　そこで、ふと僕ぼくは手を止めた。

「なぁ耕こう一いち。自じ販はん機きのジュースって原価はいくらなんだろ？」

「さぁ、半分くらいじゃねーの？」

　プルタブを開けてコーラの缶かんをグビグビ飲む耕こう一いち。奴やつが買ったのは一〇〇ホープだから、もし半分だとすれば五〇ホープが原価になるわけだ。

「でも耕こう一いちが今飲んでるコーラってさ、こないだスーパーで三五ホープだったよ？」

「そりゃ特売だからだろ」

「そうなんだけどさ、それだけを買う客は多かったよね。売れば売るほど赤字なんて商品は店側も置かないんじゃないかな？」

「……まぁそうだな。って事は、原価は三五ホープよりちょっと安いくらいか？」

「そうなるよね」

　僕ぼくはスマホを取り出し、自動販はん売ばい機に関する情報を検けん索さくする。

　物にもよるが、缶かん飲料なら一台につき大体五〇〇本前後が入っているようだ。大型のものなら一〇〇〇本近く収容できるらしい。

　自動販はん売ばい機一台当たりの価格は平均四、五〇万ホープくらい。だけど激安の中古品なら一〇万ホープからでもなくはない。

　頭の中で何度も暗算を繰くり返かえす。

「なるほど……これは使えるかもしれない」

「なんだ？　まさか自じ販はん機きビジネスでもやるのか？」

　僕ぼくはうなずいた。

「だが、それにしたって元手がいるだろ。お前それ、一番安いやつでも一〇万ちょいって書いてるぞ？」

　耕こう一いちが僕ぼくのスマホを覗のぞきながら言う。

　たしかにそうだ。貧びん乏ぼう学生に一〇万ホープは高すぎる。明日の食事代すら憂うれえる僕ぼくらが手を出せる金額じゃない。

　だけど、僕ぼくは注文画面を開き、確定ボタンを押おした。後は学園銀行で金を振ふり込こめば、二、三日後に納品されるわけだ。

　耕こう一いちは飲みかけのコーラを手にしたまま固まっていた。

「翔しよう……本気か？　どうやって払はらうんだよ？」

「金ならある」

「どこに？」

「学費だ」

　僕ぼくは大真面目まじめに言ってやった。

　学園銀行には、親が用意してくれた学費一〇〇万ホープが入金されている。これを使えば自じ販はん機きを買う事はできるだろう。

「が、学費って……でもお前、それ使っちまったら……」

「一二月がつ頭あたままでに取り返せなかったら退学になるね」

　金かね成なり学がく園えんはお金に厳しい学校だ。

　学園長はお金を神と崇あがめ、貧びん乏ぼうを悪とする極きよく端たんな拝金主義者。甘あまえは微み塵じんも許されない。

　でもその一方で、生徒達たちが本格的に社会へ出る前に世の仕組みを理解させようとする、熱心な教育者の顔も持ち合わせていた。

　そのため金かね成なり学がく園えんは、資本主義社会の構造を簡略化して導入するという、世にも珍めずらしい運営がなされた学校でもある。

　貧びん乏ぼう人にんは虐しいたげられるが、誰だれもが等しく金持ちになるチャンスを与あたえられているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだって、いきなりでかい事をやるわけじゃないから。今回使うのは学費の一割だし、投資した分以上に稼かせげばいい。まずは小さなリスクでテストするのさ」

　何もせず大金など得られはしない。半年以内に一億ホープを稼かせぐには、とにかく行動する事だ。

　呆あきれを通とおり越こしてもはや絶句する耕こう一いちに、僕ぼくは胸を張って告げた。

「夢ゆめ路じさんのためなら、僕ぼくは資本主義の犬になる！」







　そうして三日後の朝、自動販はん売ばい機は無事納品された。

　一六セレクションで、缶かんジュースなら四三二本が収容できるものだ。

　かなり使い倒たおされた感のある中古品で汚よごれやキズが目立つけど、最安値の一〇万ホープであればこんなものだろう。ようは動けばいいのだ。

　立地は大通りの十字路。周辺には運動部のグラウンドや体育館、高等部の学生寮りようがある。

　東とう郷ごう生徒会所有の敷しき地ちだったため、売り上げから原価を引いた粗あら利り益えきの二〇パーセントを毎月支し払はらい、電気代はこちら持ちという契けい約やくを交かわしておいた。

「そうだ、耕こう一いちにも一応見せておこう」

　そう言って、クリアファイルに入れた書類の束を通学鞄かばんから取り出す。

「なんだ？　株式クラブ大おお倉くら商業……？」

「そう。この自じ販はん機きビジネスを始めるにあたって、株式クラブの届け出をしようと思ってね。今勉強しながら書類を作ってるところなんだ」

　資本金は一〇〇万ホープ、つまり僕ぼくの学費全額の予定である。

「本気でやるんだな……」

　僕ぼくの自じ販はん機きを前に、耕こう一いちが難しい顔でうなる。

「もちろん本気さ」

「でも売れなかったらどうする？」

「一応別の事業も考えてあるよ」

「ほう？　どんなのだ？」

「ふふふ……これだ！」

　僕ぼくはスマホをタッチして画面を見せてやった。

　映っているのは、エメラルドブルーの外装に覆おおわれた薄うすい円えん盤ばん状の機械だ。ちなみにすでに購こう入にゆう済みである。

「何だこりゃ？　お掃そう除じロボット？」

「そう、業務用のね。自動マッピングで部屋の形状を認にん識しきして、障害物を回かい避ひしたり一度掃そう除じしたところは通らないという優すぐれものさ。ネットオークションで中古が五万ホープだったよ」

「清せい掃そう業でもやるのか？」

「うん。室内の掃そう除じ依い頼らいを請うけ負おって、お掃そう除じロボットに働かせるんだ。僕ぼくは掃そう除じする場所に持って行ってボタンを押おすだけ。明日から営業開始予定で、一時間三〇〇ホープで考えてるよ」

「高いな。需じゆ要ようあるかねえ？」

「それはやってみないとわからない。でも小等部から高等部まで、放課後は毎日全クラスの生徒が教室の掃そう除じをするよね。一クラス三〇人が皆みなで出し合えば、たった一〇ホープで掃そう除じする手間が省ける。見み込こみはあると思うよ」

　仮に一日八時間掃そう除じしたとして、売り上げは二四〇〇ホープ。土日を除けば一ヶ月二二日だから、五万二八〇〇ホープになる。ここから引かれるのは電気代くらいだ。低く見積もってもまぁ二、三ヶ月もやれば元は取れるだろう。

　自じ販はん機きビジネスも清せい掃そうビジネスも、準備さえすれば極力ほったらかしでできるところがポイントだ。僕ぼくの体は一つしかないんだから、時間は有効に使わないといけない。

「とりあえず儲もうからなかった場合を考えるより、どうやって儲もうけるかを考えよう」

　僕ぼくは空になった段ボールの山をポンと叩たたく。

　これらは缶かん飲料やＰＥＴボトルを製造する株式クラブ『学園飲料』の工場から直接仕入れたものだ。お茶にコーヒー、清せい涼りよう飲いん料りよう水すいと種類は豊富で、二四缶かん入りが計一八箱ある。

　学園飲料の工場からここまで台車で二往復して持って来たけど、思いのほか重労働だった。耕こう一いちが手伝ってくれなかったらもっと大変だっただろう。ここは自じ販はん機きビジネスの欠点かもしれない。

「そういやこれ、ホープで缶かんジュースの補ほ充じゆうを願ったらどうなるんだろ？」

「どうなるって、補ほ充じゆうされるだけだろ」

「いや、だからさ。ホープで願う場合、どういう基準で金額が設定されてるのかなって」

「ああ、それなら学園内の相場で決まってるんだよ。例えばバイトを雇やとった場合に払はらう給料とか、株式クラブに依い頼らいした場合の報ほう酬しゆう額とかに一割の手数料を加えた金額だ」

「じゃあ相場がわからないものは？」

「その時は学園側が勝手に決めるだけだ。大たい抵ていは人を雇やとった場合よりかなり高く設定されるし、手数料まで取られる。でないと学園内での経済活動が成り立たないからな」

　なるほど。ホープの方が使い勝手は良いいが、バイトを雇やとったりした方が安いわけだ。

「ところで耕こう一いちはいいの？」

「何がだ？」

「だって、タダで手伝ってくれたじゃないか」

「誰だれがタダでやると言った？」

「えっ!?　違ちがうの？」

「違ちがうだろ。むしろ俺おれをタダ働きさせようとしてた事が驚おどろきだ」

　言われてみればそうかもしれない。逆の立場なら平然とバイト代を請せい求きゆうするところだ。

　耕こう一いちは肩かたをすくめる。

「……まぁ、別にいいけどな。俺おれはお前を応おう援えんしてるんだ。協力できる事があるならやってやるさ」

「耕こう一いち……お前はなんて良いい奴やつなんだ。見直したよ」

「見直される前の評価が気になるところだが……まぁいい。もし儲もうかったらバイト代くれ」

「おやすいご用さ！」

　僕ぼくは意い気き揚よう々ようと段ボール箱を畳たたみ、台車に積んでいく。

「そういやいくらで売るんだ？　個別に値段設定ができるみたいだが」

「全品一律五〇ホープだよ」

「ずいぶん安いな。それで儲もうかるのか？」

「心配いらない。仕入れ原価は一本辺り三一ホープだからね」

　つまり一本売れたら一九ホープの粗あら利り益えきだ。東とう郷ごう生徒会への分け前二〇パーセントを差し引くと一五・二ホープ。ここから電気代や税金などが引かれ、残ったお金が僕ぼくの純利益となる。

　電気代を仮に月三〇〇〇ホープとすれば、一日平均六・六本売れば相そう殺さいされる計算。これならやればやるほど赤字なんて事にはならないだろう。

「まずは安さを武器に数日間様子を見る。ここは人通りが多いし、運動部の活動場所が近いから、きっと売れ行きは良いいはずだ」

「そうか。なら記念すべき一本目は俺おれが買ってやろう」

　耕こう一いちは財さい布ふから五〇ホープ硬こう貨かを取り出し、投入口へ入れた。

　しかし硬こう貨かは中へ吸すい込こまれただけで、自じ販はん機きはうんともすんとも言いやしない。

「……おい、ジュースくれよ」

　眉み間けんにシワを寄せる耕こう一いち。当然の主張である。金だけもらってジュースは渡わたさないなんて詐さ欺ぎだろう。

　仕方なく僕ぼくも五〇ホープ硬こう貨かを出し、投入する。でもやっぱりジュースは出て来ない。この自じ販はん機きはどうやら反はん抗こう期のようだ。

「おかしいな……なんで出ないんだろう？」

「不良品つかまされたんじゃねーの？」

「そんなバカな！　一〇万ホープも出したんだよ!?」

「一番安いやつな」

　反論する余地もない。

「修理に出したらどうだ？」

「それだといつ始められるかわからないし……」

「ならホープを使って願えばいい」

「修理依い頼らいは一〇万ホープからとか書かれてたんだけど」

「最初から二〇万のを買っておけばよかったな」

　まったくだ。このままでは一億稼かせぐどころか、単なる安物買いの銭ぜに失いじゃないか。

「ぬぐぐぐ……こんなはずでは……」

「しょうがねーなぁ……」

　呆あきれ顔で耕こう一いちは自じ販はん機きを開け、中の機械を調べ出した。主に硬こう貨か投入口の裏側辺りを見ているようだ。

「ああ、センサーが断線してるな。そりゃ動かねーわ」

「え？　もしかして耕こう一いち直せるの？」

「わからんけど、たぶん」

「何その設定？　僕ぼく知らないよ？」

「設定じゃねーよ。中等部の頃ころ、株式クラブ機械製造部で工場のラインとか作ってたんだよ。花はな上がみグループが出てきた余波で去年潰つぶれたけど」

　親友の意外すぎる経歴に驚おどろく僕ぼく。

　耕こう一いちはポシェットからニッパーやら圧着工具やらを出して、断線した箇か所しよを修復していく。

　なんであんな道具を持ち歩いているんだろう？　実は四次元ポシェットだったりするのか？　よくわからないけど、奴やつの背中が今はものすごく輝かがやいて見える。

　耕こう一いちとは高等部になってからの仲だ。こいつがこんなにも機械に詳くわしいなんて、人は見かけによらないもんだな。

「よし、たぶん直ったぞ。これでちゃんと動くはずだ」

　言われて僕ぼくは自じ販はん機きを閉め、五〇ホープ硬こう貨かを投入する。そしてコーラのボタンを押おすと、今度こそ缶かんは音を立てて排はい出しゆつされた。

「耕こう一いち……お前って実はすごかったんだな。今までバカにしてごめんよ」

「やたらと含ふくみを感じる言いぐさだな……」

「というか耕こう一いちのその技術を活いかしてビジネスとかできないかな？」

「活いかすっつってもな。活いかしてたクラブが潰つぶれたわけだが」

　言われてみればそうだった。でも何かに利用はできそうだけどなぁ。

　なんて考えていると、耕こう一いちはポシェットに工具を仕し舞まい込こみ、

「まぁいい。とりあえずジュースでも飲みながら売れ行きを見ようぜ」

「そうだな！　よし、このコーラは僕ぼくのおごりだ。ぜひ飲んでくれ！」

「俺おれはさっき金入れたんだが……」







　そうして一日を過ごし、翌日の朝である。

　耕こう一いちと一いつ緒しよにジュースの補ほ充じゆうに向かった僕ぼくらは、そろって驚きよう愕がくの声を漏もらしてしまった。

「これマジか……？」

「すげー売れてんな……」

　一六種類あるジュースのうち、約半数が売り切れになっていたのだ。

　大まかに計算して二〇〇本以上売れている事になる。

　金額にすれば三〇〇〇ホープ程度の利益だけど、これが一ヶ月続けば九万ホープにもなる。

「たしかに人通りは多いけど……こんなに売れるもんなの？」

「まぁ……一本五〇ホープだからな。学園スーパーより安いのもあるし、近くにありゃ俺おれだって買うわ」

　言われて納なつ得とくする。この値段なら僕ぼくだって買う。

「そういや昨日言ってた清せい掃そう業の方はどうなんだ？」

「それならメールで依い頼らいが来る手はずだよ。昨日の内に各教室へ張り紙をしておいたから。今のところは、えーと──」

　僕ぼくはスマホを取り出し、メール画面を開く。

「こっちはひとまず三件だね。中、高等部の教室清せい掃そう依い頼らいが二件、運動部からの体育館清せい掃そう依い頼らいが一件。初日ならこんなもんだろう」

　問題は自じ販はん機きの売れ行きだ。まさかこんなに爆ばく売うれするとは予想外過ぎた。

「……よし」

　僕ぼくは急いでスマホを操作する。

「おい、何やってる？」

「残りの学費で自じ販はん機きを買い足すんだよ」

　啞あ然ぜんとする耕こう一いち。気持ちはわからないでもない。

　奴やつは何やら難しい顔でうなり声を上げ、

「……疑問があるんだが、お前は半年で一億ホープ稼かせごうとしてるんだよな？」

「うん」

「例えば自じ販はん機きで今日みたいなバカ売れがずっと続いたとしよう。そしたら一台で一ヶ月九万ホープくらいの稼かせぎだ。そうだよな？」

「そうだね」

「仮に自じ販はん機きを一〇台に増やしたとする。単純計算で一ヶ月九〇万ホープの稼かせぎだ。半年なら五四〇万ホープ。一億にはまったく届かなくないか？」

　耕こう一いちの言う事は間ま違ちがっていない。

　例え自じ販はん機きが一〇〇台あっても、半年の稼かせぎは五四〇〇万ホープだ。実際には立地によって売れ行きにばらつきが出るものだし、数が増えすぎると供給過多で一台当たりの売り上げは落ちるから、利益はもっと小さいだろう。ここにお掃そう除じロボットの稼かせぎを足しても、半年で一億は無理がある。

　でもそれでいいのだ。

「自じ販はん機きやお掃そう除じロボだけで一億稼かせぐつもりは最初からないよ」

「どういう事だ？」

「僕ぼくはね、稼かせぐ仕組みを作るために始めたんだ」

　普ふ通つう、人は時間を消費して金を稼かせぐ。アルバイトなり正社員なりで労働力を提供し、対価として事業者から給料をもらう。

　だけどそれには限界がある。一日は二四時間しかないし、時給にも上限がある。働けば誰だれだって疲つかれてしまうだろう。ならそれ以上に収入を増やすにはどうすればいいのか？

　自じ販はん機き一台で、僕ぼくは年間一〇〇万ホープほどを稼かせぐ可能性のあるキャッシュフローを得た。缶かんジュースと釣つり銭せんを入れておけば、後は勝手に売ってくれる。まだまだ規模は小さいけど、これは一つの答えだと僕ぼくは思う。

「本気で大金を稼かせぎたいなら、寝ねても覚めても金が生まれる仕組みを考えるべきなんだ」

「……具体的にどうするんだ？」

「昨日話した通り、自じ販はん機きや清せい掃そう業を運営する株式クラブを作る。そして学園銀行から金を借りる。それを元手にして新たな事業を始めるのさ。僕ぼくみたいな貧びん乏ぼう学生なんか普ふ通つうは門もん前ぜん払ばらいだろうけど、返済能力がある企き業ぎようなら銀行だって話を聞く気にもなるだろ？」

　僕ぼくの言葉に、耕こう一いちは腕うでを組んで何やら考かんがえ込こむ。

　そして重苦しく口を開いた。

「……もし失敗したらお前、どうするつもりだ？」

「失敗を恐おそれていたら何もできないよ」

「学費がなくなって、借金も背負うかもしれないんだぞ？」

　耕こう一いちは本気で心配してくれているみたいだった。僕ぼくが借金まみれになり、学園を去る事を気にかけているようだ。

　耕こう一いちの心配はもっともだ。その可能性は充じゆう分ぶんあり得るだろう。

　だけど──

「それでも、僕ぼくは夢ゆめ路じさんを助けたい」

「……なんでだ？　何がお前をそこまでさせる？　そりゃお前が春日井かすがいさんに好意を抱いだいてるのは知ってる。だがな、金かね成なり学がく園えんの就職率は一〇〇パーセントだ。卒業さえすりゃ、成功者でなくともそこそこの就職先は見つかるんだぞ。単に好きってだけで、他人のために人生を賭かけられるものなのか？」

　言われて、僕ぼくの脳のう裏りによぎったのは夢ゆめ路じさんの笑え顔がおだった。

　一年前、全財産の入った財さい布ふを失なくした時の事だ。

　奇くしくも親の仕送りをもらったばかりで、次に送られて来るのは一ヶ月も先。冷蔵庫は空っぽで、光熱費や水道代も払はらえない。

　その日食べるものもなく、しかし寝ねて起きるだけでも腹は減るので、時に友達のおかずをねだり、時に近所のお店でパンの耳なんかをもらい、何とか食くい繫つないでいた。

　でも連日食べ物を要求する僕ぼくに、友達や店側も辟へき易えきしたのだろう。徐じよ々じよに僕ぼくを煙けむたがるようになった。そりゃお金を出して買った弁当のおかずを毎日たかられるのは嫌いやだろうし、店だって商売だから断りたくもなるだろう。

　そんな時、夢ゆめ路じさんと出会ったのだ。

　彼かの女じよは食べ物を求めてさまよい歩く僕ぼくを見て、何を思ったか声をかけてきた。そして空腹だと知るや、春日井かすがい食堂へ連れて行ってくれた。

　そこでご馳ち走そうしてもらったみそ汁しる定食は、涙なみだが出るほど美味おいしかった。世の中にこんなうまいものが存在するのかっていうくらい、僕ぼくは夢中になって食べた。

　僕ぼくが財さい布ふを失なくした事を話すと、夢ゆめ路じさんはいつでも来て良いよと言ってくれた。そして本当に毎日やって来る僕ぼくを、彼かの女じよは曇くもりひとつない笑え顔がおで歓かん迎げいしてくれた。そんな彼かの女じよの事が、僕ぼくはいつからか好きになっていたんだ。

「一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義ってわけじゃないけど……受けた恩を返すなら今だと思うんだよ」

　笑って言うと、耕こう一いちはあからさまに深いため息を吐ついた。呆あきれているというよりは、説得を諦あきらめてしまったのかもしれない。

「僕ぼくを止めないんだな？」

「お前の覚かく悟ごはわかった」

　耕こう一いちは自分の髪かみをくしゃくしゃにかき乱しながら、

「翔しようの言う事はむちゃくちゃに聞こえるが、正しいような気もする。半年で一億稼かせごうってんだ、どこかで冒ぼう険けんしなくちゃならんだろうよ」

　そう言って奴やつもスマホを取り出した。

「だから俺おれも協力してやる」

「協力って？」

「一人より二人の方が、色んな事ができるだろ？」

　耕こう一いちは不敵な笑えみを浮うかべる。そして向けられた画面には、学園銀行の預金口座が表示されていた。その額、一〇〇万ホープである。

「まさか……？」

「俺おれも学費を出してやる。だから必ず成功させろ」
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　株式クラブ大おお倉くら商業が、資本金二〇〇万ホープで産うぶ声ごえを上げた瞬しゆん間かんだった。
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「花はな上がみグループが学園飲料を買収……だと？」

　学園経済新聞を広げながら、僕ぼくはうめいた。

　自じ販はん機きとお掃そう除じロボによるビジネスを始めてから一ヶ月ほどが過ぎた、七月上じよう旬じゆんの事だ。

　セミの合唱と食器を洗う音を耳に、閑かん散さんとした春日井かすがい食堂で頭を抱かかえる。

　学園経済新聞によると、花はな上がみグループが学園飲料を買収し、傘さん下かに収める事を決めたらしい。紙面にはその事が一面にでかでかと掲けい載さいされていた。

「翔しよう、買収ってなんだ？」

　傍かたわらにいる笹ささ錦にしき耕こう一いちも、声のトーンを落として尋たずねてくる。

「支配下に置くって事だよ。学園飲料が花はな上がみの子分になったようなものかな。ちなみに今回の買収で、学園飲料は花はな上がみグループと独どく占せん販はん売ばい契けい約やくを交かわしてる。つまり僕ぼくらが学園飲料の缶かんジュースを仕入れようとすると、花はな上がみグループを仲ちゆう介かいしなきゃいけない」

「仲ちゆう介かいすればいいじゃねーか。売ってはくれるんだろ？」

「いいか、耕こう一いち。仲ちゆう介かいするって事は、中間マージンを取られるって事だ。つまり、花はな上がみは缶かんジュースを安く仕入れられるのに、僕ぼくらは絶対それより高くしか仕入れられない。いくらになるかわからないけど、五〇ホープでの販はん売ばいはおそらくもう無理だろう」

「そりゃ、最悪のタイミングだな……」

　そう、最悪のタイミングなのだ。僕ぼくらが自じ販はん機きビジネスを始めたばかりのこの時期に、ピンポイントで主要取引先である学園飲料の買収。偶ぐう然ぜんならあまりにも出来すぎている。

「あの野や郎ろう……早さつ速そく邪じや魔ましてきやがったな！」

　新聞をくしゃくしゃに丸め、ゴミ箱に投げ捨てる。そして鞄かばんを担かついで食堂出口へ足を向けた。

「おい、どこ行くんだ？」

　不ふ穏おんな気配に眉まゆを寄せる耕こう一いちへ、僕ぼくは怒いかりの笑えみを向けてやった。

「戦いくさの準備をする」







　それから一週間ほどが経たったある日の事。

「一〇〇〇万ホープだ」

　僕ぼくは春日井かすがい食堂のテーブルへ、アタッシュケースをどっかりと置いた。

　耕こう一いちはケースに敷しき詰つめられた帯付きの札束を啞あ然ぜんとして眺ながめている。よほど驚おどろいたみたいだ。

　相変わらず春日井かすがい食堂は閑かん古こ鳥どりが鳴いている。昼飯時だというのに、客は僕ぼくら二人だけだ。他には厨ちゆう房ぼうの婆ばあさんと、割かつ烹ぽう着ぎを着てテーブルを拭ふく夢ゆめ路じさんしかいない。

「この金、どうしたんだ……？」

「学園銀行で借りてきた」

「借金って事か？　返すアテあるのかよ……？」

「アテがなかったら貸してもらえないよ。だから自じ販はん機きビジネスを担保にした」

　この一ヶ月で僕ぼくらの大おお倉くら商業は、二〇〇万ホープの学費を投資して一五台の中古自じ販はん機きとお掃そう除じロボ一台を購こう入にゆうし、一〇七万ホープを稼かせいだ。この勢いが続けば年間一二〇〇万ホープを超こえる。

　まぁ学園飲料の値上げのせいでその予想も怪あやしい状じよう況きようだけど、自じ販はん機きビジネスができなくなるわけじゃない。これを担保として、一〇〇〇万ホープの融ゆう資しを確保したのだ。

「何に使うつもりだ？」

「それについては食べながら話そう。夢ゆめ路じさーん！」

　僕ぼくがメニュー表を振ふると、夢ゆめ路じさんは太陽のような笑え顔がおを向けてくる。今日も可愛かわいいなぁ。

「いらっしゃい、二人とも。ご注文はどうする？」

「夢ゆめ路じさんで」

「アホか、嫌きらわれても知らねーぞ」

　耕こう一いちが無ぶ粋すいにもツッコんでくる。

「ちがうぞ、僕ぼくは夢ゆめ路じさんお手製のみそ汁しる定食を頼たのんだのさ」

「顔がマジだったろーが」

「僕ぼくはいつだって大真面目まじめだ！」

　などとバカな話をしていると、夢ゆめ路じさんが楽しそうに笑った。

「二人とも仲が良いいよね。いつも一いつ緒しよに食べに来てくれるし」

「当然さ。僕ぼくと耕こう一いちはここのファンだからね」

「……まぁ否定はしないがな」

　肩かたをすくめる耕こう一いちは無視して、僕ぼくは右手でＶサインを作る。

「というわけでみそ汁しる定食二人前ね」

　すると婆ばあさんが厨ちゆう房ぼうからしわくちゃの顔を出し、

「夢ゆめ路じ、あんたも一いつ緒しよに食べときな！」

「え、いいの？」

「構いやしないよ。どうせ客なんかいないんだし」

　婆ばあさんの中で僕ぼくらは客じゃないんだろうか？

　まぁそんな些さ細さいな事はどうでもいい。おかげで夢ゆめ路じさんと一いつ緒しよに食事をする場ができた。あの無ぶ愛あい想そな婆ばあさんもたまには良いい事を言う。

　そうしてみそ汁しる定食が目の前に並べられ、僕ぼくらは手を合わせた。

「うまい！　うまいよ夢ゆめ路じさん！　最高にうまいみそ汁しるだよ！」

「そ、そう？　今日の具材は海かい鮮せんなんだぁ。気に入ってくれた？」

「もちろんだよ！　このあさり最高にうまいよ！」

「うん、まぁ、しじみなんだけどね」

「本当に適当だな翔しようは……」

　疲つかれたように息を吐はく耕こう一いち。

「で、これからどうするんだ？」

「次はこのはつか大根の漬つけ物ものを食べようと思う」

「そっちじゃねーよ、金の使い道だ。一〇〇〇万ホープで花はな上がみとドンパチやるのか？」

「まさか。相手は一億をポンと出せる成なり金きん野や郎ろうだよ、一〇〇〇万ぽっちで相手になるわけないじゃないか」

「丸まる腰ごしで抗こう議ぎに行った奴やつがよく言うな……」

　そう言われても、ホープを武器にするという発想があの時の僕ぼくに無かったんだから仕方がない。

「んで、花はな上がみが相手じゃないなら、誰だれと戦うんだ？」

　僕ぼくはみそ汁しるを一口飲んでから、

「株式クラブの買収をする予定だよ」

「買収？」

「うん。缶かん飲料が仕入れられないなら、自前で作ってしまえばいい。そのための買収」

「それって大おお倉くら商業でやっちゃダメなの？」

　夢ゆめ路じさんが小首を傾かしげた。

「事業を一からやると、軌き道どうに乗せるまで時間もお金もかかるんだよね。自分の思うように経営はできるんだけど、機材を買わなきゃいけないし、人材だって集めなきゃいけないから、残り五ヶ月じゃとても間に合わない。でも買収なら既き存そんのものをそのまま使っていけるわけだ」

「そっか」

　納なつ得とくしたようにうなずく夢ゆめ路じさん。

「じゃあどうやって買収するの？」

「株式クラブの株を半分以上買かい占しめればいい。そしたら色んな権利が与あたえられて、僕ぼくらが部長を選ぶ事もできるようになる。更さらに三分の二を超こえたら、特別決議──クラブの名前を変えたり事業を売ばい却きやくしたりの重大な決定を一人で出来てしまう。そうなると実質その株式クラブは僕ぼくらのものになったも同然だ」

「うーん……よくわかんない」

「俺おれもわからん」

　二人そろって口を尖とがらせる。夢ゆめ路じさんはいいが、耕こう一いちがやっても全然可愛かわいくない。

「まぁ、簡単に言うと、株の保有比率は発言力の強さなんだ。一〇〇パーセントあるうち、五一パーセントを手に入れれば、残りは四九パーセントしかない。そうなると僕ぼくらより強い人がいないんだから、誰だれも反対できなくなるよね？　これが買収」

「なるほどー」

　夢ゆめ路じさんはウンウンとうなずく。今度の説明は理解してもらえたようだ。耕こう一いちがまだ口を尖とがらせているのが気になるけど、まぁそっちはいいだろう。

　僕ぼくはメモ書きで真っ黒になった生徒手帳をめくりながら、

「色々調べた結果、株式クラブ『スパークリン』を買収しようと思う」

　この一週間で市場を調査し、目星を付けておいたところである。

　普ふ通つう、株式クラブには株式をいっぱい抱かかえている大株主がいて、その人は大体が経営者やその関係者だったりする。

　でもスパークリンの場合、部長が三パーセント、副部長以下五名の部員達たちがそれぞれ二パーセントずつ、顧こ問もんの先生が一〇パーセントの自クラブ株を保有し、市場には七七パーセントもの浮ふ動どう株があるのだ。

　部員や顧こ問もんの持つ二三パーセントは動かないから、僕ぼくらは残りの浮ふ動どう株を買い集める事になる。

　耕こう一いちは白飯をかき込こみモグモグしながら、

「スパークリン……聞いた事ねーな」

「小さいところだからね。部員も六人しかいないし」

「どんなクラブなんだ？」

「主に炭酸飲料を作ってるところだよ」

「ふーん、ロックバンドじゃないのか」

　どっからロックバンドが出てきたんだ。そりゃどことなくハジけてそうな名前だけどさ。

「ちなみに主力製品はオリジナルブランドのサイダーやコーラ類。他に炭酸ミルクコーヒーとか緑茶コーラとか、最近だとおしるこソーダなんかも出してるね」

「うげえ……キワモノすぎるだろ」

　まぁそうだなぁ。少なくともおしるこはソーダにしちゃダメだよなぁ。

「ともかくだ。スパークリンは缶かんやＰＥＴボトルの炭酸飲料を製造するクラブなんだけど、学園飲料に九〇パーセント以上シェアを奪うばわれてる弱小クラブだから、あんまり儲もうかってなくてね。作ってるのもマイナーな炭酸飲料ばっかりで、将来性のある事業も特にない。だからこそ株価が安くて買収しやすく、狙ねらい目なんだ」

「そんな儲もうかってないところを買収して大だい丈じよう夫ぶなの？」

「心配いらないよ夢ゆめ路じさん。スパークリンには運営資金が一〇〇〇万ホープくらいあって、買収すれば僕ぼくらがこれを利用できるようになる。しかも歴代部長達たちの経営方針は慎しん重ちよう策ばかりだったみたいで、借金がない。まぁそれもシェアを奪うばわれた原因の一つなんだろうけど。とにかくお買い得というわけ」

「ならさっさと買収しちまおうぜ」

　耕こう一いちが意い気き揚よう々ようと身を乗り出すが、しかし僕ぼくはそれを制した。

「まぁ待つんだ。買収するに当たって注意事じ項こうがある」

「注意事じ項こう？」

「何も言わずに株を買い集めたら警けい戒かいされるだろ」

　あまり儲もうかっていないとはいえ、スパークリンの部員達たちだって一いつ生しよう懸けん命めい働いている。なのに自分のクラブが知らない奴やつに好き勝手されちゃたまらないだろう。

「そこで、まずは友好的ＴテイーＯオーＢビーを考えてる」

「何だそりゃ？」

「株式公開買い付けだよ。友好的ＴテイーＯオーＢビーはつまり、経営者のところへ行って『これこれこんな事業をしたいからおたくを買収させてください』ってお願いした上で、一いつ般ぱん株主から株を買い集めるやり方」

「もし断られたらどうすんだ？」

「その時は買収の強行だ。問答無用でスパークリン株式を買いまくって、五一パーセント以上集める」

「集められなかった場合は？」

「そうなるともう敵対的ＴテイーＯオーＢビーしかないね。経営者の承しよう諾だくなしに、一いつ般ぱん株主達たちへ『こんな事業をやりたいからスパークリン株を売ってください』ってお願いするやり方」

　もちろん敵対的であるなら、スパークリン側は反はん抗こうしてくるだろう。そのため僕ぼくらは株の買取価格を市場価格よりもかなり高めに設定しないといけない。株主をお金で誘ゆう惑わくするようなものだろうか。

　買取価格が高くなるから、敵対的ＴテイーＯオーＢビーは余計な金がかかってしまう。できる事なら友好的に済ませたいところだ。

「そういうわけで、僕ぼくらはこれからスパークリン買収のための準備が必要になる。二人にはそれぞれやって欲ほしい事があるんだ」

　続きを促うながすようにうなずく二人。

「まず、夢ゆめ路じさんには商品企き画かくを依い頼らいしたい」

「商品企き画かく？」

　僕ぼくはみそ汁しるを飲み干し、テーブルに叩たたき付つけた。

「その名も『春日井かすがい食堂みそ汁しる缶かん』だ！」

「お椀わん壊こわれるから大切に扱あつかってね？」

「あ、ハイ……」

　真顔で怒おこられてちょっとゾクゾクしてしまった。たまにはこういうのも良いいかもしれない。

「とにかく、自じ販はん機きでみそ汁しるが買える新時代を切り開くんだ！」

　僕ぼくが拳こぶしを握にぎり締しめて熱く語ると、耕こう一いちは眉まゆを変な形に歪ゆがめた。

「なんで新商品なんか開発するんだ？　普ふ通つうの缶かんジュースでいいと思うんだが」

「もちろん普ふ通つうの缶かんジュースも製造する。だけどそれだけじゃ今までと何も変わらない。幸いな事に、夢ゆめ路じさんのみそ汁しるのうまさは天下一品だ。一度飲めばリピーターも増えるだろうし、みそ汁しる缶かんそのものが春日井かすがい食堂の広告にもなる」

「それで新商品なのか？」

「そう。新商品開発は、スパークリンや株主を説得するための材料にもできる。これが自じ販はん機きでいつでも手軽に買えるとなればヒット間ま違ちがいなし！」

「うまいのは俺おれも認めるが……値段によるな」

　耕こう一いちが難しい顔でうなった。まぁいくらうまくても、一缶かん三〇〇ホープとかじゃヒットはしないだろうな。

「ちなみに春日井かすがいさん、このみそ汁しる一杯ぱいの原価っていくらなんだ？」

　夢ゆめ路じさんは「んー」と唇くちびるに指を当てながら、

「日によって具が変わるけど、大体一〇〇ホープくらいにしてるかな」

「たっけえ……。それって、みそ汁しる定食一食の原価三分の二がみそ汁しる代じゃねーか」

「おダシと具材に良いい物を使ってるからね」

　自信満々に小さな胸を張る夢ゆめ路じさん。素す晴ばらしいドヤ顔である。

　缶かん一つの原価は大体一〇ホープくらいだ。中身の原価が一〇〇ホープでは、缶かん飲料として商業ベースにはできない。ここは夢ゆめ路じさんの手しゆ腕わんに期待だな。

「じゃあ夢ゆめ路じさんには、一杯ぱい二〇〇ＣＣのみそ汁しるを、原価一五ホープ以内で作れるレシピを開発して欲ほしい。期限は一週間後で」

　夢ゆめ路じさんが一転、困こん惑わくした表情を浮うかべた。

「でもうちのお店、お金ないよ？　営業資金もカツカツだし、借金もあるし。新しいおみそ汁しるを開発しようにも、今年度の学費さえ払はらえないくらいなんだけど……」

「それなら心配いらない」

　僕ぼくはアタッシュケースから厚みのある封ふう筒とうを取り出し、テーブルに置いた。その分厚さに夢ゆめ路じさんは目を丸くしている。

「え……と、これは？」

「五〇万ホープだ。このお金を開発資金にして、一杯ぱい一五ホープの夢ゆめ路じさん特製みそ汁しるを作って欲ほしい」

　そう言って僕ぼくは問答無用でお金を受け取らせる。

「耕こう一いちはこれ」

　次いで耕こう一いちに大おお倉くら商業の通帳を手て渡わたしてやった。

「俺おれはこれで何すりゃいいんだ？」

「僕ぼくらが交こう渉しようしている間に、大おお倉くら商業名義でスパークリン株を四・九パーセントほど買っておいて欲ほしい」

「何も言わずに株を買い集めたら警けい戒かいされるんじゃなかったか？」

「それは無言で大量に株を買い集めた時の話だ。そもそも株は売り買いするものだし、普ふ通つうに買う分には問題なんてないよ」

「そういうもんなのか」

「そういうもんだよ。もしも交こう渉しようが失敗したら、一気に株を買い集める。それで五一パーセントに届けばよし。届かなかったら、残りをＴテイーＯオーＢビーで募ぼ集しゆうするんだ。その時の株式保有比率は高い方がいい」

「ならなんで四・九パーセントなんだ？　どうせならもうちょっと、不ふ審しんに思われない程度に買かい占しめた方が良いいと思うんだが」

「大量保有報告制度ってのがあるんだよ」

　通つう称しよう『五パーセントルール』というやつだ。

　誰だれかが株を大量に買うと、株価が乱らん高こう下げする。その際、購こう入にゆうした側は状じよう況きようを把は握あくしているのに、その他大勢の個人投資家達たちはなぜ乱らん高こう下げしているのかわからない。これはとっても不公平な事である。

　だから株を五パーセント以上買ったら、当人が五営業日以内に学園の財務課へ報告しましょう、というルールがあるのだ。違い反はんしたら罰ばつ金きんである。

「つまり五パーセント未満が、ギリギリの数字ってわけ。だから四・九パーセント」

「だったらダチを一〇人くらい集めて、一人四・九パーセントずつ買わせりゃ良くねえ？　そうすりゃ気付かれない間に買収できるだろ」

「それだと全員ひっくるめて共同保有者とみなされるから、全員の株を合わせて五パーセントを超こえた時点で報告義務が発生するよ」

「めんどくせえルールだな……」

　その気持ちはわかるけど、ルールだから仕方ない。

「ちなみに株ってのはいくらくらいだ？」

「現在のスパークリン株価は一四〇ホープだよ。発行済株式数は一〇万ね」

「ふむ……」

　耕こう一いちはポシェットから関数電でん卓たくを出した。何でも出てくるなぁ。

「五一パーセントを買かい占しめるには七一四万ホープ、六七パーセントだと九三八万ホープってところか」

　すると夢ゆめ路じさんが頰ほおに指を当てて言った。

「もっとかかるんじゃない？　買えば買うほど市場に出回る分が減るから、需じゆ要ようと供給のバランスが崩くずれて値上がりしていくだろうし」

「なるほど。春日井かすがいさんちっちゃいのに頭いいな」

「わ、わたしはちっちゃくないよ！　成長途と中ちゆうなだけだよ！」

「そうだそうだ！　夢ゆめ路じさんはちっちゃくてぺたんこだからいいんだ！」

　ギロリ、と夢ゆめ路じさんに睨にらみつけられた。なんか言ってはいけない事を言っちゃったらしい。

「翔しよう君きらい！」

　プイッとそっぽを向かれる。

「ま、待ってくれ……夢ゆめ路じさん違ちがうんだ。誤解だ。僕ぼくはブツの大小に関係なく夢ゆめ路じさんの事がだね……」

「おーい、話進めようぜ」

　耕こう一いちの一声で気を取り直し、僕ぼくらは向かい合う。

「ちなみにＴテイーＯオーＢビーってのは大体どれくらい値上げするものなんだ？」

「やってみない事には何ともだけど、まぁ敵対的なら一・五倍くらいを見ておいた方がいいかもしれない。相手が値段をつり上げる可能性もあるしね」

「ふむ……。俺おれらの資金が九五〇万ホープとして、五一パーセント買かい占しめる場合、一〇七一万ホープくらいは必要って事か……。これいけるのか？」

　耕こう一いちは難しい顔でうなっている。

　その考えはわからないでもない。敵対的ＴテイーＯオーＢビーになった場合、わりとギリギリの価格設定になるだろう。

　部長が三パーセント、副部長以下五名が二パーセントずつ、顧こ問もんが一〇パーセント持っているんだから、市場には七七パーセントの浮ふ動どう株がある。敵対すればこれを双そう方ほうで奪うばい合あうわけだけど、相手は最初から二三パーセントもリードしているのだ。こちらのスタートが四・九パーセントなのを考えるとかなり不利な戦いを強しいられるだろう。

　だけど、僕ぼくは断言してやった。

「問題ない、僕ぼくらが勝つよ」

「なんでそう言える？」

「説明しよう」

　僕ぼくは不敵に笑い、秘密組織の幹部よろしく偉えらそうに手を顔の前で組む。

「独自調査の結果、スパークリンの顧こ問もんはロリコンだという事が判明した」

「は……？」

　何言ってんだこいつ、とばかりに眉まゆをひそめる耕こう一いち。夢ゆめ路じさんは「ろりこんって何？」とか言ってる。なんて純じゆん粋すいな子なんだろう。

「実はこの前、スパークリンの顧こ問もんの先生を尾び行こうしてたんだけど、そしたらちょっといかがわしい書店に入ってさ。なんか小さい子が気の毒な目にあう書しよ籍せきを先生が買ってたんだ。その時の様子はスマホでこっそり動画に撮とっておいたし、レシートも回収済み。揺ゆるぎない証しよう拠こを押おさえてある」

「おい、まさか……」

「そう……もはや先生は僕ぼくらの手て駒ごま。これでスパークリン株式の一〇パーセントはこちら側についたも同然！　耕こう一いちが買う分も含ふくめれば、一四・九パーセントの状態から戦いを始められるわけだ」

「それ脅きよう迫はくじゃねーか！」

　唾つばを飛ばして叫さけぶ耕こう一いち。ばっちい奴やつだ。夢ゆめ路じさんはまだ「ねえ、ろりこんって何なの？」とか言ってる。頭撫なでてあげたい。

「いいか耕こう一いち。罪を憎にくんで人を憎にくまず、と偉えらい人は言っていた。先生は教育者でありながらロリコン書しよ籍せきを買うという罪を犯おかしたが、小さい子を愛めでる気持ちは理解できる。だから僕ぼくは先生を断罪するのではなく、更こう生せいの機会を与あたえる事にしたのさ」

「でもそれをネタに強請ゆするんだろ？」

「まぁ、人によってはそういう風に見えなくもないかもしれないね」

「きたねぇー……」

　この野や郎ろう、キレイゴトを抜ぬかしやがって。

「汚きたなくて結構！　人を守れない正義なんかに存在価値はない！」

　どうせ失敗したら学費が払はらえなくなって、皆みな退学なんだ。ちょっと汚きたない手を使うだけで成功への道が開かれるなら、やるしかないじゃないか。大体、ロリコン本なんかを買う先生も悪い。教育者としてあるまじき変態だ。

「とにかくそういうわけだ！　二人ともやる事はわかったね？」

　僕ぼくは話をまとめにかかる。

「夢ゆめ路じさんはみそ汁しる缶かんの企き画かく、耕こう一いちは四・九パーセントの株取引。僕ぼくは夢ゆめ路じさんのみそ汁しる企き画かくが出来次し第だい、スパークリン部室へ乗のり込こむ。何か質問は？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「俺おれも今のところはない」

　二人ともに首しゆ肯こうを返す。

「よし、では株式クラブ『スパークリン』買収作戦、始動だ！」







　──などと意い気き込ごんで始めた買収作戦だけど、スパークリン株を買い集めるのは拍ひよう子し抜ぬけするほど楽な仕事だったようだ。

　買収作戦開始から三日目、日曜日の昼の事である。

「もう四・九パーセント集まったのか」

「おう。四・九六パーセントまで買って、七六万八八〇〇ホープだった」

　パソコンの前に座すわってサムズアップを決める耕こう一いち。

　ここは耕こう一いちの寮りよう室しつである。小こ奇ぎ麗れいに整せい頓とんされた一Ｋワンルームには、パソコンラックに折りたたみ式の簡易ベッド、それから本ほん棚だなしかない。他は狭せまいキッチンとトイレ付きで、風ふ呂ろは共用。大体僕ぼくの寮りようと同じ構成だ。

「買い進める間に一時は一七〇ホープ近くまで値上がりしたが、売り手が多くてすぐだったぞ」

「まぁ、学園飲料にシェアを九割以上も奪うばわれているスパークリン株だからね。皆みなさっさと手放したくて仕方がなかったって事だろう」

　話しながら、ふと本ほん棚だなへ目を向ける。

　そこには『猫ねこでもできる株取引』や『株のいろは』などのタイトルが並んでいた。耕こう一いちは耕こう一いちで、スパークリン買収作戦のために勉強しているんだろう。さすがは僕ぼくの相棒、勉強熱心な男だ。

　何となく、一冊手に取る。ページを開くと、なぜか年増のおばさんが下着姿でいかがわしいポーズを決めていた。

　もう一度カバーを見てみる。タイトルは間ま違ちがいなく『猫ねこでもできる株取引』だ。でも中身はおばさんの半はん裸ら。これで一体何を取引するというのか。

　……うん、見なかった事にしよう。

　そっと本を閉じ、棚たなへ戻もどす僕ぼく。

　耕こう一いちの方はまぁいいだろう。次は夢ゆめ路じさんだな。







　その後すぐに春日井かすがい食堂へ向かうと、満面の笑えみで夢ゆめ路じさんが出で迎むかえてくれた。

　今日も夢ゆめ路じさんはセーラー服の上に割かつ烹ぽう着ぎである。休日にも関わらず仕事に励はげむとは、なんて健気けなげな子だろう。

「待ってたよ、二人とも」

　そう言って僕ぼくらのテーブルへお椀わんをいくつも置いていく。全部で三〇杯ぱいはあるだろうか。

「夢ゆめ路じさん、これは？」

「試飲会だよ。翔しよう君が前に言ってたおみそ汁しる缶かん企き画かくの」

「もうこんなに作ったの？」

「うん。大変だったけど、お婆ばあちゃんにも手伝ってもらったからね」

　夢ゆめ路じさんはお椀わんをそれぞれ指差しながら、

「白みそ、赤だし、麦みそで作ったおみそ汁しるね。具材もオーソドックスなものから、海かい鮮せん風、豚とん汁じる風、白パイ湯タン風とか色々。おダシは椎しい茸たけ、鰹かつお節ぶし、煮に干ぼしの他、カニ殻がらなどなど。あと、これから暑くなる時期だから冷たいのもあるよ」

「これ全部、一杯ぱいの原価が一五ホープ以内？」

「そうだよ。具の量を調節して価格を抑おさえたの。粉末のカニ殻がらはちょっと高くて苦労したけど、お婆ばあちゃんのアドバイスでカニカマを採用したら、何とかギリギリ」

　すごいバリエーションだ。さすがみそ汁しるマニアというべきだろうか。立ち上る湯気はどれも食欲をそそるものばかりである。

「さ、どうぞ召めし上あがれ」

　言われて僕ぼくはお椀わんの一つを手にし、一口飲む。

「うまい！　すごくうまいよ、このみそ汁しる！」

　僕ぼくの雄叫おたけびに、夢ゆめ路じさんは照れているのか頰ほおを染めて手をモジモジさせている。

「そ、そう？　ちなみにそれは麦みそを使ったものだけど、どんな風においしい？」

「なんて言うか、こう、香かおりがほわわわんって感じで……とにかくうまいよ！」

「ボキャブラリーなさすぎだろ」

　冷静にツッコんでくる耕こう一いち。小うるさい奴やつだ。

　そうして一品ごとに味見をし、ノートへ評価を書かき込こんでいく。

　夢ゆめ路じさんはそわそわとエプロンを握にぎり締しめながら、

「二人とも、どれが一番おいしかったかな？」

「全部おいしかったよ！」

　すると耕こう一いちが僕ぼくのノートを覗のぞき込こみ、

「お前の評価は話にならんな……全部満点じゃねーか」

「実際に全部うまかったんだからしょうがない」

「俺おれはカニのみそ汁しるが一番うまいと思ったがな。冷たいやつ」

「夢ゆめ路じさんのみそ汁しるに優ゆう劣れつを付ける気か！」

「そのための試飲会だろうが！」

　そんな言い合いを繰くり広ひろげた末、ひとまずカニのみそ汁しるが新商品企き画かく第一号に決定した。その名も『春日井かすがい食堂の冷製カニみそ汁しる缶かん』である。ほぼ耕こう一いちの一声で決まったようなものだ。

「でもまさか、たった三日でここまでバリエーション豊富に開発してくれるとは思ってもみなかったよ。今回選ばなかったものも、今後の新商品として出していってもいいかもしれない」

　夢ゆめ路じさんは照れたように頰ほおをかく。

「翔しよう君達たちはうちのお店のためにがんばってくれてるんだもん。わたしもお婆ばあちゃんもやれる事はどんどんやらなきゃ」

「翔しようはこの店のためってわけでもないけどな」

　耕こう一いちめ、余計な事を言うんじゃない！

　夢ゆめ路じさんは不思議そうに目を瞬またたかせて、

「お店のためじゃないって？」

「もちろん夢ゆめ路じさん特製みそ汁しる定食のためさ！　そんな事より夢ゆめ路じさん、カニみそ汁しるのレシピをもらえるかな？」

「うん。レシピはもう完成してるよ。資料は明日までに用意できそう」

「よし。なら資料ができ次し第だい、僕ぼくと夢ゆめ路じさんでスパークリンに乗のり込こもう。アポは僕ぼくが取っておくから」







　その翌日、アポを取った僕ぼくと夢ゆめ路じさんは株式クラブスパークリンへと赴おもむいた。

　体育館サイズのトタン屋根の工場があり、銀色に光る二階建ての小屋が隣りん接せつしている。

　春日井かすがい食堂よりも更さらに閑かん散さんとした場所だ。周りにはキャベツ畑が広がり、牧歌的な雰ふん囲い気きがある。花はな上がみのビルも大たい概がいだったけど、こっちも別の意味で学園内とは思えない。

「いやぁ、お待ちしておりました」

　揉もみ手てをしながら営業スマイル全開で出で迎むかえたのは、ボリュームのあるツインテールに白い肌はだの女子生徒だった。女子としては背が高く、胸むな元もとが大変窮きゆう屈くつそうに見える。
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「ささ、狭せま苦くるしい事務所で申し訳ございませんが、どうぞこちらへ。副部長、こちらの方々にサイダーを入れて差し上げなさい！」

　奥おくにいた男子生徒へ向けて女子生徒が叫さけぶ。

　招かれた小屋の中は、かなり異様な風景だった。

　おそらく炭酸飲料であろう色んな空あき缶かんが壁かべを覆おおうように飾かざられているのだ。しかもテーブルや椅い子す、棚たなに至るまで空あき缶かん製ときた。

「とっても個性的なところだね」

　感心したようにつぶやく夢ゆめ路じさん。

「そ、そうだね……うん」

　個性的というか前衛的というか、もうこれ空あき缶かんハウスって言った方が良いいと思う。

　そして女子生徒の案内で二階の会議室へ向かい、交こう渉しようの場が開かれた。

「いやぁ、大おお倉くら商業様。ようこそおいでくださいました。わたくし、スパークリン部長をやっております、布ふ施せ舞まい花かと申します」

　うやうやしく名めい刺しを差し出してくる女子生徒──布ふ施せ舞まい花かさん。

　そして四人分のサイダーを持ってきた副部長の男子生徒も名めい刺しを渡わたしてくる。こちらは部長と違ちがって、どことなく冴さえない感じの人物である。

「ごていねいにありがとうございます。僕ぼくは大おお倉くら翔しようです。こちらは僕ぼくの協力者で、春日井かすがい食堂を経営する春日井かすがい夢ゆめ路じさん」

「よろしくお願いします」

　満面の笑えみで応こたえる夢ゆめ路じさん。営業スマイルでは見られない愛あい嬌きようを感じるのは、僕ぼくの色眼鏡めがねではないだろう。

「スパークリンさん、今回はお話の場を設けていただきありがとうございます」

「いえいえこちらこそ！　炭酸飲料の仕入れならば、ぜひうちで！　サイダーコーラ栄養ドリンク、コーヒー甘あま酒ざけミルクココア、果てはカレードリンクにキムチミルクまで、ありとあらゆる炭酸飲料を取りそろえております！」

　なんか後半が色々おかしい。飲み物かも怪あやしい液体を炭酸にしちゃダメじゃないかな。まぁ言わないけど。

「それで、この度たびはどういったご用命でしょう？」

「実はですね、スパークリンさんの買収についてのご相談をさせていただこうかと」

「買収……でございますか？」

「ええ。先日学園飲料が花はな上がみグループに買収されたでしょう」

「ああ！　あれはビッグニュースでございましたね！　おかげさまでわたくしどもの売り上げも右みぎ肩かた上がりですよ！」

　やたら大げさに言う布ふ施せさん。

　ライバル商品の実質値上げで、スパークリンの売り上げはちょっとくらい伸のびてもおかしくはないけど、右みぎ肩かた上がりは言い過ぎのような気がする。まぁ営業トークだろう。

「それでですね。スパークリンさんの方で、こちらの夢ゆめ路じさんが開発した冷製カニみそ汁しる缶かんの開発を行いたいと思いまして、今回お話を持もち込こんだ次し第だいです」

「ほうほう、炭酸みそ汁しる缶かんでございますか。それはまた興味深い」

「いえ、炭酸みそ汁しる缶かんではなくて、カニみそ汁しる缶かんです」

「炭酸カニみそ汁しる缶かん？」

　なんで炭酸なんだよ。まず炭酸から離はなれろよ。

　何だかこの人とは話が通じそうにないので、僕ぼくは隣となりへ顔を向けた。

「夢ゆめ路じさん、カニみそ汁しるの資料を出してもらっていいかな」

「うん、ちょっと待ってね」

　ゴソゴソと鞄かばんを漁あさり、ブツを取り出す。

「はい」

　テーブルに置かれたのは魔ま法ほう瓶びんと一〇個入りのプラカップである。

　おかしいな……。たしか僕ぼくはカニみそ汁しるの資料って言ったと思うんだけど。何か間ま違ちがえちゃったのかな？

「えっと、この水すい筒とうは何？」

「試作したカニみそ汁しるだよ」

「夢ゆめ路じさん、紙の資料はないの？」

「紙コップが良かった？」

「う、うん、まぁ、何でもいいや。それじゃ、こちらのカニみそ汁しるを飲みながら説明しましょうか」

　話が進まなそうだったので、僕ぼくは自分で作ってきた事業計画書を出す。夢ゆめ路じさんもプラカップにみそ汁しるを注いでいった。

　百ひやく聞ぶん百ひやつ見けんは一験げんにしかず、と偉えらい人も言っていたしな。これはこれで資料としては良いいかもしれない。

「これは……おいしいですね」

　冷製カニみそ汁しるを飲んだ副部長が感かん嘆たんの息を吐はいた。当然だ。夢ゆめ路じさんのみそ汁しるがうまくないわけがない。

　夢ゆめ路じさんは満足気に微笑ほほえみ、

「良かったら後で部員の方々にもどうぞ。皆みなさんの分も用意してきたので」

「ありがとうございます。そうさせていただきます」

　礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎする副部長。なかなか謙けん虚きよな人である。

　そうして買収計画について一通りの説明を終えた時だ。

　突とつ如じよ『ガンッ』と音を立てて、部長の布ふ施せさんがテーブルに足を乗せやがった。

「つまり何？　あんた達たちはウチを買収して、みそ汁しる作らせようって言うの？」

「は……？　まぁ、そういう事ですけど……」

「ウチが炭酸飲料を作ってるクラブだって、わかって言ってるのかしら？　ええ？」

　すさまじい豹ひよう変へんっぷりで横おう柄へいに身を反らす布ふ施せさん。さっきまでの営業スマイルはどこへやら、顔つきは完全にヤクザのそれである。

「あの……部長、もう少し話を聞いてみては？」

　副部長がおずおずと割って入るも、布ふ施せさんはコバエを払はらうように手を振ふる。

「ダメダメ！　あたしは認めないからね。こちとら炭酸飲料に命かけてんの。炭酸じゃないみそ汁しるなんか作るつもりないわよ！」

「しかし部長、今回の話はそこまで悪いものでは……」

「却きやつ下か却きやつ下か！　交こう渉しよう決けつ裂れつ！　話は終わり！」

　失敗か、途と中ちゆうまではうまくいきそうな空気だったのにな。でもよく見れば布ふ施せさんはみそ汁しるを一口も飲んでないし、最初から交こう渉しようの余地はなかったって事か。

　深々と嘆たん息そくして、僕ぼくは席を立った。

「夢ゆめ路じさん、行こう」

「え、でも……」

「仕方ないよ。これだけ拒きよ絶ぜつされちゃ、交こう渉しようの余地はなさそうだし」

「う、うん……」

　夢ゆめ路じさんも腰こしを上げて部屋を後にしようとしたが、後うしろ髪がみを引かれるように振ふり返かえり、

「あの……水すい筒とうは置いていくので、良かったら皆みなさんで飲んでくださいね」

「ふんっ、ウチに話持ってくるなら次から炭酸にしなさいよ！」

　背中にそう吐はき捨すてられ、僕ぼくらは大人おとなしく退散するのだった。







「ふむ、交こう渉しよう決けつ裂れつだったか」

「残念ながらね」

　耕こう一いちの寮りよう室しつで、僕ぼくは状じよう況きよう報告をしていた。

　スパークリンとの交こう渉しよう決けつ裂れつにより、買収合戦は確定的なものとなった。ならば今後やる事はもう決まっている。

「これから五日間、耕こう一いちはスパークリン株を買えるだけ買ってくれ。多少の値上がりは無視していいから、とにかく買いまくるんだ」

「翔しようはどうするんだ？」

「通常業務の合間にＴテイーＯオーＢビーの準備かな。あとスパークリンのロリコン教師をそそのかしておく」

「平然とひでー事を言うな……」

　今いま更さらそんな事言われても困る。悪いのはロリコン教師なのだ。

「とにかく五日後、スパークリン顧こ問もん教師の一〇パーセントを含ふくめて、五一パーセント以上を買かい占しめられたら良し。そうでなければ大量保有報告書の提出が宣戦布告になる。そこからはＴテイーＯオーＢビー宣言でガチンコバトルだな」

　敵対的ＴテイーＯオーＢビーとなると、かなりの資金力が必要になる。できればこの五日以内で五一パーセントを手にしたいものだ。

「戦いはもう始まっていると言っていい。耕こう一いち、頼たのんだぞ」

「おう、任せとけ」

　拳こぶしをぶつけ合い、僕ぼくらは行動を開始した。







　耕こう一いちが買かい占しめを始めた事で、スパークリン株式の保有比率は順調に増えていった。

　そして四日目には三一パーセントに達し、顧こ問もん教師の分を含ふくめると四一パーセント、つまり残り一日で一〇パーセントを買い足せば、スパークリン買収は成功というところまで来た。

　スパークリン株は二二〇ホープまで上じよう昇しよう。費ついやした資金は約六〇〇万ホープ。ここまでくれば何とかなりそうだと、僕ぼくらは一息ついていた。

　問題が起きたのは、そんな矢先の事である。

「顧こ問もんが泣きながら土下座した……？」

　耕こう一いちが困こん惑わくするように言った。春日井かすがい食堂のいつものテーブルで頭を抱かかえる僕ぼくを、心配そうに見つめてくる。

　今朝けさ、スパークリン顧こ問もん教師を呼び出し、僕ぼくは例のロリコン書しよ籍せきについて話をした。そしてこの事実が露ろ見けんするのを恐おそれるなら、僕ぼくらの側に付けと言ったのだ。

　すると何をトチ狂くるったか、顧こ問もん教師は泣きながら地面に額を擦なすり付つけ、聞いてもいないのに所持する全てのロリコン書しよ籍せきを自白。あろう事か僕ぼくとの話を含ふくめてスパークリンの皆みなへ報告し、懺ざん悔げすると言い出したのだ。

　まずい……とてもまずい。

　顧こ問もんが部員達たちへ話す以上、この買収計画はすでに知られてしまっただろう。その上、顧こ問もんがこちらに寝ね返がえらないのだ。よって現在の株式保有比率は耕こう一いちが買い集めた三一パーセントのみ。残り一日で二〇パーセントを買い集めなければＴテイーＯオーＢビー開始である。

　でもそれをするには資金が足りない。学園銀行はこれ以上お金を貸してくれないだろう。資金がなければ買収は失敗、莫ばく大だいな借金と使い道のないスパークリン株だけが残ってしまう。

「……仕方ない。自じ販はん機きと清せい掃そう業の資金を使おう」

　学園銀行から借りた資金の残り三〇〇万に、自じ販はん機きなどの利益を足すと、四〇〇万超ちようにはなる。スパークリンの株価がどこまで上がるか次し第だいで先行きは見えないが、箸はしにも棒にもかからない状態だけは回かい避ひできるはずだ。

「おい翔しよう、いいのかよ？　それ使っちまったら缶かんジュースの仕入れができなくなるぞ？」

「いや、買収できれば道は拓ひらける。スパークリンには一〇〇〇万ホープの事業資金があるんだ。とにかく買収さえできれば何とかなる」

「あら、取らぬ狸たぬきの皮算用？」

　突とつ然ぜんあざ笑うような声が降ってきた。

　振ふり向むいた先、食堂入り口に立っていたのは、スパークリン部長である布ふ施せ舞まい花かさんだった。副部長と四人の一いつ般ぱん部員達たちを引き連れ、敵意に満ちた目を向けてくる。

　どうやら一日早く戦いの火ひ蓋ぶたが切られたようだ。僕ぼくは席を立ち、いつでも行動できるよう身構える。

「……何か用ですか？」

「この期ごに及およんでしらばっくれるつもり？　あんた達たちがウチにケンカを吹ふっかけてきたんじゃない。だからあいさつをしに来てやったの」

　布ふ施せさんは副部長が持つクーラーボックスに手を突つっ込こみ、二五〇ミリリットル缶かんを数本取り出す。そのうち一本を僕ぼくに放り投げた。

「飲んでみなさい」

「飲めって……これを？」

「ええ、そうよ。それで買収を考え直すなら、今回の件は許してあげてもいいわ」

　缶かんの側面には、黄色い液体が満たされたスープカップの上で弾はじけるコーンの粒つぶが描えがかれている。

　デザインだけなら美味おいしそうに見えなくもないのだが、隅すみに書かれた炭酸の文字が不ふ穏おんな空気を醸かもし出だしていた。

「ちなみにそれ、今度発売予定の新商品で、炭酸コーンポタージュスープ。コーンのほのかな甘あま味みとスープのとろみ、それから炭酸の刺し激げきが絶ぜつ妙みようにマッチした商品よ」

　またわけのわからない飲み物だ。コーンポタージュを炭酸にするなと言いたい。

　でもまぁ、ここで飲まないわけにはいかないだろう。

　互たがいの新商品企き画かくを比ひ較かく検討した上で、どちらが上かを決めようって事だ。もしかしたら意外にうまいかもしれないし、まさか毒なんかは入れるまい。

　僕ぼくは意を決してプルタブを起こし──

「ぶえええええッ!?」

　盛せい大だいに宙空へ虹にじを作った。

「何だよこれ、ねっとり系炭酸飲料とか斬ざん新しんすぎるだろ！」

「あらあら、そんなに美味おいしかったの？」

「クソまずいよ！　こんなもん豚ぶたでも飲まないよ！」

　意外にうまいかも、なんて考えた僕ぼくが愚おろかだった。こんな罰ばつゲームでしか使えない商品を世に出してはいけない！

　布ふ施せさんはつまらなそうな顔で鼻を鳴らし、持っていた缶かんを副部長に向けて放った。

「……あっそ。まぁこんなのは新商品の宣伝でしかなかったけれど。そっちが買収をやめないならポイズンピルを発動するしかないわね」

「ポイズンピル……だと……？」

「なんだそりゃ？」

　耕こう一いちが眉まゆをひそめてつぶやく。

「買収防衛策の一種だよ」

　全株主に新株予約権という株を新たに発行する権利を与あたえ、買収者以外に行使させる事で、相対的に買収者の株式保有比率を強ごう引いんに下げる方法だ。買収相手を吞のみ込こもうとすると発動する事から、毒薬条項ポイズンピルと言われる。

　現在、僕ぼくらはスパークリン株式を三一パーセント保有している。しかし、例えば他の株主に新株予約権を保有株と同数与あたえたとする。すると市場の株式数が倍になるのに僕ぼくらの持ち株は変わらないので、保有比率が一八パーセント程度にまで落とされてしまうのだ。

「だけど発動するには株主総会なり取とり締しまり役やく会なりで取り決めする必要がある。スパークリンはその用意がなかったはず……」

「たしかに用意はしてなかったわね。だから臨時株主総会特別決議での議決をホープで願う事にするわ」

「はぁっ!?」

　そんなのアリかよ！　いや、金額次し第だいではいけるのか……？　僕ぼくらを除くスパークリン株主達たちが納なつ得とくする額を提示すればできるかもしれないが……事前通告もなしにいきなり発動するなど強ごう引いんにも程ほどがある。

「安心なさい。あんた達たちに新株発行は認めないけれど、代わりに損失分の金銭を支し払はらうから」

「ずるいぞ！　僕ぼくだって株主なんだ、後出しじゃんけんみたいな理り不ふ尽じんなやり方には断固反対する！」

「お好きにどうぞ。だけどあたしのやり方が理り不ふ尽じんかどうかは株主総会で決められる事よ」

「くっ……」

　もしこれをやられたら、僕ぼくらの株式保有比率が下げられてしまう。ただでさえ買収資金はギリギリなのだ、ポイズンピルが発動すれば勝ち目はない。

「無む駄だにお金がかかるしスパークリン株の信用も落ちるから、できればやりたくなかったけれどね……。あんた達たちが買収を強行するなら仕方がないわ」

　鞄かばんから赤いキャッシュカードを取り出す布ふ施せさん。どうやら本気を出すようだ。

　特別決議を否決するには、三分の一以上の株式保有比率が必要だ。僕ぼくらは三一パーセント株主なので、あと三パーセント分の外部株主を味方にする必要がある。

　だがホープで願われてはそれも期待できない。応戦しようにも僕ぼくの財さい布ふにあるのはたった一三一〇ホープ。布ふ施せさんの資金力がどれほどかはわからないけど、この額では何を願ったところで無む駄だだろう。

　苦く渋じゆうに表情を歪ゆがめながら、僕ぼくは大おお倉くら商業名義のキャッシュカードに手をかける。

「おい、翔しよう!?　その金を使っちまったら……」

「わかってる！　わかってるけど……ここで負けたら未来はないんだ！」

「負けたら退学、だったかしら？」

　布ふ施せさんは勝かち誇ほこった笑えみを浮うかべながら言う。

「……なんでそれを？」

「買収を仕し掛かけてきた相手を調べるのは当然でしょう？　探たん偵ていを雇やとう程度のお金で願えばすぐだったわ。あんた達たち、今のビジネスに学費を全額投入したそうじゃない」

　どうやらこちらの事情は知られてしまっているようだ。いくら注つぎ込こんだかはわからないけど、こちらの資金力まである程度把は握あくしていると思った方がいいだろう。

「バカな事をしたわねぇ。普ふ通つうに卒業すればそこそこの就職先を見つけられるのに」

「勝てばいいだけの話だ！」

　とはいえ正せい攻こう法ほうでは勝ち目はない。どうする……？

　そんな中、背後で七色の粒りゆう子しが舞まった。

　誰だれかがホープを使ったようだ。

「……翔しよう君、任せて」

　セーラー服姿の夢ゆめ路じさんが僕ぼくの横に並び立つ。

　先ほどまで着ていた割かつ烹ぽう着ぎを脱ぬぎ捨すて、学園銀行のキャッシュカードを手にしている。

　その額、八〇万。

「夢ゆめ路じさん……？」

「心配しないで、お金ならあるから」

　確かにキャッシュカード裏の液えき晶しようには金額が表示されている。だが夢ゆめ路じさんはお金をほとんど持っていなかったはず。一体どこからこの資金を捻ねん出しゆつしたのか？

　そんな疑問を察したか、夢ゆめ路じさんは言う。

「借金したの。春日井かすがい食堂の土地を抵てい当とうに入れてもらうよう、ホープで願って」

「しゃ、借金って……なんでそんな無茶を……」

「それはこっちのセリフだよ！　翔しよう君達たちが学費まで出してるって、わたし知らなかった。どうして教えてくれなかったの？」

「そ、それは……」

「春日井かすがい食堂を助けるためにそこまでしてくれてるのに、わたしだけ傍ぼう観かんなんてできないよ！」

　怒おこったような表情を見て、僕ぼくはブン殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　確かにそうかもしれない……。夢ゆめ路じさんは優やさしい子だ。僕ぼくらが人生を賭かけていたと後で知らされたら、心を痛めるに決まっている。

　夢ゆめ路じさんに学費の事を伝えず行動したのは僕ぼくのエゴだ。真しんに彼かの女じよの事を思うなら、僕ぼくらの置かれた状じよう況きようを伝えた上で、共に戦うべきだったのだろう。

「……ごめん、夢ゆめ路じさん」

　声を落とす僕ぼくに、夢ゆめ路じさんはふっと笑った。

「いいよ。翔しよう君達たちはうちのお店のためにがんばってくれてるんだもん。むしろお礼を言いたいくらいだよ」

「夢ゆめ路じさん……だけど、八〇万で勝ち目が……？」

「大だい丈じよう夫ぶ、わたしに考えがあるの。信じて」

　そうして夢ゆめ路じさんが前を向くと、布ふ施せさんは退たい屈くつそうにツインテールを手で払はらった。

「茶番は終わったかしら？」

「茶番じゃないよ。あなたがいくらお金を出そうと、わたしは負けない！」

「威い勢せいだけは一丁前ね。でも八〇万程度じゃ何もできないわ」

「そんなのやってみないとわからないよ」

「あらそう……まぁいいわ。かわいそうだけど、スパークリンにケンカを売ったあんた達たちが悪いのよ」

　キャッシュカードを指で挟はさむ布ふ施せさん。夢ゆめ路じさんもそれを見て身構える。

　そして──二人同時に願いを放った。




「ホープよ、株主総会でポイズンピルを議決なさい！」

「スパークリン株主さん達たち全員にうちのおみそ汁しるを飲ませてあげて！」




　その瞬しゆん間かん、僕ぼくの舌に芳ほう醇じゆんなみそ汁しるの味が広がった。二人の間に光の粒りゆう子しが舞まい踊おどり、布ふ施せさんの周囲の空間に亀き裂れつが走る。

　布ふ施せさんの願いが打ち消され、夢ゆめ路じさんの願いが勝ったのだ。

「そんな!?」

　布ふ施せさんの悲鳴。わなわなと打ち震ふるえ、目を泳がせている。

「ちょっとあんた！　何をしたの!?」

　夢ゆめ路じさんはキャッシュカードを胸に抱だきながら、

「さっき願った通りだよ。株主さん達たちにわたしのおみそ汁しるを飲んでもらっただけ」

「そんな事で、どうして特別決議が否決されるのよ!?」

「その特別決議って、わたし達たちのスパークリン買収を認めるかどうかを決めるものだよね？　冷製カニみそ汁しる缶かんという経営プランを持った、わたし達たちを認めるかどうか」

　それを聞いて、布ふ施せさんは真まっ青さおになった。

　要するに、夢ゆめ路じさんは株主達たちを味覚で説得したのだ。春日井かすがい食堂のみそ汁しるのうまさをわかりやすく伝える事で、『ポイズンピルを否決し、そのまま買収された方が経営が良くなり儲もうかる』のだと。

　炭酸コーンポタージュ缶かんと冷製カニみそ汁しる缶かん、どっちが売れるかは飲めばわかるという事だ。

「くっ……」

　苦々しく僕ぼくらを睨にらむ布ふ施せさん。まだ諦あきらめていないようだ。

「副部長！　あんた今いくら持ってる!?」

「さ、三万ホープですが……」

「ちょっと貸しなさい！　次はうまくやるから！」

　だが、スパークリン副部長は重々しく言った。

「部長……もういいじゃないですか。我々の負けです」

「な、何を言い出すの!?　まだ負けが決まったわけじゃないわ！」

「負けですよ、我々の。もう、諦あきらめるべきです」

「どうしてよ!?」

　悲痛に叫さけぶ布ふ施せさんへ、副部長はふくらんだ腹をさすりながら応こたえる。

「春日井かすがい食堂のみそ汁しるは素す晴ばらしい味でした。こんなにおいしいみそ汁しる、オレは未いまだかつて飲んだ事がない。冷製カニみそ汁しるの試飲をした時も思いましたが……今実際に春日井かすがい食堂のみそ汁しるを飲んでみて、確信しました。この商品は売れる。スパークリンで製造しているどんな炭酸飲料よりも優すぐれていると」

　副部長の言葉に、一いつ般ぱん部員達たちもうなずいた。

　彼かれらは皆みな二パーセント株主である。先ほどの夢ゆめ路じさんの願いを受け、そのみそ汁しるのうまさを認めたようだ。

「あんた達たち、本気で言ってるの……？　創業者様が泣くわよ!?」

「部長が炭酸飲料を愛しているのはわかっています。小等部の頃ころ、遊びに行ったら道に迷ってしまい、空腹と渇かわきの中で独り泣いていた時、スパークリン創業者が現れてサイダーを飲ませてくれたんでしょう？　素す晴ばらしい美談だと思いますし、彼かれの事はオレだって尊敬しています」

　そんな逸いつ話わがあったのか。いやでも、炭酸にしちゃいけない飲み物もあると思うなぁ……。

　副部長は興奮が増してきたのか、徐じよ々じよに語気を強める。

「ですが、いつまでも炭酸飲料に固こ執しつしてはいけない。スパークリンは新たな道を切り拓ひらくべきです。ご英断を！」

「いや！　あたしは炭酸飲料を作りたいの！」

「ご英断を！」

　なおも詰つめ寄よる副部長。その気き迫はくに押おされ、布ふ施せさんは後ずさった。

「み……認めないわ！　あたしは絶対認めないから！」

「……なら、我々は大おお倉くら商業さんの側に付きます。顧こ問もんの先生も味方です。これで株式保有比率は二〇パーセント。大おお倉くら商業さんが現在何パーセント保有しているかはわかりませんが、いずれにせよ部長はたったの三パーセントです。勝ち目はありませんよ」

　意外な展開に、僕ぼくらは顔を見合わせた。現在の株式保有比率は三一パーセントだから、副部長らと顧こ問もんの分を足せば五一パーセント。もう過半数に達しているじゃないか。

「この裏切り者っ！　地じ獄ごくに落ちなさい！」

　鬼おにの形ぎよう相そうで副部長達たちを罵ば倒とうする。

　そしてどう足搔あがいても勝ち目がないと悟さとったか、半泣きになりながら、

「お、覚えてなさいよ────っ！」

　ショボい悪役みたいな捨てゼリフを吐はいて、布ふ施せさんは一いち目もく散さんに逃にげ去ったのだった。







　そんなわけでスパークリン買収作戦は一段落した。

　布ふ施せさんは部長を解任され、スパークリンの新たな部長は耕こう一いちに決定。僕ぼくが部長を務める大おお倉くら商業が大株主として、スパークリンの経営に関わっていく事となった。

　それから三週間ほどが過ぎた頃ころだ。

「すごい……すごいぞカニみそ汁しる缶かん！」

　混雑した春日井かすがい食堂の片かた隅すみで、僕ぼくは叫さけんだ。

　耕こう一いちも売上報告書を眺ながめてうなっている。奴やつにとってこの状じよう況きようは予想外だったんだろう。

　冷製カニみそ汁しる缶かんの販はん売ばい日、僕ぼくらは購こう入にゆうやレンタルなどで自じ販はん機きを一二〇台調達し、全区画へ一気に展開。そして路上のティッシュ配りよろしく、バイトを雇やとって冷製カニみそ汁しる缶かんを一〇〇〇本配布し、宣伝を行った。すると販はん売ばい開始後一週間で、一日一三〇〇本も売れる大ヒット商品となったのだ。

　その後も数字は伸のびに伸のび、現在では冷製カニみそ汁しる缶かんだけで一日三〇〇〇本に届くかという勢い。これは学園にいる人間の七〇人に一人が毎日一本買っている計算である。驚きよう異い的な数字だ。

　一缶かん五〇ホープと安く、おいしく、自じ販はん機きでいつでも買える。そのため食事のお供として、あるいは小腹が空いた時のつなぎとして、口コミで話題になっているらしい。これほどの規模になるともはや僕ぼくらだけでは補ほ充じゆうが追いつかないので、自じ販はん機き補ほ充じゆうのバイトを雇やとう事にした。

　それと、当然の事だがスパークリンは普ふ通つうの缶かん飲料も製造している。

　炭酸への固こ執しつをやめた事、学園最大のコンビニチェーンであるスターマートから注文が来た事、ライバルである学園飲料が買収で実質値上がりした事などの影えい響きようで、売り上げは順調に伸のびているようだ。

　おかげでスパークリン株価は急きゆう上じよう昇しよう、現在では一株三〇〇ホープにまでなった。これにより大おお倉くら商業の保有するスパークリン株式は九三〇万ホープとなったわけだ。六〇〇万ほどで買ったものが、一・五倍にまで値上がりした事になる。

　それだけじゃない。

「まさか、本当にカニみそ汁しる缶かん自体が広告になるとはな……」

「当然さ。夢ゆめ路じさんのみそ汁しるは天下一品だって言ったろ？」

　冷製カニみそ汁しる缶かんのラベルには、春日井かすがい食堂の名と店てん舗ぽの地図、それから夢ゆめ路じさんの輝かがやくような笑え顔がおが印刷されている。

　そんな僕ぼくの狙ねらいは的中したようで、春日井かすがい食堂は満員御おん礼れい……とまではいかないものの、飯時になれば一〇〇人分ほどある席の半分が埋うまるくらいには客が来るようになっていた。爺じいさんが遺のこした数千万の借金はまだまだ残っているけれど、土地を抵てい当とうにした借金くらいならすぐに返す事ができそうだ。

　食器の載ったお盆ぼんを手に忙せわしなく動き回る夢ゆめ路じさん。婆ばあさんは厨ちゆう房ぼうにかかりっきりで、注文から配はい膳ぜん、会計まで全部一人だから大変そうだ。

　一応、客がセルフでできる仕組みにしてはどうかと提案したんだけど、夢ゆめ路じさんは「それじゃお客さんの顔が見えないよ」と頑かたくなに現行の方式を変えなかった。

　効率は悪いけれど、たしかに夢ゆめ路じさんの顔が見えるからこそ僕ぼくも来店しているわけで。そういう意味では、あながち間ま違ちがった経営方針じゃないかもしれない。

「はい、二人ともお待たせ。ご注文のおみそ汁しる定食二人前ね」

「手伝おうか？」

　僕ぼくの席までやってきた時、何となく声をかけてみる。

　だけど夢ゆめ路じさんはかぶりを振ふった。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。皆みながおいしそうに食べてるのを見ると疲つかれなんて吹ふっ飛とんじゃう」

　僕ぼくらの前にお盆ぼんを置いて、夢ゆめ路じさんは目を細める。本当に嬉うれしいとわかる笑え顔がおだ。

「店員さーん、注文お願い！」

「はーい！　すぐ行きますね！」

「あ、夢ゆめ路じさんちょっと待って！」

　去ろうとする夢ゆめ路じさんを、僕ぼくは呼び止めた。

「なに？」

「みそ汁しるが二つ多いよ？」

「サービスだよ！」
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　可愛かわいらしくウィンクを返され、思わずドキッとしてしまった。客のもとへ走って行く背を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「サービスだってよ。んじゃ、ありがたくいただくか」

「僕ぼくのためにみそ汁しるをサービスしてくれるなんて、夢ゆめ路じさんは天使にちがいない」

「俺おれの分もあるけどな」

「でも僕ぼくにウィンクしてくれたよ？」

「俺おれらに、だろ」

　いちいちうるさい奴やつめ。

　だけど、時折目が合うと頰ほおを染めながら手を振ふってくれる夢ゆめ路じさんを見ると、そんな事はどうでもいいかと思えてくる。

　資産、一八五〇万ホープ。

　借金、一〇〇〇万ホープ＋年一五パーセントの金利。

　一億ホープ稼かせぐまで、僕ぼくは負けない。
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　セミが大合唱する暑苦しい八月上じよう旬じゆんの朝の事だ。

「なぁ、耕こう一いち。これなんだと思う？」

「牛ぎゆう丼どん屋だろう」

　僕ぼくらが朝のあいさつの代わりに交かわしたのは、そんなやりとりだった。

　他の客が来る前に夢ゆめ路じさんの顔を見ようと、一番乗りで春日井かすがい食堂へと訪おとずれたわけだが、どういうわけかその隣となりに、大手牛ぎゆう丼どんチェーン店『牛うし丸まる亭てい』ができていたのだ。

　昨日までこんなものなかった。まさに一夜城と呼ぶべきスピード建設である。

　困こん惑わくのままに春日井かすがい食堂へ入ると、やはり夢ゆめ路じさんも戸と惑まどっている様子だった。

「あ、翔しよう君おはよ。耕こう一いち君も」

「おはよう。夢ゆめ路じさん、隣となりのアレは何？」

「わかんない……。朝起きたら建ってたの。あれって兼かね光みつ君のところのお店だよね？」

「そうなの？」

「うん。ずっと前にそんな話を聞いた事があるから、多分そうだと思う」

　なるほど、つまりこれは僕ぼくらを抑おさえるための一手という事か。春日井かすがい食堂の真横に牛ぎゆう丼どん屋を作るとは、花はな上がみの野や郎ろう……敵意むき出しで攻せめて来やがったな。

「あら、ごきげんよう」

　その時、食堂入り口に一人の人物が現れた。

　ボリュームのあるツインテールを揺ゆらし、純白の肌はだを見せつける巨きよ乳にゆうの女子生徒。笑え顔がおとは裏腹に刺とげ々とげしい目つきで僕ぼくらを睨にらんでくる。

　元スパークリン部長、布ふ施せ舞まい花かさんだ。

「皆みなさんおそろいで悪事のご相談かしら？」

「何だよ、朝飯食いに来たのか？」

「まさか。今日からお隣となりで牛うし丸まる亭ていを経営する事になったから、お世話になったあんた達たちにごあいさつでもと思ったのよ」

「隣となりのアレはあんたかっ!?」

「ええ、良かったら食べに来てくれていいわよ。それじゃ、お隣となりさん同士よろしくねぇ」

　布ふ施せさんはぬけぬけと言い放ち、手をひらひらさせて出て行った。

　一体何のつもりなんだ。いやまぁ、僕ぼくらの邪じや魔まをしに来たんだろうけど。

　それにしても、よりにもよって花はな上がみが運営する牛ぎゆう丼どんチェーン店のオーナーになるとは……。

「何だありゃ？　俺おれらに買収された腹いせか？」

「それもあるだろうけど、たぶん花はな上がみの奴やつの差さし金がねじゃないかな。僕ぼくらに敵意を持ってるだろうし、おあつらえ向きの人材ってわけだ」

　どういう経けい緯いで知り合ったかはわからないけど、花はな上がみと布ふ施せさんが裏で繫つながっていると見て間ま違ちがいないだろう。

「これからどうする？」

　耕こう一いちに言われて、僕ぼくは難しい顔でうなる。

「……ひとまず夢ゆめ路じさんには普ふ通つうに営業してもらって、布ふ施せさんの狙ねらいとか、売り上げへの影えい響きようを見よう。対策はそれからだ」







　布ふ施せさんの狙ねらいはすぐにわかった。

「牛ぎゆう丼どん並なみ盛もり二七〇ホープか……」

　通常価格三七〇ホープから、開店記念セールと称しようして一〇〇ホープ割引だそうだ。

　これは、春日井かすがい食堂で一番安いみそ汁しる定食より、三〇ホープも安い。しかも近きん隣りんの学生寮りように五〇ホープ割引クーポン券を配りまくっているらしく、実質価格は牛ぎゆう丼どん一杯ぱい二二〇ホープという驚きよう異い的な値段である。

　この開店記念セールは一一月末──つまり夢ゆめ路じさんの誕生日まで続けられるとの事。期間は実に四ヶ月！　いつまで開店セールをやるつもりだって話だ。

　しかも布ふ施せさんは時折春日井かすがい食堂へ顔を出し、

「すみません、この食堂で一番安い定食をお一つ注文していいかしら。まぁ！　一食、三〇〇ホープもするの？　なんて高いのかしら。これなら隣となりの牛うし丸まる亭ていの方が断然お得よねぇ」

　なんて大声で叫さけびやがる。ひどい嫌いやがらせだ。

　更さらに布ふ施せさんはみそ汁しる定食を食べ終え、お盆ぼんを下げに来た夢ゆめ路じさんに向かって、

「ねぇ、この店ってクーポン券ないの？」

「え、えっと……ないです」

「あらまぁ！　クーポンもないの？　残念ねぇ。お隣となりの牛うし丸まる亭ていなら五〇ホープ割引券をいっぱいもらえるのに。しかも今なら開店記念セールで一〇〇ホープ割引されててとってもお得なのに。あらあら、ほんと残念」

　困り果てる夢ゆめ路じさんの前でこれみよがしにため息いきを吐つき、春日井かすがい食堂を後にする布ふ施せさん。いい加減むかっ腹が立ってきた。

「ちょっと牛うし丸まる亭ていに行ってくる」

「今みそ汁しる定食食ったばかりだろ？」

「今日は牛ぎゆう丼どんも食べたい気分なんだ」

　というわけで僕ぼくは牛うし丸まる亭ていへ向かった。

　店内は結構手て狭ぜまで、コの字のカウンターの周囲に丸い椅い子すがキノコのように生えている。客入りは上々で、席の半分以上が埋うまっている。店員は布ふ施せさんと、奥おくの厨ちゆう房ぼうにいるバイトの二人だけのようだ。

　布ふ施せさんは僕ぼくの顔を見るなりすごく嫌いやそうな顔をしたけど、そんな事は毛ほども気にせず平然とど真ん中の席を陣じん取どった。

「い、いらっしゃいませ……」

　引きつった顔で僕ぼくの前にサイダーを置く布ふ施せさん。

　なんでサイダーなんだよ。おかしいだろ、炭酸女め。

「ちょっと店員さん、牛ぎゆう丼どんにサイダーってありえなくない？　普ふ通つうは水かお茶だよね？　絶対合わないと思うんだけど」

「ただいまサービス期間中で、お茶の代わりにサイダーを提供しております。それより、ご注文はいかがいたしましょう？」

「じゃあ牛ぎゆう丼どん並なみ盛もりを一人前。ちなみに、これって本来いくらだっけ？」

「三七〇ホープでございます」

「高いなぁ！　一食三七〇ホープもするの？　今話題の冷製カニみそ汁しる缶かんを七本買ってお釣つりが出る値段じゃないか！　これって一番安いメニューだよね。開店記念セールとクーポン券がなくなったらどうなっちゃうんだろう？」

　ギリギリ、と歯は嚙がみする布ふ施せさん。青筋を立てながらも、どんぶり鉢ばちの載のったお盆ぼんをカウンター越ごしに渡わたしてくる。

「……お待たせいたしました」

「えっ！　これが牛ぎゆう丼どん？　肉が透すけて向こう側が見えるよ！　すごい包丁さばきだなぁ。まぁ二二〇ホープならこんなもんかぁ。でもこれ、本来は三七〇ホープなんだよなぁ？」

「ちょっと！　黙だまって食べてくださらない!?」

「ええっ!?　客に向かって黙だまって食えだって！　すごいこだわりのあるお店だなぁ。頑がん固こ一いつ徹てつって感じ？　本部へ知らせたらどうなるだろう？」

「くぅぅぅ……っ」

　そんな感じで散々いびり倒たおし、牛ぎゆう丼どんを平らげて店を後にする。

　これで夢ゆめ路じさんに嫌いやがらせをしたら僕ぼくに報復されると思い知った事だろう。







　とはいえどれほど仕返しをしたところで何かが変わるわけでもない。

　一日が終わってみれば、春日井かすがい食堂の売り上げは半分以下まで落おち込こんでいた。今日の販はん売ばい数は一〇〇食ほどである。

　この結果は当然と言えば当然かもしれない。

　貧びん乏ぼう学生が大多数を占しめる中、一食三〇〇ホープの食堂と、一食二二〇ホープの牛ぎゆう丼どん屋。価格だけ見ればどっちに行くかなんて考えるまでもない。

「まさかこんな事になるなんて……」

　営業が終しゆう了りようした春日井かすがい食堂で、夢ゆめ路じさんはボソリとつぶやいた。割かつ烹ぽう着ぎの帽ぼう子しを握にぎり締しめ、涙なみだを浮うかべている。

　そりゃそうだ。今日仕し込こんだ食材は三〇〇人前くらいあるのに、ほとんどが廃はい棄きになってしまうんだから。みそ汁しるをこよなく愛する夢ゆめ路じさんにとっては身を引ひき裂さかれる思いだろう。

「こうなったら春日井かすがい食堂も対たい抗こうして割引価格にしたらどうだ？　みそ汁しる定食を二二〇ホープにするとか」

　耕こう一いちが提案したが、僕ぼくは首を横に振ふった。

「調べてみたけど、相手は学園全区画に一五〇もの加盟店を持つ大手チェーン店だよ。個人経営の春日井かすがい食堂と比べたらアリとゾウくらい規模が違ちがう。価格競争を仕し掛かけたらまず勝ち目はないよ」

　普ふ通つう、商品は一個作るより一〇〇〇個作る方が単価が安くなる。生産ラインを機械化する事で大量生産できるからだ。

　だけど個人店では大量の商品をさばききれない。店てん舗ぽが一箇か所しよでは来客数にも限界がある。

　そこで出てくるのがチェーン店だ。

　チェーン店とは、本部と加盟店がフランチャイズ契けい約やくを交かわし、同じ看板の下で鎖くさりのように連なる店てん舗ぽ群である。本部が商品を大量に仕入れ、個々の店てん舗ぽへ分配して売りさばくため、原価を安くできるのが特とく徴ちようだ。

　加盟店は、日々客商売をして金を稼かせぎ、本部へロイヤリティとして儲もうけの一部を納める。本部はその見返りに、加盟店へノウハウを提供したり、宣伝や新商品の企き画かく、食材の配達などのサポートを行う。そうして持ちつ持たれつの関係で成り立つビジネスモデルだ。

　加盟店の数だけロイヤリティが入るんだから、チェーンの規模に比例して本部の資金力は大きくなる。学園最大のコンビニであるスターマートに次ぐ規模と言われる牛うし丸まる亭てい本部が背後にある以上、仕入れ価格でも資金力でも、春日井かすがい食堂は圧あつ倒とう的てきに不利なのだ。

「なら、いっそ高級志向にしたりはどうよ？　一食三〇〇〇ホープとかな」

「差別化は悪くないと思うけど……その値段じゃ売れないと思うよ」

「まぁ、そうだな……俺おれなら買わねーわ」

　自分で言ったくせに買わないのかよ。まぁ耕こう一いちの財さい布ふはいつもほぼすっからかんみたいなもんだけどさ。

　それはさておき、差別化自体は良いい対たい抗こう策だろう。

「差別化を考えるなら、春日井かすがい食堂と牛うし丸まる亭ていの違ちがいを挙げてみよう。そこから何か良いい案が出てくるかもしれない」

「違ちがい、ねぇ……」

　耕こう一いちはあごに手を当てて考かんがえ込こむ。

「まず、牛うし丸まる亭ていは大手チェーン店で、春日井かすがい食堂は個人店だろ。で、あっちは本部があるけど、こっちにはない」

「そうだね。あと、牛うし丸まる亭ていは一五〇店てん舗ぽもあって、ネームバリューがある。春日井かすがい食堂も冷製カニみそ汁しる缶かんのおかげでそこそこ知名度はあるけど、店てん舗ぽがここしかない」

「他には……。まぁ、牛うし丸まる亭ていの牛ぎゆう丼どんの味はそれなりだが、春日井かすがい食堂のみそ汁しる定食は毎日食えるってところか」

「毎日食える……？」

　言われてみればそうだ。僕ぼくは毎日三食春日井かすがい食堂で食べている。日ひ替がわりでみそ汁しるの具や漬つけ物ものが変わるとはいえ、普ふ通つうなら飽あきてもおかしくないはず。

　つまり他の要素では負けてるけど、味ではかなりのアドバンテージがあるんじゃないか？

「ふむ……もしかしたらこれはチャンスかもしれない」

「なんか思い付いたのか？」

「いや何、春日井かすがい食堂をフランチャイズ化するのはどうかと思ってね」

　僕ぼくの言葉で、今まで無言だった夢ゆめ路じさんが顔を上げた。

「フランチャイズ化……？」

「そうだ。僕ぼくらで本部を作り、春日井かすがい食堂のチェーン店を増やす。敵がチェーン店なら、こっちもチェーン店になればいい。夢ゆめ路じさんのノウハウを個人経営者に提供して、ロイヤリティで稼かせぐのさ」

「でも、うまくいくかなぁ？」

　不安げにうつむく夢ゆめ路じさん。今日の大敗で自信をなくしてしまったんだろうか。

　だけどそれは間ま違ちがいだ。なんたって夢ゆめ路じさんのみそ汁しるは世界一うまいんだから。

「夢ゆめ路じさん。春日井かすがい食堂の今日の販はん売ばい数はいつもの半分以下で、およそ一〇〇食くらいだったよね？」

「うん……」

「いいかい、逆に考えるんだ。立地条件はほぼ同じで、ネームバリュー、価格、どちらでも負けているのに、一〇〇食も売れてる。これって実はすごい事なんじゃないか？」

「それは……そうなのかな？」

「そうさ。この近辺には学生寮りようも少ないし、人通りもあまりない。しかも隣となりに安くて有名なライバル店まである。本来なら客がほぼゼロになってもおかしくない状じよう況きようだけど、それでも一〇〇食を売り上げたんだ。夢ゆめ路じさんのみそ汁しるを求めて来店した人がたくさんいたって事だよ」

「そう……だね……」

「それに布ふ施せさんの経営する牛うし丸まる亭ていは、本部が割引の多用というテコ入れをしたからこその安さであって、最安値の牛ぎゆう丼どんでも本来は一食三七〇ホープだよ。二二〇ホープなんて値段は一店てん舗ぽだからこそできているんだ。全店てん舗ぽではそうそうできるものじゃないんだから、価格面でも春日井かすがい食堂が勝っていると考えていい」

　徐じよ々じよに夢ゆめ路じさんに表情が戻もどってきた。希望が見えてきたんだろう。

　その希望を裏打ちするがごとく、僕ぼくは固く拳こぶしを握にぎり締しめ、断言してやった。

「春日井かすがい食堂をフランチャイズ化しよう。夢ゆめ路じさんのみそ汁しるは、牛うし丸まる亭ていなんかには絶対に負けない！」







　夢ゆめ路じさんの許可が得られ、目下の方針は決まった。

　春日井かすがい食堂フランチャイズ化計画である。

　そのための会議はいつも通り、春日井かすがい食堂が営業を終しゆう了りようした夜に行われる事となった。

　冷製カニみそ汁しる缶かんの成功以来、婆ばあさんも僕ぼくらが真しん剣けんに取り組んでいると認めてくれたんだろう。今回は夢ゆめ路じさんも最初から会議に参加している。

「フランチャイズ化に当たっては、ある程度決まった手順があるそうだ。大おお雑ざつ把ぱに分類すると次の四つになる」




　一、経営理念の明確化。

　二、収益予測。

　三、事業のパッケージ化。

　四、本部設立。




「経営理念ってのはなんだ？」

　耕こう一いちが首をひねって言った。

「チェーン展開をしていく上での考え方かな」

「例えば？」

「例えば……『早い、安い、うまい』とか、『食と健康を提供する』とか。まぁ、皆みながそれを聞いて何を目指す店なのか納なつ得とくするような、わかりやすいものだ」

「なるほど、その店の存在意義って事か」

　耕こう一いちは「ふむふむ」とか言いながらうなずく。

「ちなみに夢ゆめ路じさん、春日井かすがい食堂の経営理念は何？」

「えっと……みんなにおいしいおみそ汁しるを提供したい、かな」

「ならフランチャイズ化した時の経営理念もそれにしよう」

「おい翔しよう、そんな簡単に決めていいのかよ？」

「いいさ。僕ぼくらがどんな美び辞じ麗れい句くを並べたところで意味はない。春日井かすがい食堂は夢ゆめ路じさんのこだわりが詰つまった店だし、そんな夢ゆめ路じさんが好きだから僕ぼくはここにいるんだ」

「翔しよう君……」

　僕ぼくを見上げる夢ゆめ路じさんは、頰ほおを染めて目を潤うるませている。僕ぼくのあまりにストレートな好意にようやく気が付いたのかもしれない。

「ありがとう、翔しよう君がわたしのおみそ汁しるを好きになってくれて嬉うれしいよ」

　おかしいなぁ……。こんなに直球で言ってるのに、なんでみそ汁しるに変へん換かんされるのかなぁ。

　まぁ夢ゆめ路じさんが天然で鈍どん感かんなのは今に始まった事じゃない。気を取り直して話を戻もどそう。

「次は収益予測だけど、これは加盟店と本部の両方で損益分ぶん岐き点を考える必要がある」

「損益分ぶん岐き点ってのは何だ？」

「収入から支出を引いたらゼロになる売り上げの事だよ。それを超こえるかどうかが、事業が成り立つかどうかの一つの目安になる」

　加盟店の場合、収入はもちろん商品の売り上げである。みそ汁しる定食を一食売れば三〇〇ホープの売り上げとなるわけだ。

　そして支出は材料費、人件費、光熱費、ロイヤリティとなる。土地や物件が自分のものでないなら家賃なども発生するだろう。

　時給九〇〇ホープの店員二人体制で朝七時から夜二五時まで営業する場合、人件費は三万二四〇〇ホープ。

　仮に、一番安いみそ汁しる定食で考えよう。

　一食の材料費が一五〇ホープで、加盟店に提供する際には配送料や手数料などを含ふくめて一〇ホープ差っ引くとするなら、原価は一六〇ホープ。一食売れば粗あら利り益えきは一四〇ホープだ。

　一ヶ月の光熱費と家賃その他を合わせて一五万ホープかかるとするなら、損益分ぶん岐き点は一日平均二六八食になる。それより上回った分が純利益となるわけだ。ロイヤリティが五パーセントとして、もし一日三二〇食売れれば月収二一万ホープ。立地条件と努力次し第だいでは店として成り立つだろう。

「一日三二〇食売るって結構キツくないか？　春日井かすがい食堂は一日二〇〇食くらいなんだろ？」

「なら、収入を増やすか支出を減らせばいい。削けずるとしたら人件費かな」

「人手が減ったら、それはそれでキツいだろ。ワンオペブラックバイトの典型みたくなっちまうと思うが」

「そこは工く夫ふう次し第だいさ。例えば二人体制だけど、片方は給料半分で奥おくで待機とかね。常に客がいっぱいなわけじゃないんだし、忙いそがしい時だけ応おう援えんしてもらえれば店は回る。もし客がいっぱい来て一定時間以上働けば、相応のボーナスを支給すれば文句も出ないだろう」

「ふむ……一・五人体制ってわけか」

　これを採用した場合の人件費は、一日二万四三〇〇ホープ。

　家賃光熱費一五万ホープとして、みそ汁しる定食だけを売った時の損益分ぶん岐き点は二一〇食だ。これならかなり現実的な数字になったと言える。

　耕こう一いちはポシェットから出した電でん卓たくを叩たたきながら、

「なるほど……。がんばって一日三〇〇食も売れば、加盟店オーナーの月収は三六万ホープにもなるな」

「そう。ちなみにこれは一番安いみそ汁しる定食を基準にして考えたものだ。豚とん汁じる定食や粕かす汁じる定食なんかを頼たのむ人がいれば、客単価が上がるから数字は変わってくる。あくまで最低ラインで一日二一〇食が損益分ぶん岐き点だ」

「じゃあ本部の場合は？」

「本部の収入はロイヤリティと、加盟店への食材の売り上げだね。支出は食材の仕入れや輸送費、宣伝費、人件費、光熱費などなど。場所を借りるなら家賃も必要になる」

　ロイヤリティが五パーセント、一日の平均売り上げ三〇〇食、一・五人体制でいくとすると、一店てん舗ぽ当たりのロイヤリティ収入は月一万九〇五〇ホープ。加盟店が五〇店てん舗ぽなら、九五万二五〇〇ホープにもなる。

「あとは如何いかに作業を効率化し、支出を減らすかだね。みそ汁しるの製造はスパークリンへ外注すれば問題ないだろう。缶かんにしない分、製造費も節約できるはず。この辺は事業のパッケージ化の範はん疇ちゆうと言えるから、その辺をもっと詰つめないと損益分ぶん岐き点は計算できないけど……おそらく加盟店は一〇店てん舗ぽないと成り立たないだろうね」

「なら事業のパッケージ化ってのは何だ？」

「簡単に言うと、効率化と安定性かな。誰だれがやっても同じ結果が出せるよう、専門知識や技術がいる要素を排はい除じよする事」

　例えばカップラーメンを考えるとわかりやすい。

　普ふ通つう、本格的なラーメンを作ろうとすると、食材を切ってダシをとり、スープを作って麵めんを茹ゆでたり盛り付けたり……といった手間がある。麵めんの茹ゆで時間や温度の見み極きわめは熟練の技わざがいるし、レシピが同じでもプロと素人しろうとではラーメンの出で来き栄ばえも雲うん泥でいの差さになるだろう。

　だけど、カップラーメンはお湯を入れて三分待つだけで完成だ。そこに専門知識や熟練の技わざは必要ない。ただお湯を沸わかして注ぐだけでいい。難しい事はカップラーメンのメーカーが全部排はい除じよしているわけだ。

「耕こう一いちは確か、去年まで工場のラインとか作ってたんだよね？」

「ああ、株式クラブ機械製造部の事な。もう潰つぶれたが」

「なら耕こう一いちには、スパークリンで春日井かすがい食堂のメニューを量産するためのラインを設置して欲ほしい。スパークリンの事業資金、まだあるよね？」

「おう、業績アップで儲もうかってるからな」

　そんならよし。

「じゃあ次は、本部の設立だね」

　これについては、前の三つを細部まできっちり決めてしまえば書類を提出するだけである。

「場所をどうするかが問題だなぁ。春日井かすがい食堂から離はなれすぎても不便だろうし」

「翔しよう君、わたしから提案していいかな？」

　夢ゆめ路じさんが手を挙げた。

「もちろん聞くよ。どんな提案？」

「良かったらだけど、わたしの部屋を使わない？」

「えっ!?　夢ゆめ路じさんの部屋？　いいの？」

「うん。食堂のすぐ裏にあるし、新しいところを借りるよりはその方がいいかなって」

「そいつは魅み力りよく的な提案だが、春日井かすがいさんの寝ね泊とまりする場所がなくならないか？」

「耕こう一いち、寝ね床どこの心配ならいらない。空いてる物件ならたくさんあるさ。例えば、そう……僕ぼくの寮りよう室しつとかね」

「お前の小こ汚ぎたない部屋に春日井かすがいさんを泊とめるとか犯罪だろ、このロリコン野や郎ろうが」

「僕ぼくと夢ゆめ路じさんは同い年だろ！　というか熟女の半はん裸ら本を持ってるような変態にロリコンとか言われたくない！」

「てめぇ、なんでそれをっ!?」

　そんな会話の内容を理解しているのかいないのか。夢ゆめ路じさんは頰ほおを染めて苦く笑しようしながら、

「大だい丈じよう夫ぶだよ。普ふ段だんは食堂にいるし、寝ねるところはお婆ばあちゃんの部屋があるから。わたしの部屋、あんまり使ってないしね」

「そういう事ならありがたく使わせてもらおうかな」

「うんっ」

　元気よくうなずく夢ゆめ路じさん。役に立てる事が本当に嬉うれしいみたいだ。

「ひとまずそんなところかな。今後は忙いそがしくなりそうだし、業務用お掃そう除じロボットによる清せい掃そう業はやめてしまおう」

「もったいなくねーか？」

「いや、だって一日二、三件しか仕事が来ないんだよ。時間管理と移動の手間もあるのに、これじゃほとんど小こ遣づかい稼かせぎだ。投資した分は回収できたし、儲もうからない事業はさっさと切きり離はなしてしまった方がいい。何ならスパークリンの工場で使ってもいいよ」

　これで大筋は大体決まった。

　あとは僕ぼくらが行動するだけだ。







　夢ゆめ路じさんの部屋は食堂の裏手、一いつ軒けん家やというには小さな建物だった。

　何でもこれはユニットハウスだそうだ。規格化されたコンテナのような建物で、建設期間が極きわめて短く安価という特とく徴ちようがある。

　二階建ての四角い箱で、側面に簡素な階段が付いている。中はというと、一階に一部屋とキッチン、二階に二部屋、外にトイレという具合。風ふ呂ろはなく、近くの銭せん湯とう通いとの事。夢ゆめ路じさんの部屋は二階だそうだ。

　僕ぼくの寮りよう室しつより若じやつ干かん狭せまいけど、物が少なくてキレイに整理されている。中央にはテーブルが一つ置かれ、座ざ椅い子すにハート型の赤いクッションが載っていた。他には私服がかかったクローゼットに三段ボックスが三つ、教科書と料理関係の書しよ籍せきが詰つめ込こまれた本ほん棚だながあるだけ。テレビやパソコンはないようだ。

　半透とう明めいの三段ボックスをまじまじと見つめる僕ぼく。丸っこく畳たたまれたフリフリの布がおにぎりみたいに並んでいるけど、あれはきっと、そうなんだろう。

「ふむ……白とピンク系が多いな」
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「おい、バレたら嫌きらわれるぞ？」

「違ちがうぞ耕こう一いち、僕ぼくはカーテンの色について言ったんだ」

「カーテンは黄色だろうが」

　細かい奴やつめ。カーテンの色なんてどうでもいいじゃないか。

　そんな僕ぼくらのやり取りに気付く様子もなく、夢ゆめ路じさんは満面の笑えみで僕ぼくらに向き直る。

「どうかな、使えそう？」

「うん！　とっても良い匂においがするよ！」

「バカ、変態扱あつかいされても知らねーぞ？」

「いやいや。耕こう一いちが何を勘かん違ちがいしたのかは知らないけど、僕ぼくは隣となりの食堂から香かおるみそ汁しるがとても良いい匂においだと言っただけだよ」

「その割には部屋を嗅かぎ回ってるじゃねーか。犬かお前は」

「失敬な、これでも僕ぼくは人間だ」

「資本主義の犬になるとか言ってたくせによ」

　それは犬だけど一応人間だと思う。

「とりあえずこれでフランチャイズ本部の場所は確保できた。あとは学園長に申しん請せいして、加盟店を増やしていくだけだ。二人とも、他に何かある？」

　耕こう一いちが手を挙げる。

「そういや一つ提案があるんだが、いいか？」

「うん。何？」

「実は知り合いが昨年末にアグリカルチャーシステムって株式クラブを立ち上げてな。食材の調達をそこに協力してもらおうかと思うんだが」

「聞いた事ないクラブだけど、具体的に何してるところ？」

「非上場の零れい細さいクラブだから知らないのも無理はない。まぁ、植物工場で野菜を作ってるとこだ。完全無農薬で高品質な野菜を扱あつかっててな。多少値ねは張るが、天候に左右されないから年中通して安定供給できる。前にトマトを食わせてもらった事があるが、苺いちごみたいに甘あまかったぜ」

「なるほど、値段にもよるけど質がいいならいいと思うよ。今度夢ゆめ路じさんと見学しておこう」

「おい、さり気なく俺おれを置いていくな」

　デートに付いてくるとは野や暮ぼな奴やつめ……。

「いいか二人とも」

　僕ぼくは背筋を伸のばし、将官のごとく胸を張って告げる。

「春日井かすがい食堂フランチャイズ化計画は、極きわめて重大な反はん攻こう作戦だ。これが上手うまくいけば、牛うし丸まる亭ていが占しめるシェアを奪うばい取とる事になり、花はな上がみグループへ少なからぬダメージを与あたえられるだろう。これはある種の商業戦争なんだ！　覚かく悟ごはいいか!?」

「うん！」

「おう」

　耕こう一いちの奴やつ、やる気ない返事だなぁ……。

「それじゃ、各員行動せよ！」

「おーっ」

　右みぎ腕うでを挙げて気合いを入れる夢ゆめ路じさん。ポニーテールがピョコピョコはねて可愛かわいい。

　やっぱり彼かの女じよは天使だと思った。







　そうして詰つめるところを詰つめ、数日が過ぎた八月中ちゆう旬じゆん。

　フランチャイズの申しん請せいは完かん了りようし、春日井かすがい食堂はめでたく株式クラブとなったわけだ。

　資本金は一〇〇万ホープで、夢ゆめ路じさんが五一パーセント、大おお倉くら商業が四九パーセントの株式をそれぞれ持っている。ちなみに部長は僕ぼく、副部長は夢ゆめ路じさんだ。

　元からあった春日井かすがい食堂は、モデル店てん舗ぽとして夢ゆめ路じさんの下で運営され、今後は新商品や新サービスの研究開発などを担当してもらう。

　今後の話をするため、僕ぼくと耕こう一いちは会議をする事になった。

　場所は夢ゆめ路じさんに借りたユニットハウス二階の部屋、フランチャイズ本部だ。

　衣服や下着の入っていた三段ボックスはすでになく、代わりにノートパソコンが三台置かれている。その内一台はテレビチューナー付き。部屋の内装はそのままなので、フランチャイズ本部というよりは、女の子の部屋に忍しのび込こんだ感覚である。

「フランチャイズ化できたのはいいとして、今後はどう展開していくつもりだ？」

　耕こう一いちが尋たずねてきた。

「牛うし丸まる亭ていに打ち勝つためには、中央区画を制圧する必要がある。だから今後の目標は中央区画への進出だね」

　金かね成なり学がく園えんの中央区画には、大体七万人が住んでいる。

　学園の人口は約二〇万人だから、なんと三分の一以上が一つの区画に密集しているわけだ。そしてそれに追従するように、牛うし丸まる亭ていも中央区画に多数の店てん舗ぽを構えている。

　中央区画はビジネス街が広がり、人口も多いため、一店てん舗ぽ当たりの集客率はすさまじい。そこを如何いかにして突つき崩くずすかが勝負となる。

「だが、中央区画の物件は全体的に高いぞ。客は多いが、ライバル店てん舗ぽだって多い。新規オーナーが集まるもんかね？」

「そこはまぁ、やり方次し第だいだと思う。いきなり中央へ攻せめるんじゃなく、まずは周辺区画で何店かオープンして、地じ力りきを付けてからでいいんじゃないかな。実績ができれば参入しようと思う人も増えるだろうし」

「ふむ……まぁ妥だ当とうなところか」

　その時、不意に僕ぼくのスマホがメロディを奏かなでた。夢ゆめ路じさんから電話のようだ。

「もしもし夢ゆめ路じさん、どうしたの？」

《ちょっとテレビ見てくれる？　学園放送協会のチャンネル》

「いいけど、何かあったの？」

《今ね、牛うし丸まる亭ていの経営者さんが記者会見やってるの。なんか、牛ぎゆう丼どん並なみ盛もりを全店てん舗ぽで一〇〇ホープ値下げするって》

「なんだって!?」

　慌あわてて僕ぼくはノートパソコンを起動し、学園放送協会のチャンネルを確かく認にんする。

　テーブルには卓たく上じようマイクの他、水の入ったグラスと、名前と肩かた書がきが書かれた机き上じよう札が見える。

　報道部や学園経済新聞部など、各報道関係クラブの記者達たちが大勢集まっていた。どうやら中央区画にあるイベントホールで生放送中らしい。

　そしてその中心に、七三分けで小太りの男が映っていた。

「こいつかっ！」

「何だ、翔しよう。知ってるのか？」

「ああ……。たしか花はな上がみマーケットビルへ乗のり込こんだ時、花はな上がみ兼かね光みつと一いつ緒しよにいた牛うし丸まるとかいう奴やつだ。なるほど、牛うし丸まる亭ていの部長だったのか……」




　ある記者が手を挙げた。

《牛うし丸まる部長、この度たびの値下げはどういった意図で行われるのでしょうか？》

《はい。えー……景気低てい迷めいが叫さけばれる昨今、皆みな様さまの財さい布ふ事情は苦しいものとなっているかと思われます。学園の皆みな様さまの食を預かる我々牛うし丸まる亭ていとしては、この問題にいち早く取り組み、安価で高品質の牛ぎゆう丼どんを提供していきたいと、そう考えての今回の決定でございます》

　するとまた別の記者が立ち上がる。

《それはつまり、コスト・リーダーシップ戦略を採るという事でよろしいでしょうか？》

《もちろんその側面もあります。ですが、おいしい牛ぎゆう丼どんを安価に提供したい、というのが何よりも我々の本音です》




　野や郎ろう……何が『おいしい牛ぎゆう丼どんを安価に提供したい』だ。自分が牛ぎゆう丼どんみたいな体型しやがって。タイミング的に、春日井かすがい食堂のチェーン展開を妨ぼう害がいしにかかってるとしか思えないじゃないか。

「コスト・リーダーシップ戦略ってなんだ？」

　耕こう一いちがペンをクルクル回しながら聞いてくる。

「ライバルより商品を安くして、マーケットシェアをぶんどっちまおうって戦略の事だよ。嫌いやなら周りも追従して価格を下げなきゃいけないから、あたかもコストでリーダーシップを取ってるかのように見えるってわけ」

　牛うし丸まるの宣言で、牛うし丸まる亭ていの牛ぎゆう丼どん並なみ盛もりは全店てん舗ぽで二七〇ホープとなった。春日井かすがい食堂のみそ汁しる定食よりも安くして、客を呼よび込こもうってわけだ。

「なるほど。周辺区画で地じ力りきを付けてから、なんて悠ゆう長ちような事は言ってられないな……。どうするよ？」

「このまま手をこまねいてはいられない。こうなったら牛うし丸まる亭ていに対たい抗こうして、こっちも一気に攻こう勢せいに出よう」

「何か考えがあるのか？」

　僕ぼくは不敵に笑い、言ってやった。

「僕ぼくも記者会見をやる！」







　記者会見のために資料を作成する事、三日間。

　昼下がりの晴天の下、南東区画にある報道部会議室へと僕ぼくは単身やって来た。牛うし丸まる亭ていが使ったイベントホールと比べて一回り小さい建物だ。

　記者会見なんて生まれて初めてだけど、思いのほか緊きん張ちようはない。もしかしたら花はな上がみに対する怒いかりの方が大きくて、感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

　見たところ記者は五〇人くらい集まっているようだ。僕ぼくが資料を手に壇だん上じようへ上がると、あちこちからフラッシュが焚たかれた。

　記者会見が始まると、適当に記者達たちへあいさつの言葉を並べ、僕ぼくはいの一番に結論を述べてやる。

「我々春日井かすがい食堂チェーン本部は、九月末日までに申しん請せいされた新規加盟店オーナー様方へ、一店てん舗ぽ当たり一〇万ホープを、中央区画へ出店されるオーナー様方には二〇万ホープを支し援えんいたします！」

　僕ぼくの宣言で会場がざわついた。

　記者の一人が手を挙げる。

「資金面での支し援えん策は、無利子で貸し出しという意味でしょうか？」

「いいえ、返さなくていいという事です。九月末日までに契けい約やくしていただける新規オーナー様に限り、支し援えん金は一ホープたりとも返へん還かんする必要はありません。開業したばかりで加盟店の少ない我々は、スピードを何よりも重んじているのです」

　また違ちがう記者が挙手する。

「では中央区画への出店の場合が二〇万ホープなのは、どういった戦略なのでしょうか？」

「中央区画は人口が密集しているため大きな集客数が見み込こまれます。しかしその反面、家賃が高くライバルも多いので、新規オーナー様にとってかなりの負担となるでしょう。そこを支し援えんする事で、春日井かすがい食堂を学園の台所として皆みな様さまに認にん知ちしてもらう戦略です」

　更さらに別の記者が言う。

「先日、花はな上がみグループ傘さん下かの牛うし丸まる亭ていが、牛ぎゆう丼どん並なみ盛もりの大おお幅はば値下げを宣言したばかりです。中央区画へ進出となりますと、かなりの激戦が予想されますが、具体的にどのような経営戦略をお持ちでしょう？」

「正面突とつ破ぱするまでです。牛うし丸まる亭ていさんは優すぐれた経営をなされていると思いますが、我々が負ける事は万に一つもありえない」

「すごい自信ですね……。もしよろしければ、その自信の根こん拠きよとなるものを教えていただきたいのですが」

「いいでしょう。実に簡単な質問です」

　僕ぼくはしばしの間を置いて記者達たちを睥へい睨げいし、拳こぶしを握にぎり締しめて言い放つ。

「春日井かすがい食堂のみそ汁しるは、世界で一番うまいのです！　牛うし丸まる亭ていさんが如何いかに抗あらがおうと、我らの勝利は揺ゆるがないでしょう！」

　その瞬しゆん間かん、どよめきと共にフラッシュが激しく瞬またたいた。

　この日の記者会見により、テレビやネットニュース、各新聞には次のような見出しがでかでかと掲けい載さいされる事になった。

『春日井かすがい食堂、牛うし丸まる亭ていに宣戦布告！』







「しっかし、思い切った事をやったな」

　みそ汁しるを箸はしでつつきながら、耕こう一いちは肩かたをすくめた。

「世間は完全にみそ汁しると牛ぎゆう丼どんのタイトルマッチみたいになってるぞ。大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「こういうのは思い切りが大事だ。春日井かすがい食堂の宣伝にもなって一いつ石せき二に鳥ちようだよ」

　記者会見で大おお見み得えを切ったおかげだろう。新規オーナーからの応おう募ぼが多数集まり、本部設立からわずか二週間で中央区画に二店てん舗ぽ、周辺区画に七店てん舗ぽの、合計九店てん舗ぽがオープンする事となった。

　店てん舗ぽは、自前の物件を持っているならそれを、無ければ安価なユニットハウスを提案し、スピード重視の展開である。

　牛うし丸まる亭ていは中央区画を中心に、全区画へ一五〇店てん舗ぽも展開する怪かい物ぶつだ。現時点での戦力は二〇倍近い開きがある。まずはこの差を埋うめなくてはならない。

「だが、金をばら撒まいて本当に良かったのか？　返って来ないんだぜ？」

「別にドブへ捨てたわけじゃない。あの金は未来への投資だよ」

　僕ぼくは耕こう一いちに言い聞かせてやる。

「フランチャイズの強さは、加盟店の数に比例する。つまりこの戦いは、どれだけ味方の加盟店を増やし、敵の加盟店を圧あつ倒とうするかが勝負の分かれ目になるわけだ。だからこそスタートダッシュでブーストをかけたのさ」

「そのブースト代で自じ販はん機きの売り上げが三分の一近く吹ふっ飛とんだがな」

「たった三分の一だ。あと三ヶ月で一億稼かせがなきゃならないんだから、そのくらい端はした金がねだよ」

「一一〇万ホープが端はした金がねとか言われると、なんか金銭感覚おかしくなってくるな……」

　しみじみとつぶやく耕こう一いち。

　先日まで僕ぼくも貧びん乏ぼう学生だったんだ、気持ちはわからないでもない。

　だけど、自じ販はん機きの儲もうけを食くい潰つぶしてでもやるべきだと踏ふんだのだ。なぜなら加盟店が提供する汁しる物ものを、スパークリンが製造しているからである。

　取りも直さずそれは、加盟店増加に比例してスパークリンの業績が上がるという事であり、株価が上じよう昇しようして大おお倉くら商業の資産が増大する事をも意味する。現に、スパークリン株価は四一〇ホープにまでなり、大おお倉くら商業の保有する株式は一二七〇万ホープに達してなおも上じよう昇しよう中なのだ。

「ひとまず出だしは好調だ。春日井かすがい食堂のチェーン展開は新聞を賑にぎわせたし、夢ゆめ路じさんの店てん舗ぽの売り上げも一日三〇〇食に達したよ」

「その分、お隣となりさんは四し苦く八はつ苦くしてるみたいだな」

　耕こう一いちの言う通り、布ふ施せさんの店てん舗ぽは売り上げが低てい迷めいしているようだった。

　牛うし丸まる亭ていは、元より学園のどこでも食べられる牛ぎゆう丼どん屋チェーンだ。わざわざ学園の隅すみっこにある布ふ施せさんの店てん舗ぽまで足を運ぶ客なんかほとんどいないし、価格が安い他には取り立てて目に留まる要素もない。質で勝まさる春日井かすがい食堂がネームバリューを得た以上、こうなるのは必然だったのだろう。

「まぁ、僕ぼくらは敵を心配してる余よ裕ゆうなんてない。今は店てん舗ぽを増やす策を考えていこう」

　まだまだ安心はできないのだ。宣戦布告をした以上、牛うし丸まる亭ていは次なる手を打って来るはず。

　その予想は八月下げ旬じゆんのある日、現実のものとなる。







《牛うし丸まる亭ていは、九月末日までに新規オープンされるオーナー様に対して、三〇万ホープを支し援えんいたします》

　本部でテレビから放たれたその宣言に、僕ぼくら二人は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　言ったのはもちろん牛うし丸まるである。真っ昼間にまたもやイベントホールで生放送記者会見なんぞをやりやがったのだ。

「あの野や郎ろう……僕ぼくの作戦を叩たたき潰つぶしに来やがったな！」

「敵もさるもの、か……。どうするよ？　こっちも支し援えん金を上げるか？」

「そんなの無理に決まってるだろ。資金力では牛うし丸まる亭ていの方が圧あつ倒とう的てきに上なんだぞ」

　もし僕ぼくらが『支し援えんを四〇万にします』と言ったとする。でもそこで牛うし丸まるに『じゃあウチは五〇万で』と返されたら勝ち目はないのだ。イタチごっこに付き合えるほど僕ぼくらの財さい布ふは豊かじゃない。

「だが、何らかの対策をしないとまずいだろう」

　それもわかっている。わかっているけど、どんな手があるだろう？

　考えていると、耕こう一いちがパッと表情を明るくした。何か閃ひらめいたようだ。

「既き存そんの店てん舗ぽと提てい携けいしたらどうだ？」

「提てい携けいって、何を？」

「既すでにある他業種の店てん舗ぽを間借りする形で展開していくんだ。例えば、大手ファミレスの『スカーレット』辺りはアリだろう」

「確かスカーレットって花はな上がみグループだったと思うけど」

「じゃあ喫きつ茶さ店てんチェーンの『しずく珈琲コーヒー』でもいい」

「それも花はな上がみグループだね」

「『ひまわりパン』は？」

「花はな上がみグループだよ」

「花はな上がみばっかじゃねーか……」

「そりゃあ飲食業界を牛ぎゆう耳じってるとこだからね」

　耕こう一いちは渋じゆう面めんを作り、アゴをさする。

「なら『スクールバーガー』なんかどうだ？　ちと規模が小さいが、根強い人気があるチェーンで、花はな上がみとも無関係のはずだ」

「面おも白しろい案だけど、あれって東側区画にしか展開してなかったはず。それに提てい携けいしたとして、ハンバーガー食べに来た人がみそ汁しる飲むかな？」

「……飲まないだろうな」

　僕ぼくの返しで妙みように落おち込こむ耕こう一いち。それだけ会かい心しんの案だったのかもしれない。ちょっと悪い事をした。

　だけど、案自体は面おも白しろいと思う。提てい携けい先の条件としては、新規店てん舗ぽの開かい拓たくに意欲的で、春日井かすがい食堂と親和性があり、なおかつ花はな上がみの息がかかっていない大手チェーン……。

「……スターマートだ！」

　学園御ご三さん家けの一つであり、花はな上がみグループと正面から張り合える最大手コンビニチェーン。これほど適任は他にないだろう。

「スターマートがどうした？」

「耕こう一いちの案を採用するって事だよ。スターマートなら冷製カニみそ汁しる缶かんの取引をしてるし、提てい携けいしてもらえるかもしれない」

「コンビニでみそ汁しる定食を出すのか？」

「そうさ。コンビニと食堂を合体させるんだ。ほら、イートインコーナーとかあるだろ？　あれを大きくしたと思えばいい」

「ふむ……店内で飯が食えて、買い物もできるのか」

「そういう事。早さつ速そく資料を作ってアポを取ろう！」

「ならこれを使え」

　耕こう一いちが名めい刺しを一枚手て渡わたしてくる。飾かざりっけのない極きわめてシンプルなデザインだ。

「中等部一年、星ほし住ずみきらり……？」

「スターマートの部長さんだ。前にスパークリンへ来たんだ」

　なるほど。缶かん飲料の仕入れとかの関係でかな？　大手なのに下したっ端ぱの営業とかじゃなく、トップが自ら動くのはすごい。

「多少気難しい女だが、話しやすいと思うぞ」

「わかった、電話してみるよ。ありがとう！」

　その後、資料を作成してから連れん絡らくを入れると、ものの一分で話は了りよう承しよう、その日の内にアポが取れてしまった。それも電話して一時間後に会ってくれるという。

　星ほし住ずみきらりさんとやらは、よほどの暇ひま人じんか、めちゃくちゃアクティブな人なのかもしれない。







　スターマート本部ビルは、東区画の中央にあった。

　庭園で飾かざられた花はな上がみグループのミラービルみたいな派手さはないけど、立派で落ち着いた雰ふん囲い気きのインテリジェントビルである。

　中へ入ると、受付のお姉ねえさんの案内で部長室へと向かう事になった。お姉ねえさんがドアをノックし、開く。

　そこにいたのは、中等部のブレザーを着てプリーツスカートをはいた、ショートボブで小麦肌はだのボーイッシュな少女だった。夢ゆめ路じさんほどではないが背は小さく、分度器みたいなジト目が僕ぼくを射い抜ぬいてくる。

「ようこそスターマート本部へ。どうぞ座すわってください」

「あ、どうも失礼します。わたくし、大おお倉くら商業部長の大おお倉くら翔しようです」

　名めい刺しを渡わたすと、相手も僕ぼくに差し出してくる。スパークリンの時はまだ作ってなかったから、僕ぼくにとってこれが初めての名めい刺し交こう換かんだ。

　この子が星ほし住ずみきらりさんか……確かに気難しそうな顔だ。

「それで、スターマートと提てい携けいをしたいとの事でしたね。お話を聞きましょう」

「はい。実は先日、春日井かすがい食堂がチェーン展開する事になりまして、スターマートさんと共同で運営する一体型店てん舗ぽの提案をお持ちしました」

「提てい携けいの条件は？」

「条件は、一体型店てん舗ぽのロイヤリティを半々。それと大おお倉くら商業が持つ春日井かすがい食堂チェーンの株式を、一〇パーセントほど引き受けていただければと」

「他には？」

「新規加盟店に対する支し援えんも共同でしていただけると助かります」

「我々のメリットは何でしょう？」

　ガンガン核かく心しんを突ついてくるな。まぁ変に口達者な奴やつよりは話しやすいけど。

　僕ぼくは持ってきた資料を広げながら、

「今後の新規店てん舗ぽを開かい拓たくする上で、商品数の増加、利便性の向上、売り上げの向上などが見み込こめると考えてます。詳しよう細さいな数字は資料をご覧ください」

　星ほし住ずみさんはサッと資料に目を這はわす。

「提てい携けいするメリットについて、もう少し具体的に」

[image: ]

「簡単に言いますと、コンビニのイートインコーナーを拡大したようなイメージです。テーブルでコンビニ弁当を食べてもいいし、定食を食べながらペットボトルのお茶を買って飲んでもいい。通常なら別々の店てん舗ぽに行かないといけなかったところ、一体型店てん舗ぽへ来れば買い物ができてご飯も食べられるんです。とても便利だし、集客率も上がって双そう方ほうの売り上げも向上すると思います」

「商品数の増加について詳くわしく」

「えーとそれはですね、例えばスターマートさんだけで新たにみそ汁しる定食という商品を提供しようとすると、お金や時間をかけて開発しないといけませんよね。でも春日井かすがい食堂と提てい携けいすれば、既すでに存在するみそ汁しる定食を売る事ができるわけです」

　星ほし住ずみさんはほんの一〇秒ほど目をつむる。そしておもむろに口を開いた。

「春日井かすがい食堂の株式五〇・一パーセントであれば、その条件でお引き受けしましょう」

　……主導権を寄よ越こせ、と来たか。しかし春日井かすがい食堂は夢ゆめ路じさんの魂たましいだ。ほいほい売うり渡わたすわけにはいかない。

「五〇・一パーセントはちょっと……」

「なら、春日井かすがい食堂へ九〇〇万ホープの増資をしましょう。それでは？」

「いやその……だとしても、五〇・一パーセントはかなり厳しいですね。二〇パーセントではどうです？」

「三三・四パーセント」

　三分の一超ちようか。過半数の株主よりは権利の範はん囲いが狭せまいけど、特別決議を単独で拒きよ否ひする権限が手に入るから影えい響きよう力はかなり大きい。とはいえ九〇〇万の増資は助かるし、どうしたものか。

「うーむ……」

「新規加盟店に対する資金援えん助じよもスターマートが全額負担します」

「え、本当ですか？」

「これでもダメなら交こう渉しよう決けつ裂れつですね。今回の話は無かったという事で」

「あ、ちょ、待ってください！」

「良いいですよ。一分待ちます」

　一分しか待たないのかよ。ひどい女だ。

　僕ぼくは必死に考えを巡めぐらせる。

　要するに『金を出すから権利をもっと寄よ越こせ』という条件だ。こちらとしてもさほど悪い話じゃない。何だか彼かの女じよの術中にハマっている気がしないでもないけど……スターマートを味方に引ひき込こめるなら、それもアリのような気がする。

「あと一〇秒です。この話は無かったという事で──」

　げ、もう時間か。というかなんで一分なんだよ、五分くらいくれよ。

　なんて事を言えるわけもなく、僕ぼくは慌あわてて顔を上げた。

「わかりました！　その条件でオッケーです！」

　星ほし住ずみさんはニコリともせずにうなずいた。実に無ぶ愛あい想そな女である。

「では確かく認にんします。提てい携けいした店てん舗ぽのロイヤリティを均等に分配。スターマートが春日井かすがい食堂へ九〇〇万ホープの増資。春日井かすがい食堂の株式三三・四パーセントの買い取り。それから新規加盟店に対する資金援えん助じよをスターマートが全額負担。この四つの条件で間ま違ちがいありませんね？」

「はい……間ま違ちがいありません」

「では他に何かありますか？」

「えっと……それだけです」

「ではお話は終わりですね。詳しよう細さいはまた後日詰つめましょう。私は次の打ち合わせがありますので、この辺で」

　あれよという間に話がまとめられ、僕ぼくはビルの外へ出る運びとなった。

　耕こう一いちが言ってた『気難しいが話しやすい』ってのは、本当にそのままだった。

　それにしても僕ぼくより三つも年下なのに、まるで先生に[image: 叱]しかられている気分だったのはどうしてだろうな。さすがは御ご三さん家けのトップを張るだけはあるという事だろうか。

　その後、スターマートとのスピード提てい携けいにより、状じよう況きようはトントン拍びよう子しに進んで行った。

　この一件はニュースにもなり、話題のおかげで加盟店は一気に増加。まだ九月上じよう旬じゆんなのに、春日井かすがい食堂加盟店は二七店てん舗ぽにまで増えていた。この前までたった九店てん舗ぽしかなかったのに、凄すさまじい伸のび方だ。スターマートさまさまである。

　だけどこれを面おも白しろく思わない人間が学園内にいるわけで。

　花はな上がみの嫌いやらしい攻こう撃げきは、すぐさま明らかとなった。







『牛うし丸まる亭てい、新たに牛みそ汁しる定食を投入。春日井かすがい食堂へ攻せめの一手』

　学園経済新聞の夕刊一面を飾かざったのはそんな見出しだった。

　夜中に本部で新聞を広げながら、耕こう一いちと夢ゆめ路じさんは難しい顔になる。

「なんで今いま更さら新商品なんだ？　しかも牛みそ汁しる定食って……漬つけ物ものの代わりにミニ牛皿が付いただけじゃねーか。パクリかよ」

「耕こう一いちの言う通り、パクリだよ。多分、味も似せてきてるだろう。値段も三〇〇ホープで一いつ緒しよだしね」

「つまんねー事やりやがるな……」

　眉み間けんにシワを寄せる耕こう一いち。夢ゆめ路じさんは黙もくしたまま新聞の文字を目で追っている。

「つまんない手だというのは同感だけど、有効だよ。敵は同質化戦略を採ったんだ」

「同質化戦略……？」

「何だそりゃ？」

　夢ゆめ路じさんは目を瞬またたかせ、耕こう一いちは首をひねった。

「春日井かすがい食堂の一番の売れ筋はみそ汁しる定食だよね。店に来る大半の客が、夢ゆめ路じさんのみそ汁しるを求めて店に来てる。だけどもし同じ物が牛うし丸まる亭ていでも販はん売ばいされたら、みそ汁しるを求めて来ていた客はどうなると思う？」

「そりゃあ……牛うし丸まる亭ていに何割か流れるんじゃないか？」

「そう、客が奪うばわれるんだ」

　業界を率いる大手に対し、規模の小さい挑ちよう戦せん者は差別化戦略で対たい抗こうするのが一いつ般ぱん的だ。大手にはない高品質な新メニューを出せば、一定の客層をつかむ事ができる。

　でもそこで大手がライバルを模も倣ほうし、同じ新メニューを提供したとする。

　すると『どっちに行っても同じ物が食えるんだから、よく知ってる方の店に行くか』と人々に思わせる事ができるわけだ。相手と同質化してライバルの動きを封ふうじる事からその名が付けられたのである。

「うちのチェーンはオープンしたての店ばかりだ。早めに対策を打っておかないとまずいかもしれない。二人とも、何か良いい案はある？」

「……わたしに任せて」

　夢ゆめ路じさんが不意に立ち上がった。若じやつ干かんの幼さが残るその表情には、しかし決然とした意志が感じられる。

「何か思い付いたの？」

「うん。さっき翔しよう君、同質化戦略っていうのを教えてくれたよね？　わたしね、他の事はダメダメだけど、料理だけは自信があるの」

　それは僕ぼくも認めるところだ。天然で鈍どん感かんでたまにドジっ娘こだけど、夢ゆめ路じさんの料理は本当にうまい。でもそれと同質化戦略に何の関係があるのか？

「……夢ゆめ路じさん、まさか？」

「そのまさか」

　僕ぼくが言うよりも早く、彼かの女じよは力強くうなずいた。

「わたしも牛ぎゆう丼どんを作る。こっちもその同質化戦略っていうのをやろうよ」

「春日井かすがい食堂で牛ぎゆう丼どんを、か……」

　僕ぼくは腕うでを組み、考える。

　本来、同質化戦略はマーケットシェアにおいて主導権を握にぎる大手の側が仕し掛かけるものだ。僕ぼくら挑ちよう戦せん者側が採るべき戦略じゃない。同じ戦略を採った場合、得てして規模の大きい側が勝つからだ。

　だけど、料理の腕うで前まえで夢ゆめ路じさんと肩かたを並べられる人など、この学園には一人もいないと僕ぼくは断言できる。そして春日井かすがい食堂の新規店てん舗ぽの多くは一体型店てん舗ぽだから、スターマートの威い光こうにあやかる事もできるだろう。

　これは賭かけだ。夢ゆめ路じさんを信じるか、否か。そして彼かの女じよの腕うで前まえを知っていれば、信じる以外の選せん択たく肢しなどありえない。

　決意と同時に顔を上げ、僕ぼくは彼かの女じよへ向き直った。

「……わかった。夢ゆめ路じさんに任せよう」

「うん！　見てて、本家の牛ぎゆう丼どんよりもおいしいのを作るから！」







　その二日後の朝、春日井かすがい食堂モデル店の大おお鍋なべにはすでに牛ぎゆう丼どんの具材が煮に込こまれていた。

　そのおいしそうな香かおりは食堂の外まで漂ただよっている。もう前を通っただけで食欲がそそられてしまうじゃないか。

「もうできたの？」

「うんっ！　がんばったよ！」

　元気よくうなずく夢ゆめ路じさん。恐おそるべき開発速度だ。

「もう用意してるんだけど、試食してみてくれる？」

「もちろんさ！」

「じゃあ持って来るね！」

　そう言ってトタトタと駆かけてゆき、お盆ぼんを手に戻もどって来くる。

　差し出されたのは見事な牛ぎゆう丼どんだった。湯気の立つご飯の上に牛肉や玉ねぎ、白ネギが盛りつけられ、甘あま辛からい香かおりのつゆがたっぷりとかかっている。

「うまい!?」

　一口食べた瞬しゆん間かん、僕ぼくは思わず叫さけんでいた。

　牛肉はトロトロになるほど柔やわらかくて、玉ねぎや白ネギはホクホク。全体的につゆが絡からんでしっかり味が付いている。

「何だこれ、すごいよ！　こんなにうまい牛ぎゆう丼どん、今まで食べた事ないよ！」

「えへへ。でも一杯ぱい四〇〇ホープになっちゃうんだけどね。牛うし丸まる亭ていの価格と同じにしたら、どうしても味が落ちちゃって……」

「いや、これでいい。このうまさで四〇〇ホープならむしろ安いくらいだよ」

「そ、そうかな？」

「そうさ。いいかい、僕ぼくらは規模で牛うし丸まる亭ていに負けている。だから価格競争をしちゃダメなんだ。安さで惹ひきつけた客は安さですぐ離はなれていくし、大手ほど価格を安くしやすいからね」

　そう説明すると、夢ゆめ路じさんも納なつ得とくしてくれたようだ。ひまわりのような満開の笑え顔がおを僕ぼくに向けてくる。

　その時、食堂入り口に人の気配がした。

　立っていたのは、ボリューミーなツインテールの女子生徒。隣となりで牛うし丸まる亭ていオーナーをし、夢ゆめ路じさんに嫌いやがらせを仕し掛かけてくる炭酸女こと布ふ施せ舞まい花かさんである。

「こっちから牛ぎゆう丼どんの匂においがすると思ったら……あんたも作ってたの……」

　布ふ施せさんは目の下にクマを作り、髪かみもちょっとほつれ気味。表情もどんよりと曇くもっていて何だか疲つかれた様子だった。

「何の用だ？」

「別に……敵情視察よ」

「その割にはいつもの覇は気きがないな……」

　そんな僕ぼくの怪け訝げんな眼まな差ざしを気にした風もなく、布ふ施せさんはテーブル席にどっかりと腰こしを据すえた。朝飯食いに来たのかよ。

「とりあえず、牛ぎゆう丼どんを一杯ぱいいただこうかしら」

「悪いけど、まだ試食段階だぞ」

「お金なら払はらうわよ。いくら？」

「四〇〇ホープだけど……って、金の問題じゃなくてさ」

　けれど夢ゆめ路じさんが僕ぼくの袖そでを引っ張ってくる。

「いいよ、食べてもらおうよ。せっかくいっぱい作ったんだし」

　言われて僕ぼくも考える。

　……まぁ牛うし丸まる亭ていは元々牛ぎゆう丼どん屋なんだから、メニューをパクったりはできないか。食べたところでレシピまでコピーできるわけもなし。

「夢ゆめ路じさんがそう言うなら……」

「じゃあ用意するね！」

　そうして持って来られた牛ぎゆう丼どんをひとしきり観察し、匂においを嗅かぎ、箸はしで肉を広げたりした末、布ふ施せさんは「いただきます」と手を合わせた。

「……っ!?」

　一口食べた瞬しゆん間かん、布ふ施せさんは目を大きく見開いた。まるで落らく雷らいを受けたみたいな表情だ。

「どう？　おいしい？」

「……ふ、ふん。ふえふ別ににたい大ひしたたこと事なないいふあわねね。ううひちののひゆうほん牛丼ののほう方ががやふ安いいひし」

　一いつ瞬しゆんたりとも箸はしを休めずパクパク食べながら言う布ふ施せさん。説得力など微み塵じんもない。せめて口の中の物を飲のみ込こんでから喋しやべってくれ。

　食べ終えるのはあっという間だった。作法もヘッタクレもなく、猛もう練習を終えた野球部員のようにガツガツとかき込こんだのだから当然だろう。

「ふぅ、ごちそうさま。極きわめて普ふ通つうの牛ぎゆう丼どんだったわ。あまりにも普ふ通つう過ぎて全然大した事なかったわ。うちのより高いし」

　頰ほおにごはん粒つぶを付けて負まけ惜おしみのように言い放つ。そして布ふ施せさんは四〇〇ホープをテーブルに置き、ふらふらと食堂を後にした。

「何だったんだろう？」

「仕事しすぎで疲つかれてるんじゃないかなぁ。最近ずっと一人で営業してるみたいだし」

「バイトは？　たしか数人いたよね？」

「ここしばらく見てないよ。うちのお客さんも心配してるみたいだけど、聞いても教えてくれないんだって」

　なるほど……。布ふ施せさんはオーナー自らワンオペで働き詰づめなのかもしれない。もしそうだとしたらとんだブラック企き業ぎようだな。







　夢ゆめ路じさん特製牛ぎゆう丼どん発売から一週間が経たった、九月中ちゆう旬じゆん。

「やったよ翔しよう君！」

「うわっ!?」

　朝、いつも通り春日井かすがい食堂へ顔を出すと、割かつ烹ぽう着ぎ姿の夢ゆめ路じさんが抱だき付ついてきた。

　小さいながらも柔やわらかい体が押おし付つけられ、心臓が破は裂れつしそうなほど跳はねまわる。

「な、何？　どうしたの？」

「あっ……」

　我に返ったのか、顔を赤くして離はなれる夢ゆめ路じさん。もうちょっとくっついてても良かったのに。

　彼かの女じよは手に持っていた週刊誌を開き、

「あの、これ読んで」

『春日井かすがい食堂が牛ぎゆう丼どん業界に殴なぐり込こみ！　牛うし丸まる亭てい加盟店から悲鳴も』

　ページには鮮せん烈れつな見出しが躍おどっていた。

　牛ぎゆう丼どん屋よりうまい牛ぎゆう丼どん、奇き跡せきのどんぶり飯、記者もハマった──などなど。記事の内容も夢ゆめ路じさんの牛ぎゆう丼どんを絶賛する言葉が並んでいる。

　なるほど。これだけ褒ほめられたら、そりゃあ嬉うれしいだろう。一食四〇〇ホープと本家より高いけど、それを物ともしない売れ行きに業界全体が驚おどろいているらしい。あと牛ぎゆう丼どん開発者である夢ゆめ路じさんの可愛かわいさについて言げん及きゆうしているところもポイントが高い。

「ふむ、この記者はよくわかってるな」

「あれ？　驚おどろかないの？」

「この結果は僕ぼくにとって当然過ぎて、驚おどろくに値あたいしないよ。夢ゆめ路じさんが作る牛ぎゆう丼どんなら世界一おいしいに決まってるからね」

「え、えっと……うん、ありがと」

　手をモジモジさせながら赤くなる夢ゆめ路じさん。頭を撫なでてあげたい。

　さておき、夢ゆめ路じさんの牛ぎゆう丼どんのおかげでかなり優位に立ったと言っていいだろう。

　現在、春日井かすがい食堂の加盟店は着々と増え、中央区画に一一店てん舗ぽ、周辺区画に三一店てん舗ぽの、合計四二店てん舗ぽにまでチェーンは拡大している。

　中央区画に出店した加盟店は軒のき並なみ一日五〇〇食以上を売り上げ、常時三人体制でないと回らないほどの繁はん盛じようっぷりだ。

　逆に言うと、それだけライバル店てん舗ぽの客を奪うばっているという事でもある。文字通り、牛うし丸まる亭ていの加盟店オーナー達たちから悲鳴が上がっているわけだ。

　一部のオーナーは早々に牛うし丸まる亭ていに見切りを付け、春日井かすがい食堂に乗のり換かえる事態にまで発展している。まるでオセロみたいな状じよう況きようである。

　一連の流れは、業界全体を震しん撼かんさせる事となった。

　その余波かどうかは知らないけど、布ふ施せさんの店はシャッターが下り、『本日休業』なんて張り紙がしてある。ここしばらく働き詰づめだったみたいだし、それもしょうがないだろう。彼かの女じよの安あん眠みんを、少しくらいなら祈いのってやってもいいかもしれない。

「ねぇ翔しよう君、耕こう一いち君はどうしたの？」

　ふと思い立ったように夢ゆめ路じさんは言った。

「そういえば今朝けさは見てないな」

「いつも翔しよう君と一いつ緒しよの時間に来るのに、どうしたのかな？　二人の朝食はもう作っちゃったんだけど」

「連れん絡らくしてみるよ」

　僕ぼくはスマホで耕こう一いちに電話をかけてみる。だが繫つながらない。一分くらいコールしたけど、まったく反応はなかった。

「出ないの？」

「うん。まだ寝ねてるのかも」

「起こしてあげた方がいいんじゃないかな？　朝ご飯食べそびれたら可か哀わい想そうだし」

「それもそうだね。まったくしょうがない奴やつだ……」

　やれやれ、と肩かたをすくめ、僕ぼくは耕こう一いちの寮りようへ向かう事にした。

　耕こう一いちの寮りようは春日井かすがい食堂からさほど離はなれていない場所にある。大通りからほど遠く、路地裏と言って差さし支つかえない場所に立つボロい学生寮りようだ。

　耕こう一いちの部屋は二階である。

　着いてすぐインターフォンを押おしてやる。だが何の返事もない。何度か押おしてみたけど、中からは物音一つ聞こえなかった。

「おーい、耕こう一いち。いないのか？」

　どこかに出かけたのだろうか？　でもこんな朝早くに飯も食わず耕こう一いちが出かける用事なんてそうそうないと思うんだけどなぁ。

　疑問に思いながら踵きびすを返かえすと、遠目に高等部の制服を着た男女二人が歩いているのが見えた。

　片方はふさふさのツインテールに白い肌はだで、肩かたに通学鞄かばんをかけた女子──あれは布ふ施せさんじゃないか？

　もう片方は……ここからじゃ誰だれかわからないけど、男子生徒なのは間ま違ちがいない。向かう先はおそらく南東区画公園だろう。

　何だか嫌いやな予感がした。

「まさか、耕こう一いちの奴やつ……？」

　急いで僕ぼくは二人の後を追う。

　朝方なので歩いている人がほとんどおらず、見失う事はなかった。横から観察してみたけど、やはり間ま違ちがいない。あれは耕こう一いちと布ふ施せさんだ。彼かの女じよが牛うし丸まる亭ていを本日休業にしたのはこのためだったのかもしれない。

　やがて南東区画公園たどり着いた。体育館やプール施し設せつが隣りん接せつする裏手まで二人は進み、僕ぼくも茂しげみに隠かくれて程ほどよい距きよ離りを取る。

　布ふ施せさんは腰こしに手を当てて大きな胸を張り、

「笹ささ錦にしき君、朝っぱらから呼び出してごめんなさいね」

「別に構わんが、俺おれに何の用だ？」

「あなたと取引がしたいの」

「取引だと……？」

「そ、取引。あなたが持ってる大おお倉くら商業の株を全部売って欲ほしいのよ」

　嫌いやな予感は当たりだったようだ。

　そして同時に、僕ぼくは自分が致ち命めい的なミスを犯おかしていた事に遅おそまきながら気付いた。

　どうして僕ぼくは五一パーセント持っておかなかったんだ……っ！

　大おお倉くら商業は、僕ぼくと耕こう一いちが一〇〇万ホープずつ資本金を出して作った株式クラブである。つまり、僕ぼくと耕こう一いちがそれぞれ五〇パーセントずつ株式を保有しているのだ。

　株式保有比率とは所有権の比率であり、経営方針を決める際の議決権の強さでもある。

　僕ぼくらは互たがいに仲間と認め合い、協調しながら大おお倉くら商業を経営してきた。耕こう一いちが僕ぼくに経営方針を委ゆだねてくれていたからこそ、今まで滞とどこおりなく事業展開ができたのだ。

　だけどもし、耕こう一いちの持つ五〇パーセントの株式が、僕ぼくに敵意を持つ第三者の手に渡わたってしまったらどうなるか？

　簡単だ。これからの事業が滞とどこおるのである。

　スパークリンの株式三一パーセントも、春日井かすがい食堂チェーンの株式一五・六パーセントも、大おお倉くら商業名義で保有している。それらに対する影えい響きよう力も、当然ながら大おお倉くら商業の株主──僕ぼくと耕こう一いちにある。

　第三者が耕こう一いちから株式を買い取ったとして、僕ぼくを妨ぼう害がいしたければ、僕ぼくが何かを決定しようとする度たびに反対すればいい。それだけで大おお倉くら商業は鎖くさりで縛しばられたみたいに身動きが取れなくなってしまう。

　顔から血の気が引き、手が震ふるえる。まだまだ蒸むし暑あつい季節なのに、冷ひや汗あせがどっと噴ふき出だしていた。

　耕こう一いちは布ふ施せさんの顔をじっと見つめながら、

「……ちなみに買い取り価格はいくらのつもりだ？」

「そうね、一〇〇〇万ホープでどうかしら？」

「五〇パーセントを一〇〇〇万だと？」

「ええ。もしＯＫしてくれるなら今この場でお渡わたしするわ」

　耕こう一いちは訝いぶかしげに布ふ施せさんを観察する。彼かの女じよが肩かたにかける通学鞄かばんに注目しているようだ。

「そんな大金を持っているようには見えないが……」

「小切手に決まってるでしょう？」

　布ふ施せさんが鞄かばんから紙切れを出した。金額が書かれていない小切手だ。

「……質問してもいいか？」

「いいわよ」

「大おお倉くら商業は自じ販はん機きでチマチマ儲もうけるだけの零れい細さいクラブだ。借金も一〇〇〇万ホープある。そんなクラブの株式に一〇〇〇万もの価値があるとはとても思えないが」

　その評価は正確じゃない。僕ぼくらは学園の全区画に一二〇台の自じ販はん機きを持っている。一台当たり一日平均八〇本くらい売れており、諸経費を差っ引くと年間四〇〇〇万ホープほどの利益を上げる計算だ。

　しかも、大おお倉くら商業はスパークリンと春日井かすがい食堂チェーンの大株主でもある。

　創部から日が経たっておらず不安定というマイナス面まで考こう慮りよしたとして、どんなに安く見積もっても七〇〇〇万、条件次し第だいでは一億だって狙ねらえるだろう。

　布ふ施せさんは仄ほの暗ぐらい笑えみを浮うかべていた。おそらく買い取り価格を値切るために、耕こう一いちの評価が誤りだと知った上で、あえて指し摘てきしていないのだろう。

「あなたが価値を決める必要はないわ。大事なのは、売るか売らないかよ」

「なぜ大おお倉くら商業の株を欲ほしがる？」

「理由なんてどうでもいいじゃない。欲ほしがっている人がいるから買うの」

「ほう……？　欲ほしがっている人がいるのか」

　布ふ施せさんの顔が歪ゆがんだように見えた。小さく舌打ちの音が聞こえてくる。どうやら今の返答は失言だったようだ。

「あれこれ詮せん索さくするのはやめてちょうだい。それより売ってくれるの？」

　耕こう一いちは腕うでを組み、難しい顔で何事かを考かんがえ込こんでいる。数十秒が経過したが、沈ちん黙もくしたままだ。僕ぼくは祈いのるような気持ちで奴やつの横顔を注視する。

　やがて耕こう一いちはゆっくりと口を開き、言った。

「……一〇〇〇万じゃ安いな。値段によっては考えてもいいんだが」

　その言葉を聞いて、僕ぼくは胸が締しめ付つけられる思いだった。あいつなら、一も二もなく断ってくれると心の何処どこかで信じていたのだ。

　だけど全ては後の祭り。悪いのは耕こう一いちじゃない。こういう事態を想定し、対策してこなかった僕ぼくが愚おろかだったんだ……。

　布ふ施せさんはつまらなそうに鼻を鳴らして、

「なら一二〇〇万でどう？」

「ダメだな、安すぎる」

「一三〇〇万」

「一〇億だ」

　思わず僕ぼくは顔を上げた。一いつ瞬しゆん、聞き間ま違ちがえかと思った。

　見れば、布ふ施せさんも目を剝むいて固まっていた。驚おどろいたのは僕ぼくだけじゃなかったようだ。

「じゅ、一〇億ですって……？　あなた、桁けたを間ま違ちがえてないかしら？」

「間ま違ちがいなく一〇億だ。びた一文まからんぞ」

　耕こう一いちの声は真しん剣けんそのものである。奴やつは本気で、大おお倉くら商業の株式五〇パーセントを一〇億で売ると言っているのだ。

　布ふ施せさんは一気に不ふ機き嫌げんになったようだった。眉まゆを寄せて口元を歪ゆがめている。

「とても割に合わないわね。一億ホープでも高すぎる」

「なら交こう渉しよう決けつ裂れつだな。腹が減ったから俺おれは帰る」

「待ちなさい！」

　踵きびすを返かえそうとする耕こう一いちを、布ふ施せさんは苛いら立だたしげに呼び止めた。

「なんだ？　一〇億払はらう気になったか？」

「あんた、それ本気で言ってるの？」

「そのつもりだが」

「あのね、さっきあんたが言った通り、大おお倉くら商業の株式は一〇〇〇万ホープの価値もない。それをあたしは親切にも一三〇〇万ホープで買い取ると言ってるのよ？」

　その言葉を、耕こう一いちは一いつ笑しように付す。

「親切だと？　冗じよう談だんも休み休み言え。大おお倉くら商業は、自じ販はん機きビジネスだけでも月商一〇〇〇万ホープ以上。そして俺おれ達たちが三一パーセント保有するスパークリン株価は、今や五〇〇ホープを超こえている。その資産価値だけでも一五〇〇万以上あるだろう。更さらに一五・六パーセント保有する春日井かすがい食堂チェーンは牛うし丸まる亭ていを圧あつ倒とうする勢いで急成長中。一三〇〇万どころか、その倍でも安すぎる」

「くっ……」

　ギリギリ、と歯は嚙がみする布ふ施せさん。

「俺おれを無知蒙もう昧まいなド素人しろうとと見たお前の判断ミスだ、猛もう省せいしろ」

　耕こう一いちの奴やつ、わざと大おお倉くら商業を過小評価してたのか……。それで相手の油断を誘さそったと。

　考えてみれば耕こう一いちもスパークリン部長だし、部屋には株関係の本がいっぱいあった。中身は熟女の半はん裸ら本だったけど、本来の中身だってどこかにあるはず。あいつ、本当に勉強してくれていたんだな。

「……だったら五〇〇〇万ホープ出すわ。それならいいでしょう？」

「お前は話を聞いてなかったのか？　俺おれは一〇億なら考えてやってもいいと言ってるんだ」

「今売れば、あんたはほんの数ヶ月で五〇〇〇万を稼かせいだ事になるのよ？」

「そんな端はした金がねを稼かせぐために、俺おれは翔しように手を貸したわけじゃない」

「なら……一体何のためなのよ!?」

「春日井かすがいさんが好きだからだ」

　その言葉に、僕ぼくはぶん殴なぐられたようなショックを受けた。呼吸する事さえ忘れるほど、目の前のやりとりに見入ってしまっていた。

　夢ゆめ路じさんが好き……？　耕こう一いちが？

　耕こう一いちは淡たん々たんとした口調で話を続ける。

「俺おれは春日井かすがいさんが大好きだ。そして春日井かすがい夢ゆめ路じさんを大切に想おもう大おお倉くら翔しようという男を、俺おれは何よりも代えがたい親友だと思ってる。あいつほど他人のために人生を懸かけられる奴やつを、俺おれは今まで見た事がない。あいつほど春日井かすがい夢ゆめ路じさんを大切にする奴やつを、俺おれは今後見る機会はないだろう。そんなバカで一いち途ずで真しん剣けんな奴やつだからこそ、俺おれは手を貸そうと思ったんだ」

　耕こう一いちの心の内を知って、僕ぼくは先ほどと違ちがう意味で震ふるえていた。僕ぼくの本気の思いを、あいつは誰だれよりも理解してくれていたんだ。

「……自分の気持ちに噓うそを吐ついてまで、大おお倉くら君を助けるというの？」

「噓うそなんか吐ついてないぜ。これが俺おれの本心なんだからな」

「バカな男……。もういいわ、それなら力ずくでねじ伏ふせるから」

「っ!?」

　布ふ施せさんが鞄かばんに手を突つっ込こみ、耕こう一いちも財さい布ふを手に身構えた。

「……何を願うつもりかは知らんが、他人の株を奪うばい取とるようなのは叶かなえられないぜ？」

「別に奪うばったりしないわ。極きわめて真っ当な事を願うだけよ。でも、そうね。特別に教えてあげる。あんた達たちの仕入先に圧力をかけようと思っているの」

「何……？」

「株式クラブアグリカルチャーシステムへ、あんた達たちの関連クラブに商品を卸おろさないように伝えるのよ」

　アグリカルチャーシステムと言えば、耕こう一いちが見つけてきた食材の仕入先だ。僕ぼくも植物工場の見学に行ったけど、なかなか質が良かったので今では春日井かすがい食堂でも一部利用している。

「バカ言うな、そんな事できるわけが……」

「できるわよ。拒きよ否ひすれば花……他の取引を全部やめさせると言えばいいんだし」

　その言葉で、耕こう一いちは顔を真まっ青さおにした。

　一体何の話をしてるんだ……？

　確かにここを抑おさえられると多少痛手ではある。スパークリンとの取引が始まってからは、植物工場をみそ汁しるの具材生産に特化し、安定供給できるよう動いてくれているし。

　だがこの辺は畑が多く、農業クラブや農学部の学生なんかも集まっている。おいしい野菜の取引先なんて探せば他にもあるはずだ。

　そんな疑問は、次に発せられた布ふ施せさんの言葉で氷解した。

「そういえばアグリカルチャーシステムの経営者って、去年潰つぶれた株式クラブ機械製造部の元部長さんだったかしら？」

「てめぇ……きたねぇぞ！」

「あらあら、負け犬の遠とお吠ぼえほど見苦しいものはないわねぇ」

　……なるほど。

　つまるところ、私情を突ついた作戦というわけだ。

　詳くわしい事は知らないが、耕こう一いちがかつて所属していた機械製造部の元部長という事は、それなりに親しいのだろう。ビジネスの方でも資本関係がないのに協力的に動いてもらっていたようだし。

　そこに圧力をかけるという事は、その関係を破は壊かいするようなものだ。

「まぁでも、あたしだって鬼おにじゃないわ。あんたが大おお倉くら商業の持ち株を全部譲ゆずってくれるなら、圧力をかけるのはやめておいてあげる。素す敵てきな取引でしょう？」

「ふざけるな！　そんなやり口が通るわけないだろうが！」

「なら抵てい抗こうする？　別に構わないわよ。あんたの資金力でできるならね」

「上等だ！　やれるもんならやってみやがれ！」

　耕こう一いちと布ふ施せさんが財さい布ふからキャッシュカードを抜ぬいた。

　そして互たがいに睨にらみ合あい、高らかに願いを放つ！




「アグリカルチャーシステムの取引すべてに圧力をかけなさい！」

「布ふ施せ舞まい花かの願いを打ち消せ！」




　双そう方ほうに七色の粒りゆう子しがきらめいた。

　耕こう一いちの周囲がヒビ割れたように、その空間を歪ゆがめる。

　布ふ施せさんの願いが勝ったのだ。

「バ、バカな……こっちは二〇万以上使ったんだぞ。てめぇ、いくら注つぎ込こんだんだ!?」

「言う必要はないわね」

　耕こう一いちは崖がけっぷちに立たされたように苦く渋じゆうの表情を見せる。

　この様子だと奴やつの資金は尽つきたのだろう。

「でもあなたが大おお倉くら商業の株を譲ゆずってくれるなら、この願いは取り消してもいいわよ。株はちゃんと買い取るし、アグリカルチャーシステムについても悪いようにはしない。どうかしら？」

　布ふ施せさんは更さらなる一手を打ってくる。

　追おい詰つめるだけではなく、交こう渉しようの逃にげ道みちを用意していたわけだ。

　僕ぼくらがアグリカルチャーシステムを切り捨てるのはたやすい。でもみそ汁しるの具材生産に特化して機材をそろえた矢先となると、新しくできたばかりの零れい細さいクラブではやっていけないだろう。僕ぼくらが切り捨てずとも、花はな上がみグループとの取引がなくなれば、耕こう一いちの友人は大量に在庫を抱かかえて破産してしまうかもしれない。

　僕ぼくは財さい布ふから一〇〇ホープ硬こう貨かを取り出した。

「布ふ施せさんの願いの内容を教えてくれ」

　小さな声で願うと同時に、手の中の硬こう貨かが光の粒りゆう子しとなって消しよう滅めつ。そして機械的な声が僕ぼくの頭の中で響ひびく。




・願い主

　高等部二年三組、布ふ施せ舞まい花か

・願いの内容

　アグリカルチャーシステムの取引すべてに圧力をかけなさい！

・投資額

　残り二七万六〇〇〇ホープ。




　耕こう一いちの話を含ふくめると、布ふ施せさんはおそらく五〇万ホープくらい使ったのだろう。

　もはや耕こう一いちに勝ち目はない。僕ぼくが出ないと確実に負ける。

　だけど今僕ぼくが出たら、話を盗ぬすみ聞ぎきしていた事がバレてしまう。耕こう一いちが今まで黙だまっていたのは、おそらく夢ゆめ路じさんへの想おもいを僕ぼくに知られたくなかったからだろう。その気持ちを踏ふみにじってしまっていいのか？

「もう諦あきらめなさい。あなたはよくがんばった。ここで株を売ってしまっても、誰だれもあなたを責めたりできないわ。元々その株はあなたのお金で買ったんだから」

　布ふ施せさんが優やさしい声で誘さそうように告げる。母性さえ感じさせる微笑ほほえみをたたえ、苦しみからの解放を訴うつたえてくる。

　だがそれでも耕こう一いちは首しゆ肯こうしなかった。苦く渋じゆうに顔を歪ゆがめつつも、今なお戦う術すべを模も索さくしている。

　……僕ぼくは間ま違ちがっていた。耕こう一いちの気持ちがどうのなんて、見苦しい言い訳だ。バレて困るのは耕こう一いちじゃない、単に僕ぼくが後ろめたいだけなのだ。

　耕こう一いちは自分の気持ちを殺してでも、今まで僕ぼくを助けてくれた。だったら僕ぼくも助けなきゃいけない。絶対にあいつを見捨てちゃいけない。

　今ここで耕こう一いちを助けなければ、僕ぼくは親友失格なんだ！

「そこまでだ！」

　僕ぼくは草むらから飛び出した。それを見た耕こう一いちが後ろ向きにすっ転ぶ。

「うおっ、どっから出て来たんだお前!?」

「それは後にしよう。今は布ふ施せさんだ」

　尻しりもちをつく耕こう一いちをかばうように、僕ぼくは布ふ施せさんと対たい峙じする。

　彼かの女じよも驚おどろいたみたいだけど、出て来たのが僕ぼくだと知ってか、すぐに余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

「一体どうやってここに来たかは知らないけれど……まぁいいわ。こうなったら二人まとめて相手してあげる！」

「無む駄だだよ、布ふ施せさん。あんたじゃ僕ぼくに勝てない」

「はぁ？　何なの、ハッタリかしら？」

　嘲ちよう笑しようする布ふ施せさんの前で、僕ぼくは財さい布ふから赤いカードを取り出す。

　学園銀行が発行する僕ぼく名義のキャッシュカードだ。裏うら面めんには一〇〇万の数字が液えき晶しようで表示されている。大おお倉くら商業で得た役員報ほう酬しゆう二ヶ月分である。

　それを構え、僕ぼくは願ってやった。

「布ふ施せさんがかけた願いを打ち消せ」

　瞬しゆん間かん、布ふ施せさんの周りに半透とう明めいの粒りゆう子しが舞まった。まるでガラスが割れたように、空間に亀き裂れつが走る。

「なっ!?」

　彼かの女じよは一転、顔を青くする。

　だが僕ぼくは追つい撃げきの手を緩ゆるめたりしない。

「布ふ施せさんの小切手を持ち主に郵送だ」

「ちょ……待っ……」

　布ふ施せさんの手元から小切手が消えた。同時に僕ぼくの周囲に再び光の粒りゆう子しが散る。

「水着に着き替がえろ」

「っ!?」
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　布ふ施せさんがスクール水着姿に変身した。ホープで隣となりのプール施し設せつから購こう入にゆうしたものだ。その金額に応じた濃のう密みつな粒りゆう子しが僕ぼくらの体を明るく照らす。

「やれやれ、一〇万ホープ程度でホイホイ着き替がえるとは……よほど金かプライドが無いんだな」

「くぅぅっ……」

　顔を赤くし胸むな元もとを腕うでで隠かくす布ふ施せさん。

「さぁ、これであんたは丸まる腰ごしだ。まだ抵てい抗こうする？」

「そ、それは……」

「ああ、そうそう。アグリカルチャーシステムの取引は全部僕ぼくらで引き受けるよ。何なら、スターマートにも協力してもらう。だから帰ってから好きなだけ圧力をかけてくれ」

　後ずさりする布ふ施せさん。僕ぼくは冷れい徹てつな表情を作って言う。

「布ふ施せさんが誰だれの差さし金がねで動いているかは、大体予想が付いてる。そいつに伝えてやれ。一〇億ホープ払はらうなら、大おお倉くら商業の株式を一株くらい売ってやってもいいってね」

「くっ……本当にバカな男！」

「お互たがい様だよ」

「後こう悔かいしても知らないわよ！」

　エサを奪うばわれた犬っころみたいに歯は嚙がみしながら、布ふ施せさんはくるりと背を向ける。そして苛いら立だちをぶつけるように茂しげみを一蹴けりし、足早に走り去ってしまった。

「翔しよう……なんでここに？」

「後をつけたんだよ。悪い……実は最初から話を聞いてた。盗ぬすみ聞ぎきするような真似まねをしてごめんよ」

　僕ぼくは耕こう一いちに歩み寄った。服に付いた土を払はらい、肩かたを貸してやる。

「そ、そうか……。まぁ、いいんじゃないか？　別にやましい話をしていたわけじゃねーし」

「そうだけど、でもお前の気持ちを聞いてしまったんだ。その上で、耕こう一いちは僕ぼくに手を貸してくれている。なんて詫わびたらいいか……」

「春日井かすがいさんの事なら気にするな。俺おれが勝手にお前を助けたいと思っただけだ」

「だけどっ！」

「翔しようが気に病やむ事は何一つない。俺おれが富と美み子こさんを愛しているから、お前を助けたいんだ」

「そうだとしても…………………………………………………………富と美み子こさんって誰だれ？」

　思わず声が上うわ擦ずってしまった。

　本当に誰だれかわからない。聞き間ま違ちがえかな？　僕ぼくらの周りにそんな名前の人いたっけ？

　耕こう一いちは訝いぶかしげに眉まゆを寄せて僕ぼくを見る。

「誰だれって、春日井かすがいさんに決まってるだろうが。お前は何を言ってるんだ？」

「いやいやいやいや！　夢ゆめ路じさんは富と美み子こじゃないぞ、お前こそ何言ってんの!?」

「だから春日井かすがい富と美み子こさんだよ。夢ゆめ路じさんはその孫だ」

「婆ばあさんの事かよっ!?」

　予想の斜ななめ上をいく話に僕ぼくは面食らった。婆ばあさんそんな名前だったのか。

　いや、まぁね。たしかに耕こう一いちの部屋には熟女本があったさ。でもそれを二回り以上飛とび越こえて実は老女好きとか、わかるわけないだろ！

「耕こう一いち、お前今一六歳さいだよね。婆ばあさん何歳さいなの？」

「御おん年とし七六歳さいだ」

　六〇歳さい差さかよ！　半世紀以上離はなれてるじゃないか。もし婆ばあさんがＯＫしたら、とんでもない歳としの差カップルが誕生しちゃうぞ。

「……なぁ耕こう一いち、考え直した方がよくないか？　相手は既き婚こん者で、子供どころか孫までいるんだよ？」

「俺おれは一向に構わんぞ。愛の前には社会的ステータスや年ねん齢れいの壁かべなど塵ちり芥あくたに等しい」

「相手はしわくちゃの婆ばあさんだよ？」

「富と美み子こさんを悪く言うんじゃねぇ！　あの人の良さは内面にあんだよ！」

　ガチで怒いかっていらっしゃる。ダメだ、僕ぼくが何を言っても無む駄だっぽい。

　うん……まぁ、本人が良いいというなら良いいような気もしてきた。少なくとも他人がアレコレ言う問題じゃないのは確かだ。

「悪かったよ……ごめん。婆ばあさんはいつも無ぶ愛あい想そだし口も悪いけど、何だかんだで優やさしいところもあるもんな」

「うむ、そうだろう！　わかってくれればいいんだ」

　本当はまだ全然吞のみ込こめてないんだけどな。

　でも、せめて僕ぼくだけは理解してやるべきだろうと思った。耕こう一いちが僕ぼくを手助けしてくれたように、僕ぼくも耕こう一いちを受け入れる。それができてこそ親友ってものだ。

　しかしなぁ……僕ぼくと夢ゆめ路じさん、耕こう一いちと婆ばあさんのカップルが成立したとしたら、耕こう一いちは僕ぼくの友人であり、かつ義理の爺じいさんになるわけか……。

　人間関係とはかくも複雑怪かい奇きなものなのかと、僕ぼくは春日井かすがい食堂を目指しながら嘆たん息そくするのだった。













　時が経たち、一〇月中ちゆう旬じゆんの朝飯時。

「春日井かすがい食堂逆転、牛うし丸まる亭ていを抜ぬいて首位に……か」

　食堂のテーブルで学園経済新聞を広げながら、耕こう一いちがボソリとつぶやいた。

　ついに春日井かすがい食堂の加盟店が一〇〇に達し、牛うし丸まる亭ていの数を上回ったのだ。当初あった牛うし丸まる亭てい一五〇店てん舗ぽは、今や九六店てん舗ぽにまで数を減らしている。個々の売り上げは圧あつ倒とう的てきに春日井かすがい食堂が勝っているから、もはやチェーンとしての強さは完全にひっくり返っている。

　大おお倉くら商業の方も、何だかんだと話し合った末、耕こう一いちの持つ株式は僕ぼくが買い取る事になった。つまり僕ぼくは大おお倉くら商業の一〇〇パーセント株主というわけだ。これでもう誰だれかから買収される危険はなくなったと言えよう。

　そして夢ゆめ路じさんの爺じいさんが遺のこした数千万の借金も、着実に減っているそうだ。まだまだたくさん残ってはいるが、利息などで切せつ迫ぱくした状じよう況きようは脱だつした様子。

　そんな中僕ぼくはというと、テーブルに頰ほおを付けてふて腐くされていた。

「お疲つかれさん。お前はよくやったよ」

　耕こう一いちが茶ちや碗わんを手に労いたわってくれる。

「でもなぁ、何か釈しやく然ぜんとしないんだよなぁ」

　僕ぼくらは大たい概がい走り回ったけど、店てん舗ぽ拡大の一番の立役者はスターマートと言っても過言ではない。夢ゆめ路じさんの牛ぎゆう丼どんはたしかに潜せん在ざい的需じゆ要ようを持っていたけど、売れに売れまくったのは加盟店を増やせたからで、つまりスターマートの協力があったからだ。

　星ほし住ずみきらりさんは僕ぼくらとの提てい携けいが儲もうかると踏ふんだらしく、既き存そんの店てん舗ぽまで一体型店てん舗ぽに改装しまくってくれている。でなきゃこんな短期間に加盟店数が三桁けたの大台を突とつ破ぱする事など絶対になかっただろう。

「数ある選せん択たく肢しの中から進む道を選んだのはお前だ。そこで正解をつかみ取ったんだから、この結果は翔しようの実力って事で良いいと俺おれは思うぜ」

　それはまぁ、一理あるかもしれない。運も実力の内って言うしな。

　だけどそうじゃないんだ。一番不服なのは、夢ゆめ路じさんが日々仕事に忙ぼう殺さつされている事なんだから。

　牛うし丸まる亭ていを抜ぬいた事で、春日井かすがい食堂は学園に名だたる大手チェーン店となった。

　その結果、知名度はうなぎのぼりになり、モデル店である夢ゆめ路じさんの食堂に人が集まるようになったのだ。

　今日も食堂は満員御おん礼れい。昼飯時なんて店の外まで連なる行列ができるほど。夢ゆめ路じさんと婆ばあさんは二人でそんな客の群れを手て際ぎわ良くさばいている。三日に一度はバイトを雇やとっているけど、よほど食堂で働くのが楽しいみたいだ。

「最近夢ゆめ路じさんとほとんど会話してない気がする……」

「一昨日おととい喋しやべってたろ」

「二日も喋しやべってないんだよ……つらい……」

「なら話しかければいいだろうが」

　言われて僕ぼくは、突つっ伏ぷしたまま夢ゆめ路じさんの方を見る。と、偶ぐう然ぜんなのか目が合った。ニッコリ微笑ほほえみ、僕ぼくに向かって手を振ふってくれる。

「おい、鏡見てみろ。だらしねー顔になってるぞ」

「あんな可愛かわいい子を見ていたらだらしない顔にもなるさ」

「そこまで直球で言えるんなら話しかけろよ」

「がんばってる夢ゆめ路じさんも可愛かわいいから、見てるだけでもいいんだよ」

「勝手な奴やつだ……」

　耕こう一いちは僕ぼくを見ながら苦く笑しようした。

「それにしても、ずいぶんと繁はん盛じようするようになったもんだな。ちょっと前まで閑かん古こ鳥どりが鳴いてたのに」

「そうだね」

「あれから花はな上がみの動きはあったか？」

「相変わらず嫌いやがらせが続いてるよ。だけど、スターマートが抑おさえてくれてるからね。春日井かすがい食堂チェーンが揺ゆらぐほどじゃない」

「なら炭酸女は？」

　布ふ施せさんの店はここしばらくシャッターが閉まったままだった。張り紙も何もないから、もうやめてしまったのかもしれない。

「最近は見かけないね。お隣となりさんも閉店したんじゃないかな」

「なら、放っておいても大だい丈じよう夫ぶそうか」

「……いや」

　ガバッと僕ぼくは体を起こした。それから耕こう一いちの目をじっと見ながら言う。

「今度はこっちから打って出ようと思う」

「こっちから？」

「そうだ。僕ぼくらが攻せめ手に回るんだ」

　僕ぼくらはこれまで五ヶ月かけて、ようやく一億ホープ規模の事業を作り上げた。ここまでくれば、夢ゆめ路じさんにかけられた願いを消し去る事もできるだろう。

　だけどそれで終わりじゃない。

　目の前の一億をどうにかしても、花はな上がみが金を持っている限り、夢ゆめ路じさんへの束そく縛ばくを続ける事ができるんだから。ならば道は一つしかない。

「花はな上がみグループをぶっ潰つぶそう」

　それだけが、夢ゆめ路じさんを真しんに救う方法なのだ。

　耕こう一いちはわざとらしくため息を漏もらして、

「やれやれ……お前一人だと心配だからな、俺おれも最後まで協力してやるよ」

「ありがとう。お礼に今日の飯代は僕ぼくが奢おごるよ」

「礼なんざいらん。将来の義孫の面めん倒どうを見てやるのも俺おれの役目だからな」

　僕ぼくとしてはそこが一番複雑なんだけどなぁ……。
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　休日の昼過ぎ、僕ぼくと耕こう一いちと夢ゆめ路じさんは本部にて会議を開いていた。

　夢ゆめ路じさんはハート型の赤いクッションを抱だき締しめ、耕こう一いちは座ざ椅い子すに体重を預けながら、僕ぼくの話に耳を傾かたむけてくれている。

　本日の議題は『打だ倒とう、花はな上がみグループ』である。

「打だ倒とうするのはいいが、具体的にどうやるつもりだ？」

「牛うし丸まる亭ていを買収しようと思ってる」

「ほう……？」

　耕こう一いちは興味を持ったのか、面おも白しろいものを見たように口元を歪ゆがめる。

「あれから色々調べてみたんだけど、花はな上がみグループの資本関係は、結構いびつなんだよね。グループ全体をまとめる『花はな上がみマーケット』が傘さん下かの株式を保有し、指示を出してる。だけど、全部が全部花はな上がみの子クラブってわけじゃないんだ」

「そりゃまたどうしてだ？」

「たぶん、僕ぼくらと似た感じなのかもしれない」

　子クラブとは、世間で言う子会社と同義である。つまり買収の結果、株式の過半数を握にぎられたクラブの事だ。

　株式保有比率は議決権の強さである。例え企き業ぎようのトップであっても、過半数を保有する株主に逆らう事はできない。自分の車のハンドルを、他人に握にぎられたようなものなのだ。

　だけど株式の過半数を保有していなくても、グループ傘さん下かと見なされる事例は存在する。

「僕ぼくらのグループの関係を考えてみてくれ。大おお倉くら商業はスパークリンの筆頭株主だけど、株式の過半数を持ってるわけじゃないよね。だけどスパークリンは僕ぼくらの言う事を聞いてくれているし、春日井かすがい食堂のフランチャイズ化にも多大な貢こう献けんをしてくれた」

「それって耕こう一いち君が部長になったからじゃないの？」

　夢ゆめ路じさんが小首を傾かしげて言う。

「もちろんそれもある。だけどそれだけじゃないんだ。スパークリンにとって大おお倉くら商業は大口の取引先だし、売り上げの大半を春日井かすがい食堂チェーンに依い存ぞんしているからね。僕ぼくらとの関係を切ると業績が急激に悪化するから、例え耕こう一いちが部長じゃなくても切る事はできないんだよ」

「そっか……資本関係だけじゃなく、利害関係でも繫つながってるのね」

「そういう事」

　花はな上がみグループは、ここ二年ほどで急成長を遂とげた組織である。

　しかし学園御ご三さん家けとまで呼ばれる巨きよ大だいグループが、何の努力もなしに誕生するわけがない。花はな上がみグループは、花はな上がみ自身がコツコツと根回しをし、買収工作なんかを重ねた末、出来上がったものなのだ。

　円満に買収が成立した例もあるだろう。相手が弱すぎて軽く吞のみ込こんだ例もあるだろう。だけど、全部が全部そう上手うまくいくわけがない。相手の抵てい抗こうで過半数の買収に失敗したり、資金力の都合で買収できなかったりなど、トラブルは一度や二度ではなかったはずだ。

　そうしてできた綻ほころびこそが、敵の弱点なのである。

「僕ぼくが牛うし丸まる亭ていを狙ねらう理由は二つある」

　僕ぼくは右手の指を立てて言う。

「ひとつ目は、牛うし丸まる亭ていが花はな上がみグループ傘さん下かの株式を多数保有している事だ。この買収が成功すれば、枝葉のように広がった下位グループの何割かをごっそり切きり崩くずせる。これはグループ崩ほう壊かいに繫つながる致ち命めい的な一いち撃げきになるだろう」

「ふむ……。ならふたつ目は？」

「ふたつ目は、牛ぎゆう丼どん戦争でボコボコにしたから、株価が絶賛大暴落中という事。牛うし丸まる亭ていの株式は、僕ぼくらと戦う前後で半分近くまで下落しているからね。買い取りやすくなってると思う」

　僕ぼくらは既すでに牛うし丸まる亭ていを下した実績を持っている。そして春日井かすがい食堂チェーンが急成長を遂とげている事は今や誰だれもが知るところであり、更さらにバックにはスターマートまでいる。そういった状じよう況きようを利用し、報ほう酬しゆうをチラつかせて敵を寝ね返がえらせるのだ。

「ちなみに牛うし丸まる亭ていの株価は、戦争直前で一株一一五〇ホープだったけど、今は八〇〇ホープだよ。この分だと半分を切るのも時間の問題だろう」

「一株八〇〇ホープでも高い気がするが……。発行済株式数は一二万だろ？　五一パーセント買おうとしたら、えーと……四九〇〇万ホープくらいかかるぜ？」

　耕こう一いちは電でん卓たくを見せてくる。

「別に僕ぼくらだけで資金を用意する必要はないよ。何ならスターマートに協力してもらうというのもアリだし」

「断られたらどうする？」

「その時はプランＢだよ。大おお倉くら商業の資産を担保にすれば、学園銀行だって四〇〇〇万くらいなら貸してくれる。それに僕ぼくらのグループで資金をかき集めたら、軽く一〇〇〇万ホープ以上あるだろう」

「だが、俺おれ達たちが買かい占しめたらまた値上がりするはずだ」

「そこはやり方次し第だいさ。一応作戦は考えてあるよ。僕ぼくに任せてくれ」

　コホン、と僕ぼくは咳せき払ばらいを一つ。

「まず、夢ゆめ路じさんは同質化戦略をベースに戦って欲ほしい」

「牛うし丸まる亭ていの新メニューを真似まねするの？」

「いや、新メニューだけじゃなく、全部だ。牛うし丸まる亭ていのメニューを徹てつ底てい的てきに真似まねし、春日井かすがい食堂で提供する。それも、元の料理よりおいしい物をね。今や春日井かすがい食堂は、業界を引っ張るリーダーだ。同質化戦略でねじ伏ふせれば、牛うし丸まる亭ていは手も足も出なくなるはずだよ」

「全部のメニューを真似まねるとなると、結構大変だね」

「それでも夢ゆめ路じさんならできるはず。……いや、これは夢ゆめ路じさんにしかできない。君の料理は世界一うまいんだからね。お願いしてもいいかな？」

　僕ぼくがそう言うと、パッと笑え顔がおになった。

「うん、わかった！」

　夢ゆめ路じさんがうなずくのを見て、僕ぼくは耕こう一いちに顔を向ける。

「次に、耕こう一いちは牛うし丸まる亭ていの株式を四・九パーセント買っておいてくれ。そしてタイミングを見計らってめいっぱい買いまくり、大量保有報告書の提出と同時にＴテイーＯオーＢビー開始だ」

「ＴテイーＯオーＢビーか……。スパークリンの時もチラッと話が出てたが、具体的にどうやるもんなんだ？」

「大おお雑ざつ把ぱに言うと、五つの手順がある。公開買付開始公告、意見表明、対質問回答、公開買付終しゆう了りよう、公開買付報告書の提出だ」




・公開買付開始公告は、ＴテイーＯオーＢビー開始を宣言する事。

・意見表明は、被ひ買収者である牛うし丸まる亭ていが買収の是ぜ非ひについて自じ分ぶん達たちの考えを表明する事。

・対質問回答は、僕ぼくらが牛うし丸まる亭ていの意見表明へ回答する事。

・公開買付終しゆう了りようは、ＴテイーＯオーＢビー終しゆう了りようを宣言する事。

・公開買付報告書の提出は、ＴテイーＯオーＢビー終しゆう了りようの同日中に僕ぼくらが学園長へ報告する事。




　これらの手順を踏ふんだ後、お金や株券などの決済が行われる。

　いずれも期日が厳格に定められており、時じ間かん稼かせぎや延長戦などは許されない。

「こりゃ完全に全面戦争だな……また金がかかりそうだ」

「金の心配なら大だい丈じよう夫ぶだよ。牛うし丸まる亭ていの買収に成功すれば、花はな上がみグループは空中分解待ったなし。後は買収した事業を加えて規模拡大、利益アップで借金も返済できる。実に完かん璧ぺきな作戦だ」

　鼻を鳴らして言う僕ぼくを、しかし耕こう一いちは不安そうな目で見てくる。

「……だが、そういった事情は花はな上がみもわかっていると考えるべきだ。俺おれ達たちが敵意を持って動いている以上、すぐに対策してくるんじゃないか？」

「もちろんしてくるだろう。だからスピード重視でいこう。相手が対処する前にこっちが動くんだ」

　これからの方針をまとめると、次のような流れとなる。




①春日井かすがい食堂が同質化戦略で牛うし丸まる亭ていを徹てつ底てい的てきに抑おさえ込こむ。

②大おお倉くら商業が牛うし丸まる亭てい株を四・九パーセントまで買い、同時にスターマートに協力を仰あおぐ。

③大量保有報告書提出までの五日間で牛うし丸まる亭てい株を買いまくる。

④ＴテイーＯオーＢビーで宣戦布告！




　以上。

　この作戦が上手うまく行けば、花はな上がみは力を失うだろう。そうすれば夢ゆめ路じさんと春日井かすがい食堂を守り切る事ができるはずだ。







　その翌日、僕ぼくはスターマート本部ビルへとやってきた。

　相変わらず電話をしたらすぐにアポが取れる。アクティブで話しやすい経営者だ。

「結論から言います。牛うし丸まる亭ていの買収に協力していただけませんか？」

　のっけからの物言いに、星ほし住ずみさんは表情のない表情で僕ぼくを見つめてくる。

「買収目的は何でしょう？」

「春日井かすがい食堂のシェアと規模の拡大です」

　考えてきた建前を答えると、星ほし住ずみさんは沈ちん黙もくした。

　相変わらずジトッとした目である。何考えてるかさっぱりわからない。ビジネスの場でなければ話題がなくて、さぞや気まずい思いをした事だろう。

　星ほし住ずみさんはゆるゆると口を開き、また閉じるを繰くり返かえす。そして珍めずらしく長考した末、重苦しい雰ふん囲い気きのまま結論を吐はいた。

「……残念ですが、協力はできません」

「それは、どうしてですか？」

「間ま違ちがいなく花はな上がみグループが出てくるからです」

「スターマートでは花はな上がみグループに勝てないと？」

　僕ぼくの言葉に、星ほし住ずみさんはほんの僅わずかに眉まゆを寄せた。もしかして怒おこったんだろうか？

「そうは言っていません。正面から戦争をすれば、私わたし達たちが勝ちます。しかし、採算が取れないのです。牛うし丸まる亭ていの一つや二つに買収を仕し掛かけるのは良いいのですが、花はな上がみマーケットと全面戦争となると、お金ばかりかかって実りは少ないでしょう」

「そこを何とかできないでしょうか……？」

「無理なものは無理です。私は次の打ち合わせがありますから、この辺りで」

　にべもなく断られ、交こう渉しようは打ち切られてしまった。

　出鼻をくじかれた気分である。どうやら一度は自じ分ぶん達たちだけで戦うしかないようだ。







　そんなわけで翌週。プランＢのため学園銀行で交こう渉しようし、資金の調達をした帰りの事だ。

　人と車が行ゆき交かう南東区画の大通りを歩いていると、突とつ然ぜん怒ど鳴なり声が響ひびいてきた。

「しつこいぞ！　こっちだって商売なんだよ、欲ほしけりゃ金を払はらってくれ！」

「お願いします、そこを何とか……」

　ひまわりパンの店てん舗ぽだ。中で客の一人がごねているらしい。

　どこかで聞き覚えのある声のような気がして、僕ぼくは店内を覗のぞき見る。

　ボリュームのあったツインテールはボサボサにほつれ、薄うす汚よごれたブラウスとスカートを身に着けている。その大きな胸も、若じやつ干かんしぼんだように見えるのは気のせいじゃないかもしれない。

　その人物を目にして、僕ぼくはちょっとだけ後こう悔かいしてしまった。

「布ふ施せさんじゃないか……何やってんだあの人？」

　主に店長らしき人物が声を荒あらげ、布ふ施せさんはペコペコと頭を下げている。耳をそばだててみたところ、どうやらパンの耳を恵めぐんでくれと言っているようだ。道行く人々が訝いぶかしげに中をチラ見していくのが痛々しい。

　放っておこうかとも考えたけど、過去の自分を見ているようでどうしてもできなかった。最初から見ていなければ、立ち止まる事もなかったのにな。

「……まったく、しょうがない人だ」

　ぶつくさとつぶやきながら僕ぼくは店内に入り、声をかける。

「布ふ施せさん、何やってるんですか」

「え？　あ、あんた……大おお倉くら翔しようっ!?」

　こんなところでフルネームで呼ばないで欲ほしい。

「またあたしの邪じや魔まをしに来たの!?」

「人聞きの悪い事を言わないでください。ほら、ここじゃ店の迷めい惑わくになるから外に出ましょう」

「うるさいわね！　あんたなんかの指図は受けないわ！」

　布ふ施せさんは飢うえた猛もう獣じゆうかというほどの形ぎよう相そうで、今にも嚙かみ付ついてきそうだ。よっぽど嫌きらわれてるんだな。

　嘆たん息そくを漏もらし、僕ぼくは財さい布ふから五〇〇ホープ硬こう貨かを取り出す。

「店員さん、そこのパンを二つと、オレンジジュースをください」

「は、はい！　まいどあり！」

「ほら、布ふ施せさん。行きますよ」

　買ったパンとジュースを手早く袋ふくろに包んでもらい、受け取る。それを見せびらかしながら店を出ると、彼かの女じよも無言で付いてきた。そうして近くの公園に寄り、ベンチに腰こしかける。

「どうぞ」

　パンとジュースの入った袋ふくろを差し出すと、布ふ施せさんは喉のどを鳴らした。

「……何のつもりかしら？」

「お腹なか減ってるんでしょ？　とりあえず食べてください」

「あんたの世話になんかならないわ」

　面倒めんどくさい人だ……。

「じゃあ僕ぼくが食べちゃいますね」

　ごそごそと袋ふくろを漁あさる僕ぼく。

「えっ!?」

「いらないんでしょ？」

「い……いらないとは一言も……」

「いるんですか？」

「……」

　じっとパンの袋ふくろを見つめる布ふ施せさん。『待て』をしている犬みたいである。腹は減っているけど、プライドが許さないようだ。

「って、よく考えたら布ふ施せさん、たしかスパークリン株式を三パーセント持ってましたよね？　食べ物を買う金がないなら、売ればいいじゃないですか。今売れば二〇〇万ホープくらいになりますよ」

「ふざけないで！　スパークリンはあたしの魂たましいよ、この株式は何があろうと売らないわ！」

　空腹の中でもそう言えるのはすごい。さすがは元経営者と言う事か。

「はぁ……わかりましたよ。じゃあ僕ぼくは満腹なので、ここにパンを捨てておきます」

「捨てるって、そんな……もったいない……」

「僕ぼくはもう食べられませんからね。放っておけばハトやスズメがついばみに来るでしょう」

　そこまで言うと、ようやく決心が付いたらしい。

「……す、捨ててあるならしょうがないわね。鳥のエサにするくらいならあたしが食べてあげてもいいわ」

　そう言って袋ふくろを漁あさり、布ふ施せさんはパンにかぶりつく。

「ふん、パサパサで硬かたいパンね。安物特有の食感だわ。ジュースも炭酸じゃないし」

「拾った食い物に文句付けないでくださいよ」

　僕ぼくは苦く笑しようして、それから何となく聞いてみる事にした。

「そういや布ふ施せさん、春日井かすがい食堂の隣となりでやってた店はやめたんですか？」

「……なんでそんな事聞くのよ？」

「だって、ずっとシャッターが下りたままじゃないですか。それに今の布ふ施せさん、なんか貧びん乏ぼうくさいし」

「う、うるさいわね！　貧びん乏ぼうで何か悪いわけ!?」

　学園長は貧びん乏ぼうを悪と認にん定ていしてるんだけどな。言ったら烈れつ火かのごとく怒いかり狂くるいそうだからやめておく。

「別に悪いとは言ってませんよ。ただ、牛うし丸まる亭ていで働いている時はずっとしんどそうだったじゃないですか」

「こっちからやめてやったのよ。あんなブラック企き業ぎよう、さっさと潰つぶれてしまえばいいわ。牛ぎゆう丼どんはまずいし、ロイヤリティ高いし、サイダーを出すのやめろとか言うし」

　牛ぎゆう丼どんとサイダーはどう考えても合わないだろ……。そこだけは牛うし丸まる亭ていが正しいと思う。

　そんな話を聞いている内に、布ふ施せさんは火が点ついちゃったらしい。愚ぐ痴ちは徐じよ々じよにエスカレートしていく。

「大体ね、全店てん舗ぽで牛ぎゆう丼どん並なみ盛もり一〇〇ホープ値下げとかありないわ！　原価は二〇〇ホープもあるのよ？　一食売ってもたった七〇ホープの粗あら利り益えき。仮に三〇〇食売っても一日二万ホープくらいでしょ。バイトは時給九〇〇ホープだから、一人雇やとうと差し引きで一日の利益は五〇〇〇ホープもいかないの。月収にすると一一万ホープくらいで、更さらにここからロイヤリティと家賃光熱費水道代など諸経費を引いたら、半分も残らない。うちの店なんて日に三〇〇食どころか二〇〇食も売れなかったし、ワンオペでさえそんな状じよう況きようなのに、どうしろって言うのよ！」

「そりゃまたひどいですね……」

　そんな状じよう況きようで春日井かすがい食堂とガチンコバトルである。一人でもバイトを雇やとえば赤字になるから、彼かの女じよ自じ身しんが働き詰づめするしかなかったわけだ。

　布ふ施せさんはパンをあっという間に平らげ、ひとしきり愚ぐ痴ちを垂れ流した後、燃もえ尽つきたように顔を伏ふせてしまった。この雰ふん囲い気きからして彼かの女じよは花はな上がみにトカゲのしっぽにされたんだろう。そうでなければこんな貧びん乏ぼう生活をしているわけがない。

　何だかんだと争い合った僕ぼくらだけど、その相手がここまで落ちぶれたのを見ると気の毒に思えてくる。元はといえば僕ぼくがスパークリンにケンカを吹ふっかけたせいだし。

「良かったら、春日井かすがい食堂で雇やといましょうか？」

　布ふ施せさんは顔を上げた。

「……何を企たくらんでるのかしら？」

「別に何も」

「花はな上がみグループのスパイを期待してるなら無む駄だよ。役立たずのレッテルを貼はられて追い出されちゃったし」

「そんな事しなくていいですって。ただうちで真っ当に働いてくれればいいですから」

「……それを信じろと？」

　そんなに僕ぼくって信用ないのかなぁ。ちょっとショックなんだけど。

　布ふ施せさんは手元に目を落とし、食べ終えたパンの袋ふくろをじっと見つめている。何か迷っているような、そんな雰ふん囲い気きである。

「……大おお倉くら君、あなた花はな上がみ君をやっつけるの？」

「そのつもりです」

「じゃあ、牛うし丸まる亭ていを買収するつもりだったりする？」

「……」

　思わず答えに詰つまる僕ぼく。

　なんで知ってるんだろう？　いや、知ってるというより、誰だれでも気付くくらい当然の戦略だという事か。そして花はな上がみもそれに気付いてはいるけど、グループ内の利害関係があるためすぐに対応するのが難しい状じよう況きよう……なのかもしれない。でなければさっさと穴を塞ふさげばいいだけの話なんだから。

　沈ちん黙もくする僕ぼくを見て何かを察したのだろう。布ふ施せさんはベンチから腰こしを上げる。そして尻しりをはたきながら、

「良いい事を教えてあげる」

「何ですか？」

　そして不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、僕ぼくに言った。

「あと二、三日したら牛うし丸まる亭ていの株価が今以上に大暴落するわ。それで貸し借りはチャラよ」







『牛うし丸まる亭てい、過重労働疑ぎ惑わくで立ち入り調査！』

　三日後、学園経済新聞の朝刊を賑にぎわした見出しである。

　いつものように耕こう一いちと春日井かすがい食堂で新聞を広げていると、そんな記事が目に留まったのだ。

　先日布ふ施せさんが教えてくれた内容そのままで、牛うし丸まる亭ていの店員が長時間ワンオペを続けている事が問題視されていた。

　元々、一部の店てん舗ぽを除いて人件費を削けずらないと採算を取るのが難しい状じよう況きよう下だったのに、牛うし丸まる部長の独断で牛ぎゆう丼どん並なみ盛もりを全店てん舗ぽ一〇〇ホープも値下げしたのが主な原因だそうだ。そのせいでバイトや店長が一週間休みなしで働き詰づめになったり、赤字続きで泣く泣くバイトをやめさせるオーナーが続出。匿とく名めいの内部告発により、それらが明るみになったのである。

　それだけじゃない。

　春日井かすがい食堂に置かれたテレビ画面に、布ふ施せさんらしき人物が映ったのだ。

　目元にモザイクがかけられ、ロボットボイスに変へん換かんされているものの、ボリュームのあるツインテールと大きな胸は明らかに布ふ施せさんである。

　インタビューの内容はこうだ。




《本当に信じられないほど過か酷こくな業務内容でした。突とつ然ぜんの値下げ宣言で、皆みな泣いてたと思います。上の人ひと達たちは、あたし達たちの事なんか微み塵じんも考えていなかったのでしょう。牛うし丸まる亭ていの経けい営えい陣じんにとって、加盟店のオーナーは人間というより、使い捨ての奴ど隷れい……いえ、家か畜ちく未満の存在だったにちがいありません》




　喋しやべりながら嗚お咽えつを漏もらし、ハンカチで涙なみだを拭ふく布ふ施せさん（らしき人物）の哀あわれな姿は、大きな反はん響きようを呼ぶ事となった。

　結果、牛うし丸まる亭ていの株価は凄すさまじい勢いで大暴落。ニュースが流れた日の午後には、もはや一株五五〇ホープなどという投げ売り価格にまでなってしまったのだった。

　その後僕ぼくらは春日井かすがい食堂本部へ向かい、パソコンを操作する。

　耕こう一いちはネットの掲けい示じ板ばんを読んでいるんだろう。画面を見て眉まゆを寄せながら、

「ひどい叩たたかれようだな……。牛うし丸まる亭ていがまるで鬼おにか悪あく魔まみたく書かれてるぞ。本当の悪あく魔まはあちこちに密告しまくった炭酸女じゃねーのか？」

「布ふ施せさんが密告しなくても、いずれバレていたさ。むしろ密告した事で労働者を守った正義の味方と言えなくもない。あの人がゾンビみたいにフラフラになってたの、耕こう一いちだって何度も見ただろ？」

「うーむ……」

　納なつ得とくしかねると言うように渋じゆう面めんを作る耕こう一いち。

　そんな時、珍めずらしくセーラー服姿の夢ゆめ路じさんが現れた。なぜか大きな風ふ呂ろ敷しき包みを抱かかえている。

「おはよう、二人とも」

「やあ、おはよう。今日は食堂はいいの？」

「うん。バイトさんに任せてるからわたしはおやすみだよ。これからスターマートと打ち合わせがあってね」

「スターマートと？」

　夢ゆめ路じさんはテーブルの上で風ふ呂ろ敷しきを解ほどく。中に入っていたのは重箱だ。和洋中色とりどりの総菜が並んでいる。

「これは……」

「新商品の資料だよ。スターマートでコンビニのお弁当として置いてもらえないかと思って」

「春日井かすがい食堂がコンビニ弁当とコラボするって事？」

「うん。牛うし丸まる亭ていで販はん売ばいされてるメニューを全部コピーしようと思ったんだけど、相手が和洋中問わず色々手を出してくるから、メニューが増えすぎてうちの食堂だけじゃ提供が難しいの。だからきらりちゃんに相談に乗ってもらおうかと」

　もはや牛ぎゆう丼どん屋という建前にはこだわらなくなったのか。牛うし丸まる亭ていもなりふり構わずやってるな。

「それにしても、資料が紙じゃなく現物という辺り夢ゆめ路じさんらしいというか……またこれは結構な量だね」

「アグリカルチャーシステムさんの野菜を使ったメニューだよ。いっぱいあって困ってたから、ちょうどいいかなって」

「なるほど、その辺も埋うめ合あわせられるわけか」

「悪いな、春日井かすがいさん。俺おれの私情で手間かけさせちまって……」

「ううん、翔しよう君も耕こう一いち君もがんばってるんだもん。わたしも少しは役に立たないとね」

　そう言ってガッツポーズを決める。

　まさかスターマートとコラボ企き画かくをやるとは思わなかった。夢ゆめ路じさんも本気で花はな上がみと戦ってくれているのだ。

「これなら株主達たちは牛うし丸まる亭ていの株を投げ売りする事間ま違ちがいなし。株価はガンガン下がっていくだろうから、明日から五日間で買えるだけ買いまくってくれ」

「資金の方は大だい丈じよう夫ぶか？」

「大おお倉くら商業、春日井かすがい食堂、スパークリン、あと僕ぼくらの役員報ほう酬しゆうやら何やらで、何とか一六〇〇万かき集めたよ」

「なら、一六〇〇万ホープ分の株を買った後、学園銀行の資金を元手にＴテイーＯオーＢビーか」

「そうだ。僕ぼくはＴテイーＯオーＢビーの準備をしておく。夢ゆめ路じさん、耕こう一いち、任せたよ」

「おう！」

「うん！」

　久々に聞く威い勢せいの良いい返事に、僕ぼくは笑って返すのだった。







　夢ゆめ路じさんの同質化戦略と布ふ施せさんの内部告発の二本立てのおかげで、その後も順調に牛うし丸まる亭てい株は値下がりしていった。

　しかし同時に耕こう一いちが買い集めていたため、平均すると一株四八〇ホープ前後で均きん衡こうが保たれていたようだ。

　そんなこんなで数日後。

　僕ぼくらの牛うし丸まる亭ていに対する株式保有比率は二七・八パーセントに達し、大量保有報告書と公開買付届出書を学園長に提出した事で宣戦布告と相成った。

　そして今、僕ぼくは学園中央区画にあるイベントホールへとやって来ている。前に牛うし丸まるが生放送記者会見をやった場所と同じ、体育館みたいに大きな建物だ。

　記者達たちはすでに待機していた。僕ぼくは学ランの襟えりを正し、資料を脇わきに壇だん上じようを目指す。フラッシュの嵐あらしが僕ぼくを歓かん迎げいした。

「まずはご多た忙ぼうの中お集まり頂き、誠まことにありがとうございます。我々大おお倉くら商業は、春日井かすがい食堂チェーンの更さらなる飛ひ躍やくのため、牛うし丸まる亭ていに対するＴテイーＯオーＢビー──株式公開買付を行う事を、ここに宣言いたします！」

　記者達たちにどよめきと歓かん声せいが広がった。

　その声が止やむまで待ち、僕ぼくは一転してテンションを下げてやる。

「……先日、学園中に走ったニュースにおいて、牛うし丸まる亭ていの経営実態が明らかとなりました。勇気を出してインタビューに応こたえたであろう加盟店オーナーの女子生徒……彼かの女じよの姿を思い出すだけで、私は涙なみだが溢あふれそうになります。皆みな様さまの食を預かる我々は、同業種として、この事実を捨て置く事などできません。このＴテイーＯオーＢビーが成立した暁あかつきには直ちに問題点を洗い出し、皆みな様さまに笑え顔がおを取とり戻もどせるよう労働環かん境きようを整備し、株式クラブ牛うし丸まる亭ていと共に手を取り合っていく事を約束しましょう！」

　弁べん舌ぜつさわやかに、僕ぼくは心にもない事をまくし立てる。なんとご立派な演説だろうか。僕ぼくが聴ちよう衆しゆうなら感動していたかもしれない。

　散々偉えらそうな事をのたまった末、僕ぼくはようやく本題に入った。

「我々大おお倉くら商業グループは、牛うし丸まる亭ていの株式を二七・八パーセント保有しています。我々は学園の平和と繁はん栄えいのため、この度たびのＴテイーＯオーＢビーにおいて、牛うし丸まる亭ていの株式を一株六〇〇ホープにてお申し受けいたします！　どうぞ皆みな様さま、奮ってご応おう募ぼください！」

　再び激しいフラッシュが僕ぼくを包んだ。

　世間では四八〇ホープくらいで売買されている牛うし丸まる亭てい株を、僕ぼくらは六〇〇ホープで買いますよ、と公表したわけだ。そうすると株主達たちは市場で売るよりも、僕ぼくらの募ぼ集しゆうに応じた方が儲もうかるから、我先にと集まってくるのである。

　この日の記者会見の結果は上々で、学園経済新聞には僕ぼくらに概おおむね好意的な記事が掲けい載さい。テレビでも報道部がしきりに僕ぼくの顔をドアップで映し、僕ぼくの事を褒ほめ称たたえていた。







　そんな事態に業ごうを煮にやしたのだろう。

　五日後には僕ぼくらに対たい抗こうして牛うし丸まる氏も記者会見を開いたようだ。

　内容は、牛うし丸まる亭てい株を一株六五〇ホープでＴテイーＯオーＢビーを発表するとの事。テレビ画面には小太りで七三分けの男がアップにされ、ハンカチで汗あせを拭ふきながら喋しやべっている。

《──先日、大おお倉くら商業により行われたＴテイーＯオーＢビー宣言ですが、牛うし丸まる亭ていとしましては、不当極きわまりない行こう為いだと非難せざるを得ません。我々は既すでに労働環かん境きようの改善に全力で取り組んでおります。別に大おお倉くら商業の力を借りる必要などないのです。今回の買収劇には大義がない！　大おお倉くら商業は、学園にはびこるハイエナ同然のクラブです！　株主の皆みな様さま、何卒なにとぞわたくしどものＴテイーＯオーＢビーに応じてくださいますよう、心よりお願い致いたします！》

　カメラが繰くり返かえし光を放ち、牛うし丸まる氏を照らす。

　しかし声せい援えんはほとんど聞こえて来なかった。代わりに放たれる記者達たちの質問は、どこか牛うし丸まる氏に対して懐かい疑ぎ的なニュアンスを含ふくむものばかり。

　そりゃそうだ。自じ分ぶん達たちだけで改善できるなら、なんでもっと早くやらなかったんだって事になるもんな。

　ここまで来れば全面戦争だ。全力でぶっ潰つぶしてやる。







「大おお倉くら商業は、牛うし丸まる亭ていに対するＴテイーＯオーＢビー価格を一株七〇〇ホープに変へん更こういたします！」

　僕ぼくの宣言で、春日井かすがい食堂へ取材に来ていた記者達たちが色めきだった。

　もはやＴテイーＯオーＢビー価格のインフレである。だが牛うし丸まる亭ていは春日井かすがい食堂の台頭で、経済的に痛つう恨こんのダメージを受けている。価格競争になればこちらが勝てるだろう。

　そして世論は僕ぼくらの味方だった。

　片や、春日井かすがい食堂の躍やく進しん、僕ぼくの飾かざり気けに満ちたキレイ事。

　片や、内部告発による牛うし丸まる亭ていの迷めい走そう、罵ば倒とうと言い訳まみれの牛うし丸まる氏。

　おそらくだけど、この構図が僕ぼくらを『悪を打ち負かす正義のヒーロー』であるかのように演出していたのだろう。大衆の支持は明らかに僕ぼくらへ傾かたむいていた。

　だが勝利を予感した僕ぼくらの前に一人の男が現れた事で、戦せん況きようは一転する。

　他でもない、花はな上がみ兼かね光みつの登場である。







《牛うし丸まる亭てい部長牛うし丸まる氏に代わりまして、私が記者会見を開かせてもらいました。花はな上がみマーケット部長の花はな上がみ兼かね光みつです。皆みなさんよろしくお願いします》

　堂々とした面おも持もちで記者会見の場に颯さつ爽そうと現れ、フラッシュを浴びる。

《この度たび、牛うし丸まる亭ていの不ふ祥しよう事じで皆みな様さまを不安にさせた事、グループを統とう括かつする私としては非常に申し訳なく思います。現在、学園労働基準監かん督とく課のご指導の下、労働環かん境きようの改善に全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって取り組んでいる真まっ只ただ中なかです。皆みな様さま、何卒なにとぞ私にチャンスをいただきたい。必ずや牛うし丸まる亭ていの労働環かん境きようを改善し、皆みな様さまが楽しく笑え顔がおで食事ができる場を創つくり出す事を誓ちかいましょう》

　花はな上がみは声を熱く震ふるわせ、けれど表情だけはクールさを保ったまま演説を続ける。

　そしてひとしきり喋しやべり終えた後、少しの間を置いて言った。

《我々花はな上がみマーケットは、牛うし丸まる亭てい株のホワイトナイト役を引き受ける事となりました。つきましては牛うし丸まる亭てい株を、一株一〇〇〇ホープにてＴテイーＯオーＢビー宣言を致いたします。どうか皆みなさんのお力ちから添ぞえをよろしくお願い申し上げます》

　衝しよう撃げきの価格に、僕ぼくらは息を吞のんだ。僕ぼくも夢ゆめ路じさんも耕こう一いちも、無言のまま食い入るようにテレビ画面を見つめている。

　ホワイトナイトとは、文字通り白馬の騎き士しだ。買収の危機に陥おちいっている仲間の下に駆かけつけ、株式が敵に流れるのを防ぐためそう呼ばれる買収防衛策である。

　しかも一株一〇〇〇ホープといえば、牛ぎゆう丼どん戦争の前に近い数字だ。

　以前の牛うし丸まる亭ていならいざ知らず、没ぼつ落らくした今では企き業ぎよう価値を超こえた数字である。そこまで値上げされると僕ぼくらの手に負えるわけがないのだ。大おお倉くら商業グループの資金をかき集め、学園銀行に借金した分を全額投入しても、なお五〇〇万以上足りない。

　花はな上がみは更さらに話を続けていく。

《また、我々花はな上がみマーケットと牛うし丸まる亭ていは、株式クラブスパークリンに対しパックマンディフェンスを開始いたしました。既すでに共同で一二・六パーセントを集め、大量保有報告書を提出しております。今後も拒きよ否ひ権が得られる三三・四パーセントを、可能であれば五〇・一パーセントを目標に買い進めてまいります》

「パックマンディフェンス……だと……？」

　買収してきた相手から身を守るため、相手を買収仕返すというアグレッシブな戦術だ。

　かつて一世を風ふう靡びしたレトロゲームの主人公の名を冠かんした手法であり、まさに、攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよと言わんばかりの買収防衛策である。

　その発言を受けて、耕こう一いちがスマホを出した。慌あわてた様子で電話をかける。もはや嫌いやな予感しかしない。

「もしもし、副部長か？　テレビは……観みてるか。だったら話は早い。顧こ問もんは今どこでどうしている？　……………………そうか。わかった。忙いそがしいところを悪いがよろしく頼たのむ」

「耕こう一いち君、どうしたの？」

　夢ゆめ路じさんが不安げに尋たずねる。

「昨日から顧こ問もんと連れん絡らくが付かないらしい。あのロリコン教師はスパークリン株を一〇パーセント持つ大株主だ。奴やつが花はな上がみに取とり込こまれていたとしたらかなりまずいぞ……」

　花はな上がみは五〇・一パーセントを目指すと言っていた。だけど僕ぼくらはスパークリン株を複数名で五一パーセント保有しているのだ。それに三パーセント株主である布ふ施せさんも離り反はんしているはず。その上で過半数を狙ねらうという事は、身内の誰だれかが寝ね返がえらないと成立しない。そして一番可能性のある人物が、あのロリコン教師なのである。

　現状、顧こ問もんが寝ね返がえったのかどうかはまだわからない。だけどわからないという事実が、僕ぼくらの不安を何倍にも膨ふくらませるのだ。

　スパークリンは、今や学園に名だたる大手クラブである。ドリンクのシェアこそ学園飲料の方が上だが、春日井かすがい食堂の汁しる物ものを一手に引き受ける事で、僕ぼくらのグループを支えている。

　だけどもしそこを奪うばわれたら、春日井かすがい食堂チェーンで提供する汁しる物ものの生産が軒のき並なみストップしてしまう。大おお倉くら商業で販はん売ばいしている冷製カニみそ汁しる缶かんや他の缶かん飲料も、今まで通りの価格で販はん売ばいできなくなる。

　今やスパークリンは僕ぼくらのアキレス腱けんなのだ。花はな上がみグループにおける、牛うし丸まる亭ていのように。

　花はな上がみは一通り言う事を言ったんだろう。締しめのあいさつをし、壇だん上じようから下りてゆく。

「……どうしよう？　お金、また借りる？」

　夢ゆめ路じさんの提案に、しかし僕ぼくらはうなずく事ができない。

「もう限界まで借りてる。これ以上は学園銀行も貸してくれないよ」

　だけど、ここで何とかしなければ僕ぼくらが空中分解してしまう。

　花はな上がみがこのＴテイーＯオーＢビーで、まさかここまでなりふり構わず金を注つぎ込こんでくるとは……。

　お通つ夜やみたいな空気の中、ただじっと僕ぼくらはテーブルの中心を見つめる。

「……スターマートを頼たよろう」

　僕ぼくはそう切り出した。

「スターマートって……前に断られたんじゃなかったか？」

「断られたよ。だけど、もう一度聞けば違ちがう返事がもらえるかもしれない」

「無理だと思うが……あの女、結構頑がん固こ者だぜ？」

「頑がん固こ者かもしれないけど、計算ができる子だ。幸い、交こう渉しよう材料も手に入ったしね」

「交こう渉しよう材料だと……？　そんなもんどこにあるんだよ？」

「花はな上がみがスパークリンの買収に乗り出したじゃないか」

　耕こう一いちが訝いぶかしむ目を向けてくる。夢ゆめ路じさんもわからないのか首を傾かしげていた。

　正直、自分でも冷ひや汗あせものだ。できればこんな事態になって欲ほしくはなかった。だけど、この状じよう況きようだからこそできる交こう渉しようがあるのもまた事実。

　だから僕ぼくは言ってやった。

「これは背水の陣じんだ。まぁ見ててくれ」







　そうして僕ぼくはスターマート本部ビルへ三度目の訪問をする事となった。

　真っ昼間で日が照っているけれど、もうかなり肌はだ寒さむい。一一月中ちゆう旬じゆんともなれば当然だろう。

　受付のお姉ねえさんの案内で、星ほし住ずみさんの部屋へ向かう。部長室は暖だん房ぼうが効いていて暖かく、湯気の立つお茶で出で迎むかえてくれる。

　そんな高そうなお茶には目もくれず、僕ぼくは第一声を放った。

「星ほし住ずみさん、もはや一刻の猶ゆう予よもありません。牛うし丸まる亭ていを買収しましょう！」

　シン、と静まり返る室内。だけどこの程度で折れてはいけない。僕ぼくは交こう渉しようを続ける。

「もうご存知かと思いますが、花はな上がみマーケットはスパークリン株の買収に乗り出しました。このままでは我々の提てい携けいしたビジネスが崩ほう壊かいする危険があります。何卒なにとぞ、ご協力を！」

　腹の底から声をひねり出し、全力で頭を下げる。この交こう渉しようがダメなら終わりなんだから、もう必死である。冷ひや汗あせでシャツが湿しめってしまうほどだ。

　星ほし住ずみさんは呼吸音も聞こえないほど沈ちん黙もくを守っている。そして小さくため息を吐ついた。

「……もしかして、この状じよう況きようを見み越こしていたのですか？」

「まったく考えていなかった……と言えば噓うそになります」

「そうですか」

　星ほし住ずみさんはソファーに体を預け、天てん井じようを見上げる。何だか疲つかれたような顔だ。

「正直、あなたのような人は初めて見ました。どう考えても採算が取れないのに、こんな無む謀ぼうな博打ばくちを仕し掛かけるなど、狂くるっているとしか思えません」

「まぁ、そうですね。否定はしません」

　彼かの女じよは僕ぼくの目をじっと見つめてくる。まるで心でも読もうとしているかのようだ。いや、実際読もうとしているのかもしれない。

「……聞いてもいいですか？」

「僕ぼくに答えられる範はん囲いであれば」

「何があなたにそこまでさせるのです？」

　それは以前耕こう一いちにも聞かれた事だった。

　僕ぼくが答えようとする前に、星ほし住ずみさんは続けて言う。

「失礼ながら、あなたの事はホープを使って調べさせてもらいました。スターマートに害を為なそうとしている可能性も考えていたのですが……どうやら春日井かすがい夢ゆめ路じさんに対する好意だけで、学費を種たね銭せんに裸はだか一いつ貫かんからビジネスを始めたらしいじゃないですか」

「仰おつしやる通りです」

「あなたがどれだけがんばったとしても、彼かの女じよがあなたの好意を受け入れる保証はありませんが……」

「……まぁ、そうですね」

「ではなぜ？」

　言われて考える。

　星ほし住ずみさんの言う通り、花はな上がみを退けたとしても夢ゆめ路じさんと付き合えるわけじゃない。下心がなかったわけじゃないけど、そもそも対価を求めて始めたわけじゃないのだ。なら、何が僕ぼくに行動させたのか？

　思い付く答えは一つしかなかった。

「お金で買えないものがある。人の心はその一つだと、僕ぼくは証明したいのかもしれません」

「そのためなら採算度外視と？」

「はい」

　僕ぼくは迷いなくうなずく。

「……正気を疑いますね。とてもビジネスマンの言動とは思えません」

「そうですね。そうかもしれない」

「ですが……」

　星ほし住ずみさんはフッと口元を緩ゆるめた。

「あなたのような人は嫌きらいではありませんよ」
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　普ふ段だんの仏ぶつ頂ちよう面づらのイメージが強いせいなのか、表情に動きがある事に驚おどろいてしまう。笑えば意外と歳とし相応に見えるものだ。

　やがて笑えみは苦く笑しようへと変化し、星ほし住ずみさんは手を差し出してくる。

「わかりました。牛うし丸まる亭ていの買収に協力しましょう」

「感謝します」

　僕ぼくはその手を握にぎり、真しん摯しに頭を下げるのだった。







　三日後、僕ぼくは中央区画のイベントホールへと足を運んだ。

　もう何度も来た場所だから迷う事もない。勝手知ったる何とやらだ。そのまま記者会見の場まで歩いていく。

　報道部や新聞部の記者達たちは相変わらず飴あめ玉だまに群がるアリのようだった。彼かれらの前を通るたび白い光が瞬またたく。

　壇だん上じように上がり、適当にあいさつを済ませ、僕ぼくはいきなり本題へと入る。

「我々大おお倉くら商業は、先日牛うし丸まる亭てい株を七〇〇ホープで買い付けると言いました。しかし一いつ旦たんそれを撤てつ回かいし、代わりにスターマートが牛うし丸まる亭てい株を一株一四〇〇ホープにて申し受ける事を発表いたします！」

　会場が大きくざわついた。

　一株一四〇〇ホープともなれば、もはや牛ぎゆう丼どん戦争前よりも高い。星ほし住ずみさんが吹ふっ切きれてくれたおかげで実現したトンデモ価格だ。あの子も大たい概がい狂くるってると思う。

　記者達たちの声が静まるまで待ち、僕ぼくは深呼吸をして続ける。

「更さらにスターマートは、スパークリンのホワイトナイト役を引き受ける事に同意してくださいました。すでにスターマートと我々はスパークリン株を六三・七パーセント保有しており、花はな上がみグループが仕し掛かけたパックマンディフェンスは失敗に終わると確信しております。皆みな様さま、安心して我々に付いてきてください！」

　正確に言うと、スターマートは一二・七パーセントを買っただけだ。この三日の内に、一〇パーセント株主の顧こ問もんをとっ捕つかまえたのである。

　三パーセント株主である布ふ施せさんも、花はな上がみに見切りをつけたみたいだし、花はな上がみグループがスパークリン株を三分の一以上買い集める事は実質的に不可能だろう。

　この日の記者達たちの熱ねつ狂きようっぷりは凄すさまじく、花はな上がみグループVSスターマートの話題で沸わいた。

　ニュースを見ればどこのチャンネルでも御ご三さん家け同士の戦争の話。新聞や雑誌にはもはや、怪かい獣じゆう大決戦かという勢いで壮そう大だいな文言が並べられている。

　大おお倉くら商業と牛うし丸まる亭ていの戦争の話題などどこへやらだ。みんな、この戦いの趣しゆ旨しを忘れてるんじゃないだろうか。







《花はな上がみマーケットは、牛うし丸まる亭てい株のＴテイーＯオーＢビー価格を一四二〇ホープに変へん更こういたします》

　花はな上がみは淡たん々たんとした口調で告げていた。

　チマチマ上げてくる作戦のようだが、スターマートの資金力の前には雀すずめの涙なみだだ。それを知っての余よ裕ゆうなのか、それともポーカーフェイスなのかはわからない。盛り上がっているのは記者ばかりである。

　更さらに花はな上がみは、一転して深刻そうな顔になる。

《それと……一つ皆みな様さまにご報告しなければならない事があります。先日牛うし丸まる亭ていで発覚した労働環かん境きよう問題において、業務内容の苛か酷こくさを証言いたしました女性オーナーに対し、大おお倉くら商業部長の大おお倉くら氏が賄わい賂ろを贈おくっていた事が判明しました》

　それを画面越ごしに聞いて僕ぼくは仰ぎよう天てんした。

　耕こう一いちが哀あわれみさえ感じさせる目を向けてくる。

「翔しよう、お前……」

「ちがう！　僕ぼくは賄わい賂ろなんか贈おくってないよ！　夢ゆめ路じさんなら信じてくれるよね!?」

「わいろって何？　ういろうの仲間？」

　僕ぼくの癒いやしは夢ゆめ路じさんだけである。

　それはさておき、テレビだ。どよめく記者達たちなどどこ吹ふく風で、花はな上がみはぬけぬけと言い放つ。

《賄わい賂ろの内容は飲食費という事がわかっており、業務の苛か酷こくさを過大に証言する見返りに、これを渡わたしたようです。牛うし丸まる亭ていを擁よう護ごする意図は微み塵じんもございませんが……これは実に由々しき問題だと、私は考えております》

　それを聞いて、僕ぼくは花はな上がみの意図を理解した。

「……ジューイッシュ・デンティストだ」

「何だそりゃ？」

「買収を仕し掛かけてきた相手──つまり僕ぼくの社会的評価を貶おとしめ、自じ分ぶん達たちを有利にする戦術だよ。情報工作、あるいはネガティブキャンペーンと言いい換かえてもいい」

　そういや布ふ施せさんにパンを買ってあげた店は、ひまわりパンの加盟店だった。そしてひまわりパンは花はな上がみグループの一つである。布ふ施せさんか店員を捕つかまえて話を聞き出したんだろう。

　花はな上がみの野や郎ろう……舐なめた真似まねをしやがって。僕ぼくを怒おこらせた事を後こう悔かいさせてやる！

　僕ぼくは早さつ速そく、次の記者会見の資料作成に取とり掛かかった。







「スターマートに代わりまして、大おお倉くら商業部長の私から、ご報告させていただきます。スターマートは、牛うし丸まる亭ていのＴテイーＯオーＢビー価格を一株一四五〇ホープへ変へん更こうする事を決定しました」

　激しくフラッシュを浴びる僕ぼく。その間も説明を続けていく。

「更さらに、今後花はな上がみマーケットがＴテイーＯオーＢビー価格を値上げした場合、スターマートはそれよりも上の価格を提示する事にも同意してくださっています。このＴテイーＯオーＢビーにおいて、我々の勝利はもはや揺ゆるぎないものとなりました事を、皆みな様さまもご理解いただけたかと思います！」

　彼かれらの驚おどろきの顔を一望に収めていると、記者の一人が手を挙げた。

「先日、花はな上がみ部長が行った記者会見において、大おお倉くら商業が賄わい賂ろを贈おくったとの報道がなされました。これについて詳くわしく教えていただきたいのですが」

　記者は僕ぼくを糾きゆう弾だんするような目つきだった。よく見れば他の連中もどこかトゲトゲした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　ここで認めようものなら、僕ぼくは記者達たちから猛もうバッシングを受けるだろう。そして今日明日の新聞やニュースで面おも白しろおかしく書き立てられる。そうなれば僕ぼくらのＴテイーＯオーＢビーに応じる株主は激減する事間ま違ちがいなし。

　ただ、布ふ施せさんにパンとジュースを奢おごったのは本当だ。ここは変に言い訳などせず、ありのまま答えるべきだろう。

「彼かの女じよに飲食物を差し上げたのは事実です」

「それは、賄わい賂ろを認めたという事でしょうか？」

「ちがいます。彼かの女じよは財政状じよう況きようが逼ひつ迫ぱくし、日々の食事にも困こん窮きゆうしておりました。なので緊きん急きゆう措そ置ちとして、その場にたまたま店てん舗ぽを構えていたひまわりパンにて、パンを二個、オレンジジュースを一本、合計五〇〇ホープ相当の飲食物を購こう入にゆうし、お渡わたししたのです」

　できるだけ誠実そうに聞こえるよう、僕ぼくは淡たん々たんと話す。

「彼かの女じよは牛うし丸まる亭ていでの過か酷こく業務に精も根も尽つき果はて、店を畳たたんだ直後でした。そして生活費もなく、近所の飲食店で残飯を求めているような有あり様さまでした。およそ人間らしい生活をしているとは、とてもではありませんが思えなかったのです」

　そこで、あえて胸に何かがつっかえたような演技を披ひ露ろうしてやった。今にも泣き出しそうなほど肩かたをぶるぶると震ふるわせる。

「わたくしは……彼かの女じよを見て心を痛めました。放っておく事などできませんでした。だから飲食物を購こう入にゆうし、お渡わたししたのです。日々の食にさえ困こん窮きゆうする市民に手を差さし伸のべる事は、悪でしょうか？　彼かの女じよを見捨てる事は、果たして正義でしょうか!?　わたくしはそうは思いません。ですが、もしもあれが賄わい賂ろだというのなら……わたくしは罪人のそしりを甘あまんじて受け入れる覚かく悟ごです！」

　ダメ押おしに僕ぼくはテーブルを拳こぶしで打ち付ける。

　すると、一いつ拍ぱく置いてパチパチとまばらな拍はく手しゆが聞こえてきた。最初は小さかったその音は、次し第だいに大きくなってゆき、やがて岩場に打ち付ける滝たきのように盛せい大だいなものへと変わってゆく。どうやら作戦は成功のようだ。

　この日の夕刊には、まるで聖人君子のごとく僕ぼくを褒ほめ称たたえる記事が掲けい載さいされる事となった。







　熾し烈れつを極きわめたＴテイーＯオーＢビー合戦にも、終わりの時は存在する。

　本日は一一月二九日。とうとう運命の朝がやってきた。

　今日は夢ゆめ路じさんの一六歳さいの誕生日前日であり、奇くしくもＴテイーＯオーＢビー戦争に決着がつく日でもある。

　ＴテイーＯオーＢビーは、株式の値段を公表した上で、売ってくれる株主を広く募ぼ集しゆうする方法だ。逐ちく一いち買い集めるわけではないし、細々とした事務処理は証券クラブに委い託たくしているため、今どれくらい集まっているかは連れん絡らくがあるまでわからない。

　そんなわけで、僕ぼくは耕こう一いちや夢ゆめ路じさんと一いつ緒しよに春日井かすがい食堂の隅すみっこのテーブルを囲っていた。ちなみに本日の店員はアルバイトの女子生徒だ。

　朝っぱらでも席の半数以上が埋うまっており、それなりに賑にぎわっている。ＴテイーＯオーＢビーの結果を知るだけなら本部でも良かったけど、何となく静かな雰ふん囲い気きで待つ気になれなかった。

　そうして待つ事、一時間弱。僕ぼくのスマホが震ふるえた。連れん絡らくを受けてＴテイーＯオーＢビーの結果を聞き、僕ぼくは二人にそれを伝えてやる。

「……やったよ。ＴテイーＯオーＢビー成立だ！」

　その瞬しゆん間かん、二人に笑え顔がおが戻もどった。

　牛うし丸まる亭ていの買収が成功し、花はな上がみグループの崩ほう壊かいが秒読みに入ったのだ。あとは明日までに一億ホープを捻ねん出しゆつし、夢ゆめ路じさんにかけられた願いを消し去るのみ。

　僕ぼくは席を離はなれ、星ほし住ずみさんに電話をかけて事情を話す。

《……大おお倉くらさん、本気ですか？》

　信じられないとでも言うように、彼かの女じよは訝いぶかしんでくる。だけど僕ぼくは揺ゆるがない。この交こう渉しようの成立こそが、今まで僕ぼくが目指してきた集大成なのだ。

「僕ぼくは本気です。星ほし住ずみさんにとっても悪い話じゃないと思います」

《たしかに悪い話ではありませんが……本当にいいのですね？》

「二言はありません」

《何なら私の下で働いてくれてもいいのですよ？》

「ありがたいお話ですけど、遠えん慮りよさせていただきます。本来の目的は達成できましたから」

　電話口で、小さくため息が聞こえた。

《……やれやれです。本当にあなた達たちはビジネスそっちのけですね》

「あなた達たち？」

《こちらの話です》

　何やら含ふくみを持たせた言い方だ。耕こう一いちや夢ゆめ路じさんまでビジネスそっちのけと言いたいんだろうか？

「まぁ、よくわからないけど褒ほめ言葉と受け取っておきますよ」

《そうしてください。では交こう渉しよう成立です。できるだけ早くお金を振ふり込こんでおきます》

「本当に助かりました。あなたには感謝してます、ありがとう」

《……お礼は不要です。ビジネスですから》

　そこで電話は切られてしまった。素す直なおじゃない子だ、笑えば結構可愛かわいいのに。

　苦く笑しようしながら僕ぼくは席に戻もどる。

　オールバックに黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた男が入り口前に現れたのは、そんな時だった。

「やってくれたじゃないか、大おお倉くら君」

　学ランを身に着け、僕ぼくを鋭するどく睨にらみ付つけている。その人物を、僕ぼくはよく知っている。

「花はな上がみ……兼かね光みつっ！」

　僕ぼくが名を呼んだ事で、食事をしていた客達たちがどよめきの声を上げた。

「何をしに来た!?」

「何って、お祝いだよ。ボクに勝利してさぞかし喜んでいたんだろう？」

「お祝いだと……？」

「そうさ。腹立たしいが……その手しゆ腕わんだけは認めてやってもいい。よくぞこの短期間でそこまで資金力をつけたものだ」

　花はな上がみの言葉には怒いかりの感情も含ふくまれていたが、本気で僕ぼくを称しよう賛さんしているようでもあった。

　大おお倉くら商業グループと花はな上がみグループは、規模こそ違ちがえど構造は似ている。もしかするとあいつは、グループ崩ほう壊かいの危機に追いやった僕ぼくを憎にくむと同時に、これまで似たような苦労を重ねて来た僕ぼくに共感しているのかもしれない。

「大おお倉くら君の経営手しゆ腕わん、ＴテイーＯオーＢビーでの駆かけ引ひき、実に見事だった。心から称しよう賛さんしよう」

「……諦あきらめたのか？」

「まさか」

　花はな上がみは余よ裕ゆうの態度で笑う。

「諦あきらめるも何も、ＴテイーＯオーＢビー合戦はまだ終わっていないじゃないか」

「なに……？」

　ＴテイーＯオーＢビーは終しゆう了りようしたはずだ。公開買付は昨日で終しゆう了りようしたし、勝敗はさっき報告を受けた。あとはその結果を公表し、僕ぼくらが学園長に公開買付報告書を提出するだけ──

「──まさか、お前!?」

　花はな上がみの口角が不敵に上がった。




「そう……今日中に学園長へ公開買付報告書を提出しなければ、株券の決済は行われない。つまりＴテイーＯオーＢビーは無効になるわけだ」




　予想だにしない手段に、僕ぼくは戦せん慄りつした。

　花はな上がみにとって、公開買付報告書の提出は詰つみの一手。だが今日の夕方に学園長が仕事を終えるまで僕ぼくらを拘こう束そくすれば、ＴテイーＯオーＢビーを防げる上、夢ゆめ路じさんにかけた願いの期日を迎むかえられるのだ。

「汚きたないぞ！　男ならビジネスで戦えよ！」

「そういうキミは、ここへ来るまで汚きたない手を一度も使った事がないのかい？」

　ぬけぬけと言い放つ花はな上がみ。

　だが、僕ぼくは言い返す事ができなかった。スパークリン買収の時にはロリコン教師をたぶらかそうとしたし、スターマートの協力を得るためにスパークリンを囮おとりにしたのだ。

　そんな僕ぼくを満足気に見ながら、

「わかったかい？　ビジネスは戦争なのだ。戦争に汚きたない手段は付き物だろう。歴史がそれを証明している」

　そしてゆったりとした動作で胸ポケットから黒いカードを取り出す。

　ＶＩＰだけが持つ事を許されるクレジットカード──通つう称しようブラックカードだ！

「耕こう一いち、夢ゆめ路じさんを頼たのむ！」

　とっさに僕ぼくも財さい布ふから僕ぼく名義の赤いキャッシュカードを抜ぬいた。耕こう一いちが夢ゆめ路じさんを下がらせ、他の客も潮が引くように食堂から離はなれていく。

　キャッシュカードの裏り面めんには、三三〇万の数字が表示されている。大おお倉くら商業と春日井かすがい食堂チェーンの役員報ほう酬しゆうから、学費を抜ぬいた金額である。ＴテイーＯオーＢビー戦でスターマートが参戦してくれたため、使わずに済んだ資金だ。

　そして──互たがいに息を吐はく間もなく願う。




「公開買付報告書を学園長に配達しろ！」

「大おお倉くら君の願いを打ち消せ」




　僕ぼくの周囲に空間の亀き裂れつが走った。大量の粒りゆう子しが濃のう密みつな霧きりとなって場を漂ただよう。

「そ、そんな……!?」

　キャッシュカードの液えき晶しようには、二三〇万の数字が並んでいる。

　一〇〇万ホープも使ったというのに、一いつ瞬しゆんで消し飛ばされてしまったのだ。

「さぁ、次はどうするんだい？」

「くっ……耕こう一いち！　証券クラブに電話してくれ！」

「おう！」

　急いでスマートフォンを取り出す耕こう一いち。だが花はな上がみの笑えみは消えない。

「大おお倉くら商業グループすべての通信機をハッキングしろ」

　直後、耕こう一いちのスマートフォンが暗転した。焦あせった様子で画面を連打しているが、無反応のようだ。

「……翔しよう！　ここは俺おれが何とかする！　お前は証券クラブに行って報告書を！」

「わかった！」

　走りだそうとした僕ぼくへ、花はな上がみは嘲ちよう笑しようを向けながら、

「逃にげられると思っているのかい？」

「当たり前だろ！　お前なんかと遊んでる暇ひまなんか──」

　裏口に走ろうとしたところで僕ぼくの視界に入ったのは、無数の光ひかり輝かがやく人型のシルエットだった。もはや動く壁かべと言った方がいいかもしれない。

「なん……だ……これ……？」

「ああ、そういえば言ってなかったね。すでに春日井かすがい食堂の周囲には喚よび出した一〇〇体の警備員達たちが取り囲んでいるんだ」

　何でもない事のように花はな上がみは言う。

　一体いくら注つぎ込こんだのか。物量に圧あつ倒とうされ、僕ぼくは二の足を踏ふんでしまう。

「くそっ……ボディガードを雇やとい入いれる！　僕ぼくを守れ！」

　残った二三〇万ホープをすべて消費し、ガタイの良いい光の人形を召しよう喚かんする。

　狙ねらうは一点突とつ破ぱだ。この場から逃にげ切きりさえすれば何とでもなる！

「大おお倉くら君のボディガードを打ち消せ」

「そうはさせねえ、翔しようのボディガードに追加料金だ！」

　耕こう一いち達たちの周囲に光の粒りゆう子しが舞まった。ボディガードの輝かがやきが増した直後、花はな上がみ周辺の空間がガラスのように砕くだけて消える。

「翔しよう、行け！」

「助かる！」

　警備員部隊を蹴け散ちらすボディガード達たち。その背後に隠かくれるように僕ぼくは走る。

「……面めん倒どうな真似まねを。大おお倉くら君のボディガードを打ち消せ」

「なっ!?」

　眼前を走る光の人形が弾はじけた。無数の粒りゆう子しとなって僕ぼくに降り注ぐ。

　警備員達たちの凄すさまじい物量により、僕ぼくはあっという間に取り囲まれる。

　もはや万ばん策さく尽つきた。

　三三〇万ホープあった資金は今やゼロ。耕こう一いちの方もそれは同様らしく、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で首を振ふる。

　対する花はな上がみはまだまだ余よ裕ゆうがある様子。ブラックカードの持ち主である以上、その資金力は底知れない。

　その時、僕ぼくのキャッシュカードの数字が変化した。星ほし住ずみさんの振ふり込こみがたった今済んだようだ。

　それを見て、僕ぼくの脳のう裏りに閃せん光こうが走った。思いも寄らぬ勝機をつかみ、全身が震ふるえる。

　花はな上がみはそんな僕ぼくを面おも白しろそうに眺ながめながら、

「まだ諦あきらめないのかい？」

「……諦あきらめるも何も、あんたの負けだよ。花はな上がみ」

「なに？」

　光の警備員達たちの中、僕ぼくは振ふり返かえった。そして耕こう一いちへ顔を向ける。

「耕こう一いち、お前が協力してくれたからこそ大おお倉くら商業は大きくなった。そのおかげで、僕ぼくは一億なんて大金を稼かせぐ事ができたんだ。感謝してもしきれないよ」

　一億という言葉で、耕こう一いちは察したようだ。

「……売ったのか、大おお倉くら商業を」

　僕ぼくはうなずいた。星ほし住ずみさんと取引をして、僕ぼくが持つ資産を一つ残らず売ばい却きやくしたのだ。

「もはや大おお倉くら商業は僕ぼくのものじゃない。現時点をもって、一〇〇パーセント株主であるスターマートに全権利が移った。部長職もスターマート役員にすげ替かえてもらった。つまり、僕ぼくに公開買付報告書を提出する義務はなくなったんだよ」

「……」

　花はな上がみは空恐おそろしいほどの無表情で、僕ぼくを見つめる。

　あとは、この一億ホープを使うだけだ。

「翔しよう君！　待って!?」

「よせ、春日井かすがいさん！」

　青い顔で僕ぼくに駆かけ寄よろうとする夢ゆめ路じさんを、耕こう一いちは押おしとどめてくれている。いつだって頼たよりになる親友だ。

「僕ぼくは最初からこうする事を決めていた。この日のために僕ぼくは全てを費ついやして来たんだ。この半年で金策に駆かけずり回まわり、ようやくたどり着いた集大成を──花はな上がみ、お前に見せてやる！」

　再びキャッシュカードを構え、僕ぼくは叫さけぶ。




「一億ホープで願う！　夢ゆめ路じさんにかけられた願いを全て打ち消せ！」
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　願いを放ったと同時に、猛もう烈れつな光の渦うずが巻き起こった。桁けた違ちがいの粒りゆう子しの海が次々と湧わいては消えていく。

　その中心に立っていた夢ゆめ路じさんは、呆ぼう然ぜんと僕ぼくを見つめていた。髪かみがはためきリボンが外れて、ポニーテールが解ほどけていく。

　そして──僕ぼくの周りで、猛もう烈れつな願いのかけらが砕くだけ散ちった。

　僕ぼくの願いが負けたのだ。

「なん……だと……!?」

　苦鳴の声を漏もらす僕ぼく。何が起きているのかわからず、思考がまとまらない。

　場に静せい寂じやくが戻もどるや、突とつ然ぜん花はな上がみがくつくつと笑い始めた。

「事業を売ばい却きやくして一億か……本当に愚おろかな事をしたね、大おお倉くら君」

「どういう事だ……？」

「ボクがそのくらいの事を考えていないはずがないだろう。だから、前もって願いを合計二億ホープになるよう追加しておいたのさ」

　言われて僕ぼくは絶句した。

　僕ぼくらが死しに物もの狂ぐるいで稼かせいだ一億を、花はな上がみは更さらに上乗せする事で打ち消したと言うのだ。

「おかげでボクの資金もほぼ底をついたよ。ＴテイーＯオーＢビー戦も完敗だったしね。本当に……キミはすごい男だった。尊敬してもいい」

　花はな上がみは疲つかれたようにテーブルに手をつき、ブラックカードを放り捨てた。奴やつも全てを懸かけて僕ぼくの願いを打ち破ったようだった。

　もはや為なす術すべはない。持てる全てを売うり払はらって稼かせいだお金を使い果たしたんだ。この上、更さらに一億なんて、どうやってもひねり出す事などできない。

「……兼かね光みつ君、今のは本当なの？」

　そんな中、夢ゆめ路じさんが足を踏ふみ出だした。

「本当だとも。ボクはキミのために全てを捨てて、今まで突つっ走ぱしって来たんだ」

「どうして？」

「キミの事が好きだからだ。みそ汁しるじゃなく、春日井かすがいさん本人がね」

　花はな上がみと夢ゆめ路じさんが向き合う。二人の距きよ離りは近く、もう一歩踏ふみ出だせばキスでもできそうなほどだった。

「覚えているかい？　三年前、ボクが財さい布ふを失なくして困っていた時、キミは食堂でご馳ち走そうしてくれた。嫌いやな顔一つせず、ボクを招いてくれた。好きになったのはその時からだ」

　奇くしくも花はな上がみの動機は僕ぼくと同じだった。財さい布ふを落として困っていたところまでそっくりだった。そりゃあ空腹の時に夢ゆめ路じさんの手料理を食べたら、僕ぼくらなんてイチコロだろう。人の優やさしさに飢うえていたなら、夢ゆめ路じさんに惚ほれてしまうのも無理はない。

「春日井かすがいさん、ボクはキミの事が好きだ。明日、ボクと結けつ婚こんして欲ほしい」

　花はな上がみは微み塵じんも羞しゆう恥ちせず言ってのける。

「兼かね光みつ君……」

　夢ゆめ路じさんは目を潤うるませながら更さらに一歩踏ふみ出だして──




　パァンっ！




　と、小気味良い平手打ちの音が響ひびいた。

　花はな上がみは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている。その左頰ほおには小さくて赤い手の痕あとが浮うかぶ。

「春日井かすがいさん……？」

「ごめんね。兼かね光みつ君の気持ちは嬉うれしいけど……わたしには応こたえられないよ」

　夢ゆめ路じさんはセーラー服のポケットから赤いカードを取り出す。

　学園銀行で発行されたキャッシュカードだ。その額、およそ一億ホープ。

「翔しよう君もごめんね。せっかくがんばって守ろうとしてくれたのに、無む下げにしちゃって。でも、おかげで借金はだいぶ返せたよ。あとはお婆ばあちゃんだけでも何とかなるくらいには」

　僕ぼくの方を振ふり返かえり、夢ゆめ路じさんは涙なみだを浮うかべる。

「……ど、どういう事？」

「学費を払はらえなくなっちゃったって事だよ。わたしね、前に打ち合わせをした時きらりちゃんにお願いしたの。ＴテイーＯオーＢビーで勝ったら、春日井かすがい食堂チェーンの全権利を買い取って欲ほしいって」

「っ!?」

　その意味を、僕ぼくは数呼吸遅おくれて理解した。

　夢ゆめ路じさんは春日井かすがい食堂チェーンの権利を、丸ごとスターマートへ売うり払はらっていたのだ。

　そして同時に、そんな事をした理由にも気付いた。

　いくら夢ゆめ路じさんが天然で、ちょっとばかし鈍どんくさくても、自分にホープで願いがかけられたとあれば調べようとくらいするだろう。ましてやかかる費用はたった一〇〇ホープ。何の障害にもなりはしない。

　夢ゆめ路じさんは花はな上がみにかけられた願いを知っていたのだ。打ち消さなければ、明日結けつ婚こんさせられると。そして結けつ婚こんさせられるくらいなら、学園を去る事になった方がまだマシだと、きっとそう思ったにちがいない。

「春日井かすがいさん……そんなっ!?」

　すがる花はな上がみの手を振ふり払はらい、夢ゆめ路じさんは奴やつを睨にらむ。

　そしてキャッシュカードを胸に抱だき──願った。




「わたしにかけられた一億ホープの願いを打ち消して！」




　叫さけんだ瞬しゆん間かん、白い閃せん光こうが辺りを包んだ。

　僕ぼくの時と同じ規模の粒りゆう子しの嵐あらしが巻き起こる。その見えない圧力は、なおもすがろうとする花はな上がみを弾はじき飛とばしていた。

　その光景を見て、僕ぼくは笑えみをこぼす。

　お金で買えないものがある事を、僕ぼくは証明したかった。そのために今まで戦ってきた。

　本当に証明できたかはわからない。夢ゆめ路じさんを救えなかった以上、僕ぼくの行動には何の意味もなかったかもしれない。だけど夢ゆめ路じさんの心が大金を払はらっても買えない事は、今回の件で証明されたんじゃないだろうか。

　一億ホープの願いが生んだまばゆい光を見ながら、僕ぼくはそんな事を思った。
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　あれから一週間が経たった、朝の事だ。

　僕ぼくは春日井かすがい食堂前でぼんやりと空を見上げていた。

　これまで金策に駆かけずり回まわっていた分、やる事が無くなると暇ひまでしょうがない。定年退職したサラリーマンの気持ちはこんな感じなのだろうか。

「よう、こんなところで何を突つっ立たってんだ？」

　肩かたをポンと叩たたいてきたのは耕こう一いちだった。相変わらず気さくに笑いかけてくる。

「朝ご飯を食べに来たんだけど、何となく入りづらくてさ」

「ここまで来て何言ってやがる。いいから飯食うぞ」

　半ば強ごう引いんに引ひっ張ぱり込こまれる僕ぼく。すると割かつ烹ぽう着ぎを着た店員さんがやって来た。

「いらっしゃいませ。メニューがお決まりになったら声をかけてくださいね」

　僕ぼくは鬱うつオーラ全開でどんより答える。

「夢ゆめ路じさんを注文する……」

「バカヤロ、それは注文じゃねーから。店員さん、みそ汁しる定食二人前で」

　そんなやり取りを見て困ったように苦く笑しようし、店員さんは水だけ置いて行ってしまった。

「夢ゆめ路じさんなら注文するまでもなく持って来てくれるのに……」

「いや、普ふ通つうにいつも注文してたと思うが」

「今いま頃ごろどうしてるかなぁ？」

「さーな。元気でやってるだろ」

「会いたいなぁ……」

　なんて事を話している間に、店員さんがお盆ぼんを持って来た。耕こう一いちが注文してくれたみそ汁しる定食二人前だ。

「お待たせ、二人とも」

　聞き覚えのある声に、ふと顔を上げる。

　そこにいたのは、小さな体に割かつ烹ぽう着ぎをまとい、髪かみをポニーテールにした女の子。

　他でもない夢ゆめ路じさんだった。

「どうしたの、翔しよう君？」

　大きな目をパチクリと瞬またたかせる。

「……あれ？　夢ゆめ路じさんがいる？」

「うん、いるよ」

「夢ゆめ路じさん本人？」

「本人だよ」

「もしかして幻げん覚かく？」

「幻げん覚かくじゃないと思うけど」

「学費払はらえなかったんじゃ？」

「払はらえなかったよ」

　それじゃどうしてここにいるんだろう？　いや、夢ゆめ路じさんがいるのは嬉うれしいんだけど。

　そんな疑問に気付いたのか、彼かの女じよは笑って話してくれた。

「きらりちゃんが学費を全額支し援えんしてくれたの」

「星ほし住ずみさんが……？」

「うん。なんかね、わたしがいないと困るんだって」

「ふむ……。つまりあの子は百合ゆり属性持ちだという事か」

「アホか、どう考えてもビジネス上の話だろうが」

　耕こう一いちめ、野や暮ぼなツッコミをしてきやがる。

「それにしても星ほし住ずみさんめ……こんな重要な事を僕ぼくに黙だまっているとはとんでもない奴やつだ！　一言物申してやらないと気が済まない！　ちょっと行って来る！」

「おい待て、みそ汁しる定食もう来てるぞ。どうすんだ？」

「食べてから行くに決まってるだろう！　いただきます！」

　僕ぼくは箸はしとお椀わんを手にし、みそ汁しるを飲む。

「夢ゆめ路じさん、おいしいよ！　いつも以上においしいよ！」

　僕ぼくの言葉に、夢ゆめ路じさんは可愛かわいらしく頰ほおを染めた。

「ほんと？　今日のはちょっと工く夫ふうしてみたんだけど、違ちがいわかる？」

「もちろんわかるよ！　えーと……とにかくうまいよ！」

「本当に適当だなお前は……」

　ため息を吐つく耕こう一いちをよそに、僕ぼくは夢ゆめ路じさんの笑え顔がおを見てほっこりしていた。







　スターマート本部に行くと、星ほし住ずみさんが出で迎むかえてくれた。

　ビル内にある喫きつ茶さ店てんへ案内され、席につく。

「本当にありがとうございました。事業買い取りだけでなく、夢ゆめ路じさんの学費まで工面してくれて、なんとお礼を言っていいか……」

「別にいいですよ。未来への投資と思えばさほど悪くもないですし。それに彼かの女じよがいなくなると新メニューの開発が滞とどこおるので」

「それでもお礼を言わせてください。本当に助かりました」

「私はお金を出しただけです。戦ったのは大おお倉くらさん達たちです」

「でも、星ほし住ずみさんが協力してくれたからこそ勝てたのは事実ですから」

　そう言うと、星ほし住ずみさんの頰ほおがほんのり赤くなった。それを誤ご魔ま化かすように彼かの女じよはメニュー表を差し出して、

「……何か食べますか？」

「いえ、実はさっき春日井かすがい食堂で食べてきたばかりでして」

「実はここの喫きつ茶さ店てん、スターマートの商品と同じなんです」

「ほー、そうなんですか」

「中には私が開発したデザートもあるんです」

「それはすごいですね」

「特にこの抹まつ茶ちやクレープなんかおすすめです」

「ほうほう」

「とてもおいしいですよ」

「たしかに」

「……」

「……」

　何だろう。僕ぼくに食えと言っているんだろうか？　さっき春日井かすがい食堂で朝飯食ったばかりだと言ってるんだけども。

　僕ぼくが沈ちん黙もくしていると、星ほし住ずみさんはジトッとした目を向けてきた。

「実は資金調達、結構苦労したんです」

「それは……お手間を取らせて申し訳なかったです」

「ＴテイーＯオーＢビー資金と二億数千万ホープ、結構大きかったので大変でした」

「そ、そうですか……」

「ところでこの抹まつ茶ちやクレープ、実は人気商品なんですよ」

「ほ、ほう……」

「ちなみにこの抹まつ茶ちやクレープは私が開発を主導したんです」

　どうやら退路など最初から無かったようだ。ビジネス関係とは、時に茨いばらの道を踏ふみ進む覚かく悟ごが必要なのである。

　膨ふくれた腹をさすりながら、僕ぼくは引きつった笑えみを浮うかべて頭を下げた。

「ぜひいただきます……っ！」

「そうですか」

　星ほし住ずみさんはほんのわずかに口元を緩める。

　いつもその顔をしていればいいのに。







　その後、寮りよう室しつへ戻もどる道中に布ふ施せさんと出くわした。

「どうも」

「待ってたわ」

　どうやら僕ぼくを待まち伏ぶせていたようだ。

「何か用ですか？」

「別に。大した事じゃないけど、ちょっと話をしようと思ってね」

「はぁ、何でしょう？」

「ここじゃ何だし、ちょっとその辺のお店に入りましょう」

　そう言って僕ぼくに付いて来いと目で訴うつたえかけてくる。あまり行きたくない気分になるのは布ふ施せさんの普ふ段だんの行いのせいだろうか。

　そうして向かった先は、スクールバーガーの店てん舗ぽだった。

「何か食べる？」

「いや……さっき朝食にデザートまで済ませたばっかりで……」

「遠えん慮りよしなくていいわ。デリシャスバーガーセットでいいわね？」

　よくないよ！

　しかし何度断っても遠えん慮りよしているだのプライドが高いだのと取り合わず、布ふ施せさんは強ごう引いんに注文を済ませてしまう。そして二人分の小さな席に座すわらされる事となった。

「さ、食べて。今日はあたしの奢おごりだから」

「いやいや、本当に無理で……」

「男の子ならそのくらい食べられるはずよ」

　ひどい偏へん見けんだ。男の胃い袋ぶくろをブラックホールか何かと勘かん違ちがいしてるんじゃないだろうか。

「っていうか、貧ひん困こん生活は脱だつしたんですね」

「脱だつしてないわよ。牛うし丸まる亭ていからもらった謝罪金で食くい繫つないでるだけだし。なんかスターマートがやってる労働環かん境きよう改善策の一いつ環かんらしいわ」

「は……？　そんな大事なお金で僕ぼくに奢おごって良かったんですか？」

「いいのいいの、これは未来への投資だから」

　布ふ施せさんはニコニコと営業スマイルを全面に押おし出だしながら、

「大おお倉くら君、前に春日井かすがい食堂で雇やとってくれるってお話をしてくれたでしょう？　あれ、ちょっとお願いしたいのよね。ほら、あたしって元はスパークリンの経営者だったわけじゃない？　これでも結構仕事はできると思うのよ」

「ずいぶんと売うり込こんでくれるのはいいんですが、無理ですよ」

「またまたぁ、そんな事言ってあたしを驚おどろかそうったってそうはいかないわよ」

「いや、本当に無理なんですよ……。僕ぼくはもう春日井かすがい食堂の株主でも部長でもないですし」

「はぁっ!?　どういう事よ！」

「だから、花はな上がみをやっつけるために全財産を叩はたいたんですよ。ちなみに、今の大株主はスターマートですね」

「なんでそんな事したのよ！　あたしが奢おごったデリシャスバーガーセットはどうなるの!?」

　僕ぼくの襟えり首くびをつかんでブンブン振ふり回まわしてきやがる。吐はきそうだからやめてください。

「これじゃまた残飯漁あさりに逆ぎやく戻もどりじゃない！　せめてあたしを雇やとってから散財しなさいよ！」

「そんな無茶な……」

　と、布ふ施せさんは急に手を止める。そして一転して胡う散さん臭くさい笑え顔がおを作り、僕ぼくに向かって猫ねこなで声ごえを発してきた。

「あ、だったらこういうのはどうかしら？　あたしとあなたで新しいビジネスを始めるの。敏びん腕わん経営者同士、仲良くやれば大おお儲もうけじゃない？」

　この人が敏びん腕わんだったところを僕ぼくは一度も見てないんだけどな。







　そんなこんなでお昼になり、僕ぼくは再び春日井かすがい食堂の前にやって来ていた。

「おい、翔しよう。いつまでここにいるつもりだ？」

　物もの陰かげから中の様子を窺うかがう僕ぼくに、耕こう一いちが[image: 叱]しつ咤たしてくる。

　視線の先にいるのは、白い割かつ烹ぽう着ぎを着たポニーテールの女の子。笑え顔がおと料理の腕うで前まえは誰だれにも負けない天使であり、僕ぼくの初はつ恋こいの相手でもある夢ゆめ路じさんだ。

「うん、わかってるんだけどね。ウザがられたりしないかな？」

「あの子が誰だれかをウザがるところを俺おれは想像できん」

「またみそ汁しるに変へん換かんされたりしないかな？」

「それはお前の言い方次し第だいだ。ちゃんと言えばもしかすると伝わるかもしれんぞ」

「で、でも、今行くと迷めい惑わくじゃないかな？」

「ええい、芋いもってんじゃねえ！　さっさと行って砕くだけて来い！」

　ゲシ、と尻しりを蹴け飛とばされた。

　そうして無理やり食堂へ押おし込こまれ、夢ゆめ路じさんの前に躍おどり出でる。

「わ、翔しよう君あぶないよ」

「夢ゆめ路じさん！」

「うん？」

　突とつ然ぜん大声を発した僕ぼくを、黒真しん珠じゆの瞳ひとみで見つめてくる。

「ずっと前から好きでした！　みそ汁しるも好きだけど、夢ゆめ路じさんが好きなんです！　付き合ってください！」

　そう言うや、僕ぼくは全力で頭を下げる。

　時間にして数秒くらいだろうか。たったそれだけの時間が、今はものすごく引ひき伸のばされたように感じる。

　やがて夢ゆめ路じさんは目を泳がせながら顔を真まっ赤かにして、

「お……おみそ汁しる定食の定期購こう買ばいね、もちろんいいよっ」

　その答えに心が折れ、ガクッと膝ひざを折る僕ぼく。夢ゆめ路じさんは顔を逸そらし、その前を足早に通りすぎてゆく。

　また、みそ汁しるに変へん換かんされてしまった……。一体何が悪かったというのか……。

　そんな僕ぼくの肩かたに手を置き、耕こう一いちが慰なぐさめてきた。

「まぁ、気にするな。少なくとも断られたわけじゃねーだろ」

「そうだけどさぁ、どうやったらちゃんと伝わるのかなぁ？」

　食堂の地面に崩くず折おれたまま、働く夢ゆめ路じさんを視線で追う。そこで、僕ぼくはある事に気が付いた。時々目が合うのに、合った途と端たんなぜかすぐに背そむけられてしまうのだ。今までは笑え顔がおで手を振ふってくれていたのに。

「やっぱり嫌きらわれてるんじゃないかなぁ……」

「いや……案外伝わってるんじゃないかって俺おれは思うぞ」

　僕ぼくの肩かたをポンポンと叩たたき、耕こう一いちは気休めの言葉をかけてくる。そして勢い良く立ち上がり、僕ぼくに笑いかけた。

「それじゃ、気を取り直して昼飯食おうぜ」

「今、お腹なかいっぱいなんだけど……」

「なんだ？　どっかで食ってきたのか？」

「まぁ、少々……」

　食べたのは朝だけど、量が多すぎたようだ。ひもじい経験をした僕ぼくには、食べ物を残す事などできないのである。

「じゃあ昼飯は食わないのか？」

「うん……やめとくよ」

　その時、トタトタと足音を立てて夢ゆめ路じさんが駆かけ寄よって来る。

「ねぇねぇ、翔しよう君。今度の新メニューなんだけど、白みそ豚とん汁じる定食を作ったの。もし良かったら味見してくれないかな？」

　純じゆん真しん無む垢くな瞳ひとみを向けられ、僕ぼくは一いつ瞬しゆん答えに詰つまる。

　そして赤いのか青いのかわからない顔で答えるのだった。

「も……もちろん食べるよ！」

　お金で買えないものもある。

　だけど僕ぼくの気持ちは、夢ゆめ路じさんの料理で買えてしまうのかもしれない。











あとがき






　初めまして、えいちだです。

　突とつ然ぜんですが、僕ぼくは文字の読み書きができます。

　別に国語力が飛とび抜ぬけて優すぐれていたわけではありませんし、作文が得意という事も特になかったのですが、日常生活に支障がない程度には読んだり書いたりできます。

　そこで、僕ぼくはこう考えました。




　読めるし書けるのだから、文字の集合体である小説だって理論上は書けるはず。

　好き勝手に書き散らすだけじゃ駄だ文ぶんにしかならないけれど、面おも白しろく書く技術さえモノにすれば、プロにだってなれるんじゃないか？　どうせやるならでっかい目標をぶち上げちゃうか。よし、新人賞で大賞を取ってミリオン作家を目指そう！




　……そうしてペンを執とり、十年。

　周りに「大賞取るよ！」「プロ作家になるよ！」と散々大口を叩たたきまくりながら最終選考にかすりもせず、第二十三回電でん撃げき小説大賞の四次選考であえなく落選し、涙なみだに濡ぬれて過去作フォルダへ埋まい葬そうされていたところを拾い上げられたのが本作となります。

　無限のやる気と折れない心だけが僕ぼくに与あたえられた唯ゆい一いつの才能と信じて書いてきましたが、世の中そうそう理論通りにはいかないものですね。

　しかし、「思考は現実化する」と偉えらい人が言っていました。日本には言こと霊だまなんて考え方もあります。「できない」と口にすればできる事もできなくなり、「できる」と言い続ければできなかった事もいつかできるようになるのです。

　例え当初思おもい描えがいていた目標には届かずとも、諦あきらめずに続けていれば、近いところまでは行けるのではないでしょうか。

　だから、僕ぼくはこれからも大口を叩たたき続けたいと思います。

　いつか目標を現実にするために。

　僕ぼくはミリオン作家になるっ！




　以下、謝辞となります。




　ボロ雑ぞう巾きんのようになっていた僕ぼくに声をかけてくださった担当編集の大谷様。

　二千通を超こえるゴミメールの中から、一ヶ月半前に受信した拾い上げメールを見つけた時は嬉うれしさよりも先に絶望感が湧わきましたが、笑って許してくださって本当に感謝しています。あれ以来メールチェックは日課です。




　可愛かわいらしいイラストで本作を彩いろどってくださったシソ様。

　頭の中で薄うすモヤに包まれたようなキャラクター達たちに素す敵てきなビジュアルを付けていただきありがとうございます。初めて見た時は本当に感激しました。編集部からラフをいただくたびにワクワクが止まらず、日々意味もなく眺ながめております。




　校こう閲えつから製本、流通、販はん売ばいまで広く出版に携たずさわってくださった方々。

　皆みな様さまのおかげで本作がこの世に誕生する事ができました。校こう閲えつや製本の工程がなければ本になりませんし、流通と販はん売ばいがなければビジネスが成立せず、きっと本にする理由がなくなっていた事でしょう。




　今まで応おう援えんしてくれた家族、友人達たち。

　皆みなさんがいなければデビューまでの期間はきっと倍以上になっていたと思います。

　特に処女作から僕ぼくが書いた作品を一つ残らず読んで感想をくださったＡさんには足を向けて寝ねられません。締しめ切きり前夜に渡わたした長編小説を一晩で読んで詳しよう細さいな感想をくれた時など、感謝を通とおり越こして驚きよう愕がくしました。




　そしてこの本を手にとってくださったあなた。

　貴重な資金と時間を割さいていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。

　この物語に投じた資金と時間を倍する何かがあなたに返る事を、心より願っています。




二〇一七年一一月
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えいちだ

ガチガチの理系出身。電子工作が趣味で、学生時代はロボットの大会に情熱を燃やしていた。小説を書き始めた当初は友人達から「ロボットを作ってたお前がなぜ小説を？」と言われていたが、最近では「小説書いてるのにロボット作ってたの？」と言われるように。
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イラスト／シソ

京都在住のイラストレーター。

キャラクターイラストや書籍の挿絵をよく描きます。

最近はご飯を描く事が多くてお腹がずっと減っています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「えいちだ先生」係

「シソ先生」係











本書は第23回電撃小説大賞応募作品『僕は資本主義の犬になる！』に加筆・修正した物です。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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君きみのみそ汁しるの為ためなら、僕ぼくは億おくだって稼かせげるかもしれない








えいちだ





発　行　　　　2018年2月9日





発行者　　　　郡司 聡

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





アスキー・メディアワークス

カスタマーサポート（お問い合わせ）

　　　　　　　[WEB] http://asciimw.jp/info/inquiry/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)EICHIDA 2018





※2018年1月10日発行の電撃文庫『君のみそ汁の為なら、僕は億だって稼げるかもしれない』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/cover.jpg
99—,
il / \/






item/image/kuchie-004-005.jpg
N,

- \
[D Eﬂmﬁ@ﬁmﬂiﬁ ONRAINNL0 L
KR 0 g 0 RIS 2100 e ]

\






item/image/p157.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/p116.jpg





item/image/p119.jpg
kimi no MISOSHIRU no
tamenara,boku wa oku datte
kasegeru kamo sirenai

CHAPTER 3





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p195.jpg
kimi no MISOSHIRU no

tamenara,boku wa oku datte
kasegeru kamo sirenai






item/image/p069.jpg
kimi no MISOSHIRU no
tamenara,boku wa oku datte
kasegeru kamo sirenai

CHAPTER 2





item/image/p267.jpg
9060 GOWE GOWERE

[HSIK-ST DR RIONIOVA2 OR[N —3]

(D£8R #HRKVIRE IRIURIIN IRE MINGEE | 18 | IREEDRINFEIRGR 0L
[185: OD B VBIIINLI @it |

[N NOIMIKIEHES I SN0

[ {208Pehl)” HHSERIIQIN6 L]

MO X PRI AHRIDNE LGS M OIPE SHERRIE O M 5i0Q1L° #KAJEE |
REELL-ICERDIQAID” i | BIENE-DMIiIe OR5)

[LN-DVIQS] I OFRHIONL-----]

[PI0NNIN S OB T8 U H0N° X DIRECHIYIM O R LD U
[OHONKRIESNAXINTe]

MNIOSIOfE® K RIRE D IESHRAEEIY | OOX—MNLAUIN NEREWEKITONSORVIEHS
WRRAKHNOQ U OHISAHARIDXSHNLIL]

[EHS¥RSE N O MVURVIN S|

[FHOES” VSINBQROL D SRI)

[<R7 HESLANHOES Y

RN S RTOMUOIEIN6° NIV ON< V7 $EAHIBIBERY T D MIEINIR O 1< R0
HESIRITE IO LIS |





item/image/p266.jpg
90 G0GC0RCECS

MNLDE HKRAILVBERUNSMNBEIHIOAIBAN | [<AUP” EHROMORB]
[PIONRR N MNe46° PDSBANALUP<K O MRRINS—]

DIV NESRNDL LIRRIN® HROIKS RS |

(18NS TKTIPIROIK S D one6e |

[H6O— | <UIPQROMRHINISIVED 60—

[B58R5” 558RY )

[FEVSIOAKINGRQROL VIO AHARIDONXBSHIPSIL AHARIDKIBR O Mo S|
[0y OMNN” | NSRLKIZVHIHILL6 Lo

MNVSEQ® XL | OOIRESKRIS MM #HAUBEEHILRHOKRE D XA 0 HdAone° NEIR
O P ec]

FHDEUHIRILOT QIUOH <SPS R

MM TOHDELININD S 546° OitQ#KM| [<SEIL)





item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p066.jpg





item/image/p226.jpg





item/image/p269.jpg
“CEFEFEREFETEE

[QREBIS L0 PIoD G

#6487 NIOSINEDIIKIPTUSIQITEEHRISIO O i
NVEIRADALIPRIRNIP” KDDL HE O NSRS ]

MV DA)” HIR D10 O NHRBIOR D A LEIRRHHINI0]
[BRUXDALAPDOL HIMoN QD51

MNUIOILR° HIRH-HIY ERSITELER QIO ERPNIOIAININ]NG]
MINSIKTE” RV O MO0 |

MNVEISHERISIOBIN SI° EHHKIBUStock iV’ ROEAVRMIRCUSIMEE RIS RO 1
BRI K LB K—NRISND”  [HIIRN] TENVS#E#EEHIL]

MV OR® U0 JOIPEREK LIERIE DV SR Tone O M Q1L E]

[H#610L2NI0° AVPNOIERERI0-R° NN LKA SIOEREITEH S ERISOIUDA)” RO MBS
[FERYe PIONRS546—]

[FEA RO KEERl— SORPINLOLKNE—]

[ Q- NIOLAIBISHE D4

[ 2 RPR" KEDBRN]





item/image/p268.jpg
" ECECECECE

[FAUNRAEHI O IR0 |
MNVEBIFEESKO—AL DA N\MHE | EEHOHET” HHRKIEH O M R® S ]
MNVSIOIEHP X WIS S8

HERBONIRNDA)” 10 MK SR SN

[4PL67 O MROIKS e 8 D £ R N LR

HROIR S 0N DA AREIINIOR | EHEIIUNINR” R Itowmil]
MURMIIHpAURBU T LN AN KNI O eI

ML H-HIROM SNk A]

[HIRO M-

[FRRE NS LI DN ISP B LARIK U6 O L ol 6 |

ML ONRVE R SHMSNS ]

[PI0N-4SNR° HIoWELITE | HSTI#HYODN OB SIS DR SR IR SID Vg
RISNHL° ISR N BEKSRIVDEIRNQISEHRENINNG D RopENP-HRne]

[DRD” REWRSTIIEREERER RIS 0 1L IMKEINVINL Ve |

[ERSTRAD AL UNSHIRIMNRQRNISRIO INT XK ILRUIBQSINO” KO
INLHONREILIPISNG® AHRIDXSENINOA {SEINBONVERIVIISHORL - DNEEVNY
INVRINS BI04 SIL° NI OO0 | 1IEI0T DRP5 ]





item/image/kuchie-002-003.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　お金で買えないものがある（みそ汁）



		第二章　みそ汁VS炭酸飲料



		第三章　激闘、牛丼戦線



		第四章　一億ホープの願い



		エピローグ



		あとがき



		巻末特別付録　大倉式　初心者のためのビジネス講座



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p185.jpg





item/image/p011.jpg
2,

kas gmk

PROI.OGUE





item/image/p139.jpg





item/image/p017.jpg
BETEZEBWN
H5DHHS
(HET)

kimi no MISOSHIRU no
tamenara,boku wa oku datte
kasegeru kamo sirenai

CHAPTER 1





item/image/p015.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
kamo

wa oku datte

’

no MISOSHIRU no





item/image/p093.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/kuchie-008.jpg
kimi no MISOSHIRU no tamenara,
boku wa oku datte kasegeru kamo sirenai

CONTENTS

»

TYL2OHK F





item/image/p243.jpg





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/p249.jpg
klm MISOSHIRU
tamenara,boku ku da
s e k ire i

EPILOGUE





item/image/kuchie-006-007.jpg
BEGBO b 215 ., ]





item/image/p009.jpg





